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「このバカ……瀕ひん死し状態で担ぎ込む奴があるか……っ！」

「こっちは一大事なんだ、状態なんて気にしていられるか」

「～～～ッ！　それはわかっているが……！　ったく、お前たちはいつもそうだ！　少しはこっちの身にもなってくれ！」

　意識が朦もう朧ろうとしている中、クロとギフリッドの会話が、まるで水中にいるかのようにぼんやりと耳に届く。

「クローディア、本当にいいんだな!?　後戻りは出来ないぞ!?」

　魔神は……封印できたはずだ。

　ウガンの魔術も俺のサポートも上手うまくいったはずだ。

　ウガン、エレナ……ジーク達は無事なのか？

　何も思い出せない。思考がまとまらない。

　四肢は完全に脳との回路を切断しているようで、ピクリとも動かない。

　幸いなことに、恐らく神経が麻ま痺ひでもしているのか、痛みは感じない。

　ただ何となく、このままでいれば俺は死ぬ。それだけはわかる。

　生まれて二十一年。魔術の才能に恵まれ、最強の魔術師、完全無欠の魔術師とまで言われ、魔神の討伐にまで抜ばつ擢てきされた。そして六英雄として世界を背負って戦った。

　その結果は…………。

　その時、気を失う直前、俺自身に掛けられたであろう言葉が頭をよぎる。




『生きて、ギル──!!』




　銀色の髪を靡なびかせ、俺を押しのけるか細い腕。

　そうだ……エレナ……。

　エレナに助けられたんだ……俺だけが。

　他の皆は死んでしまった。

　俺も、もうすぐか……。

「──準備はいいか、クローディア。いつ目覚めるかもわからんのだぞ。……本当にいいんだな？」

「舐なめるんじゃない、人間。私の時間感覚で見ればほんの一瞬さ。それより早く。ギルが死んじまう」

「……成功するかは保証出来ないからな！　確率は１％未満だぞ！」

「それでも、このままだと助かる確率は０％だ。私の血まで使ったんだ、さっさとやれ」

「こっちの気も知らないで……！　どうかしてる……。──あぁもうそんな目で見るな、わかったよ、やればいいんだろ！　やらなきゃ殺すって目してるもんな!!」

　相変わらず、クロは気が強い。

　クロとギフリッド……こいつらが何をしようとしているのかは分からないが、俺はもうただただ二人に身を任せるしかない。

　すると、徐々に意識が遠のいていく。

　殆ほとんど光しか見えていなかった視界すら、ゆっくりと暗くなっていく。

　あぁ、寒い……これが死か。

　その時、そっと俺の手に触れる何かを感じる。

　温かい、何かを。




「違うさ、ギル。今はゆっくり休め。────また後で」




　そうして、俺の意識は途絶えた。
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「んっ…………」

　寝苦しい夏の夜のように、俺はうめき声のような声を漏らしながら瞼まぶたを開ける。

　目がしばしばとする……変な違和感を覚える。ぼやーっと視界が滲にじむ。

　それでも何度かパチパチと瞬まばたきを繰り返すとようやくピントが合う。

　長い夢を見ていたかのような、深い眠りから覚めたかのような、そんな感覚。

　不思議と心穏やかな気分で、寝覚めは意外にも悪くない。

　それにしても、いつの間に寝ていたのだろうか？

　いまいち昨日の夜のことが思い出せない。

　すると、ふと女性の声が俺を呼ぶ。

「随分とたっぷり寝たようだな、ギル。寝坊だぞ」

「なっ…………！」

　どういうことだ、俺の寝室に誰かいるのか……!?　強盗か？

　俺は勢いよく起き上がろうと身体に力を入れるが、思うように動かず、自力で身体を起こせない。

「──ッ！」

「おいおい、私の声を忘れるとは酷ひどいじゃないか」

　そう言いながら、声の主は俺を支えるように抱き抱え、身体を起こす。

　俺の眼前に垂れる黒い長髪に、その隙間から見える鋭い眼光。

　すらっと伸びた手足に、都の踊り子ですら振り返りそうなほどグラマラスな体型。

　赤と黒のセクシーなドレスに身を包み、蝶ちようの形の髪飾りを付けた美女。

　間違いない、こいつは───

「なんだよ、クロか……」

　俺は不法侵入者が旧知の仲であることに安あん堵どを覚える。

「なんだよとは失敬な。誰のおかげで生きてると思っているんだ？」

　そう言い、クロはやれやれと言った様子で俺を見下ろす。

　あれ、クロってこんなに大きかったっけ？

　いや、それよりも俺の声こんなに高かったか……？

　何か嫌な予感がして、俺は慌てて辺りを見回す。よく見ると、そもそも俺の部屋なんかじゃない。どこかの遺跡……なのか、薄暗い石造りの個室だ。俺が横たわっているこの寝床もベッドというよりただの石の塊だ。

「何がどうなって……」

　俺は額に手を当て、冷静に俺が眠る前のことを思い出そうとする。

　──が、その時視界に入った自分の手に違和感を覚え、俺は慌てて両の手をまじまじと見つめる。

　おいおいおい、何だこれ……？

　何でこんなに縮んでるんだ──!?

　俺のアホ面を見て、クロが口を開く。

「あー、どうやら君の傷を癒いやすのに生命力を根こそぎ使ってしまったようでね。可愛らしいガキの姿なんて笑っちゃうけどねえ。まあいいじゃないか、その程度で済んで」

「おいおいおい、クロ。ちょっと待て、ちゃんと説明してくれ。何で俺の身体がガキの頃に戻ってるんだ？　そしてお前は何でここにいる？　というか、傷を癒すってなんだよ！」

「寝起きそうそう質問が多い奴だなあ。まずはおはようだろ？」

「悠長か！　今そういうのいいから。もったいぶらないで教えろ」

　クロはふぅっと軽く息を吐き、腕を組む。たわわな胸が腕にポンと乗っかる。

「ま、疑問を持つのも無理ないか。あの時は意識なんて殆どなかったし」

「…………」

「じゃあ、簡潔に。ギル、君はあの最終決戦で瀕死の状態になった。そして私が君をここに担ぎ込んで、ギフリッドの力を借りて蘇そ生せいの魔術を使ったんだ。長い年月をかけて傷を癒す、ギフリッドが編み出した禁術をね」

　最終決戦…………瀕死……。

　その時、何かが弾はじけるように脳に電流が走る。

　思い出した、何もかも──

「……そうだ、俺はエレナに助けられて……他の奴らは……」

「死んじゃったねえ、彼らは。まあ、君だけでも生き残れたんだから御の字だろう？」

　俺の鼻がぴくっと痙けい攣れんする。

　ムカっとした感情が、身体の奥底からふつふつと沸き上がる。

　──が、いちいちクロに腹を立てても仕方がない。

　そもそも吸血鬼が人間に興味がある訳がないんだから。

　こいつに悪気は一切ない。

　俺は心を落ち着かせるためにも、一度深呼吸する。

「……あいつら、俺なんかの為に……」

「まあ、君たち人間風に言うなら、彼らの犠牲を無駄にしないためにもこれからの人生を大事に生きるしかないんじゃないかな。……我ながら臭いこと言ってるな」

「いや……その通りだ。もう今更後悔したところで事実は変わんねえんだ。エレナや他のみんな、それにクロとギフリッドが繋つないでくれた命だ。……まあこんなガキみたいな形なりになっちまったのは正直驚いたけど、わがままは言ってられないよな」

「その通り。戦いは終わったんだ、平和な世の中だよ。これからは好きに生きるといいさ」

　そうだ、終わったんだ。

　今は、そのことを喜ぼう。

「にしても、俺は大分眠っていたのか？　何かそこら中埃ほこり塗まみれだし……これだけ俺の身体が退行するほどには結構な年月が経っちまってるんだろ？」

「まあ、君たちの感覚で言えば結構な年月が経ってるのかな？」

「やっぱそうだよな。五年……十年経ってても不思議じゃねえよ」

「千年」

　…………ん？

　俺はどうやら耳も退化してしまったようだ。上手く言葉が聞き取れない。

　俺はゆっくりとクロの方に顔を向ける。

「すまん、ちゃんと聞き取れなかったみたいだ。俺が眠りについてから何年経ったって？」

　クロはニコニコした表情で今度は口をしっかりと開けて声を発する。

「だから、千年。百年を十回繰り返したとも言うし、それでもわかり辛づらいって言うなら、大体三十六万五千回太陽が昇ったくらいさ。これで理解できたか？」

　俺は余りの衝撃に目を見開く。

　何かよく分からないものが喉のどの奥につっかえて、息がつまる。

　完全に、動きが停止する。

「くっくっく。ギル、君が驚くなんて珍しい。完全無欠とまで言われた魔術師が、たかだか千年の眠りについていたくらいで驚くとは、これは面白いものを見たぞ」

　俺はやっとのことで息をする。

「バ、バカ野郎！　お前たちと一緒にするな！　千年だぞ!?　何もかも変わってるばかりか、変わってないものを探す方が難しいだろうが！」

「何を言ってるんだ。少なくとも私は変わってないだろ？　ほれみろ、ぴちぴちのお姉さんだ」

「そういうことを言ってるんじゃない！　────あぁもう！」

　くそ、最悪だ……。

　これじゃあ俺が報告に行く国王すらいないだろうし、ましてやエレナやジーク達の親族なんて遠い昔に死んじまってるじゃねえか！　いやまあ子孫は生き残ってるだろうけど……。絶対俺なんて知らないだろうし。というか、この世にもう俺を知っている奴なんて誰一人いないんじゃ──。

「……いや、お前がいたか」

「？」

　不覚にも、千年経ったと本人が言った今でも、まるで変わらずにそこにいるクロこと吸血鬼のクローディアに妙な安心感を覚えてしまう。

　くそ、屈辱だ。

　俺は大きなため息をつく。

　これじゃああいつらの分まで生きるとかいうレベルじゃねえよ。完全にゼロからのスタートじゃねえか……。

「ま、私達からしたら千年なんてあっという間だからね。世界も大分変わったし、君も目新しいこの世界を見てそこそこ楽しめると思うよ」

「簡単に言ってくれるなあ。こっちは寝起きにいろいろ衝撃の事実を突きつけられて絶賛困惑中なんだが」

「はは、そんなナイーブな玉か君は。明日にはケロっとして新しい人生を謳おう歌かしているだろうさ」

「勝手なこと言ってくれるな……と、言いたいところだが……」

　否定できないのが辛いところだ。

　この吸血鬼、伊達だてに長い付き合いじゃないな。

　そうだな、もうここが千年後だということは疑ってもしょうがない。クロはそんな下らない嘘をつくタイプじゃないし。

　腹をくくって第二の人生を歩むしかねえか。

　魔術しか取り柄がないし、まあ、千年経ったっていってもまだ通用するだろ。

「俺の家とかはあるんだよな？」

「もちろんさ。──あっ、といっても、君の生家はもちろんとっくの昔に朽ち果てたけどね。そりゃもう見るも無残に。諸行無常だねえ。代わりと言っちゃあ何だが、ここの近くの森に私が丹誠込めて楽しく作ったツリーハウスがあるんだ。当面はそこでのんびり暮らそうじゃないか。君もそんなナリじゃあ一人ではやり辛いだろう？」

「あの家結構気に入ってたのに……時の流れは残酷だな。まあいいさ、そのツリーハウスとやらで当面どうしていくかのんびり考えるとするか」

　とりあえずは、この生に感謝しよう。

　事態は突拍子もなさ過ぎて飲み込むのに時間がかかりそうだが、俺は確かに生きている。

　クロはニッコリと笑うと、俺の足と首の下に腕を差し込み、お姫様抱っこする。

「なっ……おいばか！　下ろせ！」

「何言ってるんだ、君まだまともに立てないだろ？　このまま我が家まで連れてってあげよう」

「いやそうだけど……ああくそう、屈辱だ……！　さっさと大人に戻りてえ！」

「ふふふ、私は結構かわいくて好きだぞ」

「お前の好みなんぞ知るか！」

　こうして、俺の第二の人生と呼ぶべきものが始まりを告げた。

　千年後の世界。

　俺は上手うまくやっていけるんだろうか。

「──はぁ。この先が思いやられるよ」







　俺はクロに抱えられたまま、森の中をズンズンと進んでいく。

　さすが吸血鬼と言うべきか、かなりのスピードで森を駆け抜けるもんだから、風が強すぎてまともに前を向けない。

　陽の光が森に差し込み、幻想的な雰囲気を漂わせている。

　何もかもが、目覚める前と違っているようだ……。

　森なんていう神秘的な力がたまりやすい場所なんて、そこら中に魔獣が跋ばつ扈こしていたはずだが、今は殆ほとんど見かけない。

「本当に平和になったんだな……」

　しばらくして、クロは急ブレーキをかけ立ち止まる。

「ほらついたよ。ここが我が家さ」

「お……おぉ……!!」

　巨大な木を中心にそれを取り巻くように木造の小屋がいくつも並んでいる。

　それぞれの小屋は橋のようなもので繋がっていて、思っていたよりも本格的な造りだ。

　所しよ詮せん子供の秘密基地程度だろうと高を括くくっていたが、これは驚いた。

「結構ガチ目な家じゃん」

「当たり前だろう？　まあ、私一人で作ったわけではないがな。もうかれこれ築二十年近くになるか……君の生命反応が強くなってきたから、この場所に越してきたってわけさ」

　二十年──。

　生半可な日数ではない。

　きっとクロは俺が目覚めるまで毎日のように様子を見に来ていたんだろう。

　とはいっても、やはり吸血鬼と人間は生きる時間が違う。

　けれど、やはり感謝するべきなのだろう。

「──悪いな、なんか。ありがとう」

「ふっ、気にするな。千年も寝てたから性格まで丸くなったのか？　気持ち悪い」

「う、うるせえな！　やっぱ今のなし」

「はっはっは、懐かしい。──さて、君のために作った部屋があるんだ。ま、言うなれば子供部屋ってところかな」

　クロはにやにやとした顔で俺の顔を覗のぞき込む。

　俺はムッとした表情で睨にらみ返す。

「吸血鬼より鋭い眼光をする小僧だ、怖い怖い。──ま、冗談はさておき、普通に君の部屋だ。しばらくはそこでのんびりと考え事でもするといいさ」

「あぁ……そうさせてもらうわ。この世界のことも色々教えてくれよ」

　子供部屋は本当に簡素な造りで、ベッドに机、椅子、後は魔術関連の恐らく俺の家から持ってきたであろう書物が大量に積まれている。

　どれも埃を被かぶった状態ではあるが、魔術とは便利なものでどれも傷は殆どない。

　簡素な造りとは言っても、それは内装だけの話で、家屋としての耐久性に問題は殆どないと言ってよかった。丸い窓から外を眺めることができ、開いたその隙間から涼しい風が吹き込んでいる。

　クロは俺をそっとベッドに寝かせる。

「おっ……おぉ～……」

　ずっと眠り続けていたとはいえ、千年もの間石の上で横たわっていたのだ。久しぶりのふかふかのベッドの魔の吸引力と、その万人を駄目にする包容力に俺は思わず声が漏れる。

「何変な声出してるんだい」

「…………うるさい」

　俺は落ち着いた気持ちでもう一度目を瞑つぶり、深く深呼吸する。

　いっそこのままもう一度眠りにつきたい程の気分だ。

「君さあ、自分の身体ちゃんと見たかい？」

「見られる訳ないだろー……」

　俺は上の空で空返事する。

「あのねえ、千年の間その瀕ひん死しの時に着ていた血だらけの魔術装束のままで横になってて、更に風ふ呂ろにも入らずにいたんだよ？　自分がどれだけ汚いかわかってるのか？」

　クロは鼻をつまみながら苦い顔をする。

　あっ、傷つく……。

「ぐぬっ……じゃあ何でベッドに寝かせたんだよ！」

「そりゃ床に放り出すよりはましだろうと思ってね。──というわけで、全部脱げ」

「おいっ、ちょっ──！」

　有無を言わせず、無力な俺は赤子のように簡単に服を引っぺがされる。

　大人サイズのぶかぶかだった魔術装束は部屋の隅にあるゴミ箱へぶち込まれ（お気に入りだったのに……）、肌着やなんやらも全部放り出され、パンツ一丁の恰かつ好こうで無防備に横たわる。

「くっくっく、とても世界を救った英雄とは思えない無残な恰好だねえ」

「……自分でやっといてとんでもねえ奴だな……。英雄だろうが学者だろうが、夜はみな赤子に戻るんだよ」

「四歳児が言う発言じゃないな、まったく」

「四歳──」

　愕がく然ぜんとする俺に、クロはコクリと頷うなずく。

「身長や骨の具合、あとは生命反応等から見るに、大体それくらいみたいだ、君の身体は」

「は、はは……」

　俺は頭を抱え込んで項うな垂だれる。

　嘘だろ……じゃあ酒も飲めないのか!?

「おいおい、落ち込む必要はないじゃないか。君が眠りにつく前は確か二十一歳だったろ。そこから十七歳も若返ったんだ。古今東西、金も権力も何もかもを手に入れた人物はみな一様に不老不死を求めたそうじゃないか。その成功例に一番近いであろう存在が君だよ？　嬉うれしくないのか？」

「う～ん……。まぁ、不老不死は言い過ぎだけど、確かに若返りは嬉しくない訳じゃない。やり直しが利く訳だからな。それに俺はもう第二の人生として受け入れる覚悟は出来てる」

「ほう？」

「ただなあ、子供って何かと不便じゃね？　身長も小さいし、大人には舐められるし」

「君は舐められるのが嫌いだからな。でもメリットも沢山あるぞ？」

「例えば？」

「そうだな、例えば、前はあんなに憎たらしかった若造が、子供の姿になっただけで愛いとおしく見えてくるとか、前は見下ろされてて内心イラついていたが今は私に抱っこされないと移動もできないくらいに可愛らしくなっているとか、後は──」

「だぁー！　全部そっち側のメリットだろうが！　俺を行き場のない母性の矛先に定めるな！」

「くっくっく、からかいがいのある雰囲気になったのもメリットだな。──じゃあ、私はちょっと飯の準備するから、しばらくベッドでのんびりしててくれ、じゃあな」

　そう言うとクロは俺の怒りで火照った顔を眺めにやにやしながら勝ち誇った表情をし、何も言わずそのままドアから出て行った。

「──ったく。クロは千年経ってもクロのままだな……」

　やっと静かになった俺の子供べ──もとい、俺の書斎で、落ち着いて思考を巡らせる。

　千年……千年か。きっといろいろ変わってるんだろうなあ。

　魔神ももういないし、魔獣も以前ほどの脅威じゃなくなってるんだろう。

　これだけ時が経っていれば国もいろいろ変わってるんだろうなあ。無くなったり、増えたりしたんだろうか。

　俺のいたミスティオの魔術師部隊……きっと千年もの長きに亘わたる鍛錬で、以前の魔術なんかじゃ太刀打ちできないくらいに強大になっているに違いない。それを見られるのはちょっと楽しみだな。

　俺と一緒に旅をした五人。ウガン、エレナ、ニルファ、ジーク、クイン……あいつら自身はあの戦いで死んじまったけど、その一族はきっと英雄として称たたえられて、国王からの報酬なんかできっと栄えただろう。

　どっかで会うことになるかもしれないな。

　そう考えると、確かにこの第二の人生も楽しいことが沢山あるような気がしてきた。

　何事もポジティブだな。

　世界の変化を見て、人に会って、魔術の鍛錬をして……俺の時代に、俺が出来なかったことをする。

　俺たちが手に入れた平和なんだ、俺がそれを謳おう歌かしても誰も文句は言わないよな。

　とりあえずはそうだな。ここでクロの世話になって身体をしっかり元に戻そう。
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　千年越しに目が覚め、クロに世話をされ始めてから早六年、ツリーハウス付近の森。

　雷が落ちたかのように激しく発光し、遅れて炸さく裂れつ音おんが森に響く。

　驚いた鳥や動物たちが音から遠ざかるように勢いよく動き出す。

「ふぅ……大分魔力の流れは直ってきたか。でもなあ、やっぱまだしっくりこないな」

　俺は煙を吐く目の前の岩が、黒く焦げてひび割れているのを眺める。

　まだ魔術の初動に遅れを感じる気がする。威力も全盛期に比べるとぜんぜんだ。

　汎はん用よう魔術の中でも初等魔術である〝サンダーボルト〟でこの程度の岩も砕けきれないとは我ながら衝撃だ。

「やっぱ戦闘から大分離れてるからか、勘が鈍ってるのかなあ……。それとも、肉体的な問題なのか……」

　俺が目覚めたときに肉体は四歳まで退化していたようだから、現在肉体年齢は十歳となった。

　クロとの共同生活は、至って順調に平和的に進められた。

　時折何日も居なくなったり、多少の怪我をして帰ったりなんてこともあるが、地球上で恐らく最強の生物である吸血鬼だ、心配なんて微み塵じんもない。

　むしろ、その間一人で留守番をさせられる俺の身体の方が心配だ。栄養的な面で。

　目覚めてから数か月はまともに立つこともできなかったせいで、すっかりクロに世話をされる癖がついてしまい、「ギル……君はまさか精神まで幼児退行してしまったのか？」とまで言われる始末だ。

　さすがの俺もその発言は屈辱的すぎた結果、こうして魔術の使用を全盛期に戻すべく毎日リハビリに励み、ついでに身体を動かしてストレスを発散しているという訳だ。

　そしてもう一つ、俺の日課となっているのが──

「おーい、ギル！　今日も来たよ!!」

　金髪のサラサラとした髪にリボンをカチューシャの様につけた少女が、俺を見つけニコニコした笑顔で岩を乗り越えて近づいてくる。

「毎日飽きねえなあ、ユフィ」

「飽きる訳ないよ！　今日もお願いします、師匠！」

　食い気味で目をキラキラさせるユフィから、思わず目を背ける。

　幼い子の好奇心は眩まぶしすぎる……！

　ユフィは近くの村に住む女の子だ。

　俺と同い年で、たまたま俺が森の中で魔術を使っている姿を目撃したらしく、それ以来しつこく魔術を教えてくれと迫ってきた。そしてとうとう根負けした俺は仕方なくこの子に魔術を教えることにしたのだ。

　まあ他にすることが特にある訳でもないし、暇つぶしになることに変わりはない。

　ただ、この時代には少し奇妙な点があった。ユフィが言うには、村に魔術を使える人は一人もいないらしい。一応医者もいるにはいるようだが、その治療は回復魔術を使ったものではなく、魔道具を使った簡易的なものに限られているようだ。

　少なくとも俺の時代にはもっと魔術を使える人はいたし、魔術関連の書物を読んで最低限の魔術（火を点つける魔術とか）くらいは独学で学ぶ人も少数だがいた。

　もしかすると、平和になった世界には、それほど魔術は需要のあるものじゃないのかもしれない。

「それでそれで！　今日は何するの！」

「うーん今日なあ……昨日何やったっけ？」

「昨日は手から水を出す練習をした！　火を消した！」

　興奮気味に目を輝かせ話すユフィ。汎用魔術である〝ウォーター〟。ユフィの魔術系統的に水が適性だったようで、それが一番効果を発揮したのだ。

　ユフィには魔術の才能があった。だからこそ、俺の魔術の痕こん跡せきを見つけて俺が魔術を使っている様子を盗み見ることが出来た訳だ。

「あーそうだったな。んじゃ、今日は飛距離でも伸ばしてみるか」

「了解！」

　ユフィは敬礼するとニコニコと笑みを浮かべる。天てん真しん爛らん漫まんな笑みに、心が洗われる。

　──いや、決してロリコンとかじゃないよ？　可愛らしいものを可愛らしいと思う自然な現象だよ？　本当だよ？

　俺は心の中で言い訳しつつ、ユフィの足元から十メートル程離れた位置に線を引く。

「よし、とりあえず今日はここまで飛ばせたら成功だ」

「え～そんな距離でないよ～。昨日だって一メートルくらいしか飛ばなかったし……」

「魔術は昨日出来なかったから今日も出来ないなんてことはないんだよ。昨日まで殆ほとんど出来なかったことが何かのきっかけで翌日には急に上手うまくいくようになったりすんのよ。運動とかと一緒でな。出来るまでは難しいけど、一度出来るようになるとそっからの成長は早いんだ」

「ふーん……まあギルが言うなら出来るってことだよね。信じる！」

「いや、俺を信じても信じなくてもどっちでもいいから……頑張るのはユフィだし」

「信じたい気分なの！」

　ちょっとむくれ気味にほっぺたを膨らませながら、ユフィは肩にかけていた小さなポーチを近くの岩の上に置く。

「よし、じゃあいくよ」

　ユフィは右手を前に突き出す。右手の甲にはインクで魔法陣が描き込まれている。

　今日来る前にちゃんと上から描き直してきたのだろう。この魔法陣は最初俺がユフィに描いてあげたものだ。

　超簡易ではあるが水を放出する魔術が発動できるようになっている。

　詠唱でもいいと言ったのだが、どうやら詠唱するのが恥ずかしいらしく、他のやり方がいいと駄だ々だをこねたので、少し不恰好だが魔法陣を直接手の甲に描くことにした。

　正直それで魔術を発動してもいいんだけど、それだと応用が利かない。専門的に学んでいるならまだしも。戦闘時に種類に応じた魔法陣を何個も用意するなんて馬鹿のすることだし、魔法陣を描いた道具を使用して戦うならもっと応用の利くオリジナルの魔法陣を作るべきだ。

　──が、ユフィが魔術を使って戦闘にでることはきっと万に一つもないし、今はただ魔術が出来て楽しんでいるだけなのだから、これで十分だ。

　そうこうしているうちに、ユフィの手に魔力が集まり始める。

　やはり、魔術の起動時間はまだ遅いか。これだけ時間がかかってしまうとその間に敵に──っと、いちいち戦闘を想定してしまうのは悪い癖だな。

　集まった魔力が弾はじけるようにあふれ出すと、ユフィの手から水鉄砲のようにぴゅんと一筋の水が放たれる。

　それは放物線を描くようにして前方へと飛距離を伸ばす。

　俺は到達地点に素早く線を引く。

「──ざっと六メートルってところか」

「えーそんなもんかあ……。私才能ないのかなあ」

「いやいや、いきなり六メートルも飛ばせたんだから上出来だよ。さっきも言ったけど、きっかけさえあれば一気に伸びるのが魔術だから」

　ユフィはちょっと不満気だったが、それを聞いて上機嫌な表情で笑みを浮かべる。

「えへへ、そうかな。よーし、もっと練習して村一番の魔術師になるぞー！　あっ、ギルを除いてね」

「ははは、俺は村の人間じゃないからな。というか、村に魔術師なんていないじゃん」

「そう、だから私がこの村の魔術師だ！　って胸を張って言えるような実力を身に付けて、最初の一人になるの」

　ユフィは胸を張り、やる気満々に開始地点に戻る。

　突出した才能があるとは言えないけど……やる気は何物にも代えがたい才能か。

「よし、続けるぞ」







　そんなこんなで修行を続け、気付いたら太陽が傾き、西日が差し始める。

「っと、もうこんな時間だ。ユフィ、帰らないと。送るよ」

「うん、ありがとう。じゃあ──キャッ！」

　ユフィの短い悲鳴が聞こえ、慌てて振り返る。

「あら、またユフィちゃんと魔術の練習？　精が出るな」

「クローディアさん！」

　ユフィは嬉うれしそうにクロに抱き着く。

　クロも優しい笑みを浮かべてユフィの頭を優しく撫なで、抱き上げる。

「んだよびっくりさせるなよクロ」

「ふふふ、男女の仲を邪魔しちゃ悪いと思ってね」

　さっきまでの優しい笑顔が、妖あやしい笑みに変わる。

「バカなこと言ってんなよ」

「あらやだ、育ての親に向かってそんな口の利き方！」

「そうだよギル！　親に向かってバカとか言っちゃダメなんだよ」

「ネー」

「ネー、じゃねえ！　──はぁ……で、何しに来たんだよ」

　クロはそのままユフィを地面に下ろす。

「ちょっと食料が沢山手に入ってね。もうユフィちゃんのお母さんには話通してあるから、今日はうちでご飯にしましょ」

「わーい！　クローディアさんの料理だ！」

　うげ、またか……。

　クロはことあるごとにユフィを誘ってはうちで飯を食わせようとしてくる。

　俺の唯一の友達だからなのか、これでもかと仲を取り持とうとしてくるのだ。

　──まぁ、人間の心が分からないクロなりに、俺一人未来に取り残された中で出来た繋つながりを少しでも繋ぎ止めようと頑張ってくれているのかもしれないけど。

「さ、帰るぞ。宴だ！」
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　身体が溶けそうなほどの蒸し暑さにうなされて朝目が覚めるというのを繰り返して、もはや何日目だろうか。

　そりゃ寝苦しい夜もあるさ、夏だもの。────と言いたいところだが、いや、そう単純な話じゃない。

　ここ最近やけに暑苦しくうなされ、たまらず目を開けると、大きくて柔らかいものが顔面に押し当てられているのだ。

　それどころか、俺の華きや奢しやな身体を抱き枕のように両足で挟みこみ、がっちりとホールドしている。

　──そう、夜な夜な手持ち無ぶ沙さ汰たになったクロが俺の寝床に意図的に迷い込み、好き勝手しているのだ。それを追及すると、クロは悪びれず楽し気に答える。

「いやー、仕方ないじゃないか。縮んでしまった君はとても抱き心地がいいんだから。それとも、抱き着かれて困るようなことが起こっているのかな……？」

　そう言ってニヤニヤした表情でクロは下着姿のままベッドから立ち上がり、寝る前に無造作に脱ぎ捨てたのであろうヨレたＴシャツを適当に着るのだ。それがここ最近……というか夏中続いている。

　いい加減目のやり場にも困るしそれ以外の情動にも困るし、支障しかない……！

　魔術の鍛錬に明け暮れた前の時代の俺には女性に対する免疫はないのだ!!

　もともと自分で言うのもなんだがかっこつけたがりだし、敢あえて強がって見せるタイプだが、この子供の身体だとそれがかえってクロの母性をくすぐってしまうようだ……。

　そういうこともあって、俺は毎朝げっそりとしながら朝食のテーブルにつく。

　羞しゆう恥ち心しんというものがないのか（クロは決まって「人間は虫の前で裸になることに抵抗を覚えるのかい？」と極論をかましてくる）、中途半端な色仕掛けで俺を困らせてくる。
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　長い年月を生き過ぎて普通のことじゃ楽しいという感情が湧くこともなくなってしまった故の奇行なのだ、恐らく。少なくとも千歳は余裕で超えているのだから、まともな訳がない。

　そのくせやってることはガキ臭いあたり、歳を重ねれば精神年齢も上がって落ち着いていくというのは万人共通の事項ではないようだ。

　と言っても、老人になると子供の頃の心を取り戻してキラキラした好奇心が復活するという話もあるし、一概に言い切れるわけではないか……。

　そんなこんなで今日も今日とてテーブルに向かい合わせに座り、朝食を共にする。

「なあギル。どこ見てるんだ？　わかっているんだぞ？　さあ白状しろ」

「っさいなあ……。どこも見てねえよ。──いいから黙って飯食えよ」

「やだねえギルちゃんは。反抗期かい？」

「母親面するな！」

　クロはケラケラと楽しそうに笑う。

「あー楽しい。思った通り、君をからかうのは楽しいなあまったく」

「六年もずっと飽きずにからかい続けるとは思ってなかったよ……。どうせこのままいけば成長して以前の姿に戻るんだから、そうなったら覚えてろよ」

「元の姿に戻ろうが、力が完全に全盛期に戻ろうが、私にとっちゃ赤子同然なんだよなあ」

「……うぜぇ～」

　悔しいことになかなか言い返せない……。

　吸血鬼は人間には殺せない。それだけ上位の存在なのだ。万が一の可能性として倒せることはあっても殺すことは出来ない。

　本来、こうやって俺という人間に構っていることが異常なのだ。

「そういえば、今日はユフィちゃんは来ないのかい？」

　クロはパンを一ひと欠片かけら口に放り込みながら質問する。

「さあ知らね。来るときは勝手に来るし」

「やれやれ、フィアンセのスケジュールくらい把握しておきたまえよ」

「フィアンセじゃねえよ！」

　俺は勢いよくツッコむ。

「俺にロリコン趣味はない！」

「やだ、嘘!?　じゃあやっぱり私のような熟女が──」

「それもやめろ……。だいたいさあ──」

　と、クロの目に余るちょっかいを今日こそ問い詰めてやろうと喉のど元もとまで言葉を用意し、朝食から視線を外してクロの方へと顔を向ける。

「最近毎日俺……の……────？」

　すると、さっきまで饒じよう舌ぜつに俺をからかっていたクロが一定の方向を見つめて険しい表情を浮かべているのが目に入り、思わず俺も何が起こったのかと自分の言葉を遮る。

　あまりにも唐突に様子が変わるものだから、俺は思わず息を呑のむ。

「……どうした？」

　何かを感じ取っているのか、キョロキョロと視線を動かす。

「ギル──」

　クロはさっきまでのおどけたような声色とは違い、低く冷たい声で語りかける。

「二人──いや、この感じだと三人か。ちょっと匂う奴らが村に入ったみたいだ」

「匂う……？　吸血鬼狩りの連中か？　あー、今はなんだっけ、異形狩りって名前なんだっけ？　変わり過ぎてよくわからん」

「どうだかね……。──ただ、血の匂いはする、同胞のね」

「同胞!?」

　まさか、吸血鬼に遭遇して生きてられる人間がそう簡単にいる訳がない。

　普通に気付かずに接している分には問題ないが、同胞の血……つまり吸血鬼と一戦交えた奴らということだ。

「私の耳に入ってないってことはつい最近どっかの誰かがへまやったか、共有する程の事柄じゃなかったかのどっちかだろうね。……ま、どちらにせよ警戒するに越したことはない。余り関わり合いにならないようにしな。君も何言われるかわからない」

「俺がどうやって関わるってんだよ。村にもほとんど行かないのに。むしろクロの方こそ先にちょっかいだすなよ」

「ふん、私達吸血鬼は擬態もなしに自ら人間に関わりに行くなんてことはしないよ」

「……で、どうするんだ？　身を隠すのか？　村に入った奴らの目的が何なのかわかるまでは事を起こしたくないんだろ？　まあクロがお目当てかどうかは知らないけど」

　クロは俺の発言を鼻で笑う。

　なんだこいつムカつくな。

「私を誰だか忘れてしまったのか？　イェネガンドの吸血鬼、クローディア様だよ。人間が逃げ出すことはあっても私が逃げ出すことはあり得ないのさ。ま、擬態が見破られることなんてないし、日が経てば勝手にいなくなるだろうさ。──けどもしちょっかいをだしてくるなら、その時は相応の対処をするだけさ。ここは気に入ってるからそうなっては欲しくないけどね」

　そう言うとクロは伸びをしながらクワーっと欠伸あくびをし、気け怠だるそうに立ち上がると「水浴びしてくる」と言って家を出る。

　ま、クロの言う事ももっともだ。

　誰が来ようとも、クロはクロのままだ。

　道のど真ん中を歩き、前から誰が来ようが、どんな障害物があろうが、クロは決して道を譲らない。

　それは慢心でも傲ごう慢まんでもない。自分こそが最強の種族だという自負。ただそれだけだ。

　──にしても、よくよく考えるとクロなんていう吸血鬼に面倒を見てもらってるなんて人類史始まって以来俺だけだろうな……。

　俺は食べかけだったパンを一息に口に詰め込むとミルクで流し込む。

「ぷはぁ──……うっま」

　俺はクロの同胞……吸血鬼の血の匂いが漂うというその人物たちのことが少しだけ気になった。

　かつての最強魔術師としての知的好奇心が疼うずいた。
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「それでね、その人凄すごいんだよ！」

　純粋な目にキラキラとした輝きを灯ともしながら、興奮を抑えきれない様子でユフィが俺に語り掛ける。

「凄いカッコいい魔術だったなあ」

「なんだよ、そいつが何か魔術を見せてくれたのか？」

「うん！　なんかねえ、バシューっと光る矢みたいのが出てきてね、盾を粉々にしたんだよ、凄くない!?　詠唱っていうのもしてなかったし、あの弓に魔法陣でも描いてたのかなあ……凄いなあ」

「矢ねえ……」

　光る矢の攻撃魔術……そのレベルなら汎はん用よう魔術じゃねえな。

　ということは──特異魔術か。

　でも、魔術師の奥義とも言える特異魔術を簡単に人に見せるか？　生命線だぞ。

　その程度の魔術師なら警戒するほどでもないか……？

　──いや、俺の頃とは時代も違うんだ、自分の特異魔術を隠しておくのが基本というのはもう古い考えという可能性もあるか。

　まあ、少なくとも特異魔術が扱えるレベルの魔術師ということだ。雑ざ魚こではないんだろう。

「で、そいつは──」

「そいつじゃなくてサイラスさんね」

「……そのサイラスって人はなんでこの村なんかに来たんだ？　お前の話を聞く限りじゃ結構お堅い奴っぽいじゃねえか」

「んーなんかね、何かの手掛かりを追ってこの村まで来たって言ってたよ。確か……〝異形狩り〟っていう部隊の人みたい」

　やっぱり異形狩りか。つーことは、狙いはやっぱりクロか？

　にしても、吸血鬼を狩ろうなんていつの時代も人間は愚かすぎるな……。千年経っても学ばないあたり、結局人は繰り返すんだなあ……。

「じゃあ化け物でも狩りに来たんだろうな。もしかしたらユフィの村にもう入り込んでるのかも」

「そ、そんなことない！　……ないはずだけど。……でも、そうだとしてもサイラスさんは絶対悪い人じゃないよ！　きっと優しくしてくれるもん」

　ユフィはグッと拳こぶしを握りしめて力説する。

　こりゃ相当憧あこがれ持っちゃってるな……。まあ俺しか魔術師を知らなかったんだからそりゃそうか。

　俺がいつも見せてるのって汎用魔術の類だし……。

「あ、そうそう、それでね、サイラスさんが空いた時間にまた魔術見せてくれるっていうから一緒に見に行こうよ！」

「俺はパス。あんま興味ないや」

　違う意味で興味はあるけどな。

「なんでそういうこと言うのー！　ねえ一緒に会いに行こうようー……ギルも凄い魔術なら勉強になるでしょ！」

「俺はいいの、もう最強だから」

「どっから来るのその自信……」

　さすがのユフィも若干困惑気味に眉まゆを顰ひそめる。

「……はあもういいや、後で見せて欲しいって言ってきても知らないんだからね！」

　ユフィはぷっくりと頬を膨らませプンプンと不ふ貞て腐くされながら村へと帰っていった。

　ちょっと悪いことをしたかな……。

　いや、でも本当に異形狩りだとしたら迂う闊かつに俺が接触してクロに迷惑かける訳にもいかないし……。

　ま、今度もうちょっと複雑な魔術でも見せて機嫌とっておくか。







「それで、どんな奴だって？」

　クロはカップからコーヒーを啜すすりながら本棚に背中を預ける。

「やっぱり異形狩りの連中らしいぞ。まあ十中八九クロを狙ってきたんだろうな。近くに他の吸血鬼のお仲間はいないんだろ？」

「そうだねえ。今はみんなバラバラだよ。何か月かに一回会ったりする奴もいるが……。にしてもどこで私の痕こん跡せきを見つけたんだか」

「考えにくいよな……仮にも擬態してるクロを追跡できる奴なんて本当にいるのか？　……もしかして最近何かしたか？」

「あー……最近ね…………」

　嫌な沈黙が流れる。

　クロは明後日の方向に視線を向けながらもう一度コーヒーを啜る。

「はぁ……。心当たりあるのか」

「あ、あれは事故みたいなものだ！　私のせいじゃない。キャスパーの奴がへましたから仕方なくだな……」

「ったく、何が『イェネガンドの吸血鬼、クローディア様だ』だよ。聞いてあきれるぜ」

「うるさいなあ。別に私の痕跡が読まれていただけで私個人に到達したわけでもない。それにいざとなれば──」

「ここが気に入ってるんだろ？　それはなしだ。今回ばかりはいつもみたいに暴れりゃいいってもんでもないだろ。異形狩りの方々には丁重にお帰り頂かないと」

　クロはぐぬぬっと唸うなり声を上げジトーっとした目でこっちを見る。

　そんな目でこっちを見るな。追われるような痕跡を残したお前が悪い。

「まあ、幸いその異形狩りとやらのサイラスって魔術師はこっちを警戒してるわけでもなく呑のん気きにユフィに魔術を見せびらかしてるらしいから、大人しくしてれば会うこともないだろ」

「そうだな……。やれやれ、まあたまにはこういう刺激がないとつまらないからな。長い年月を生き過ぎて娯楽も遊びつくしてしまったし。すべてを破壊すれば済むという考えは疾とうの昔に捨て去ったよ。過程を楽しまないとな」

「そんな風に考えていた時期があったのが驚きだわ……頼むから人類を滅ぼそうとしないでくれよ」

「ははは、する訳ないだろ。お前は虫が沢山いるからってこの星の上から絶滅させたいと──」

「いや、毎回虫に喩たとえるのもういいから。お腹いっぱい」

「酷ひどい……」

　コンコン──。

　不意にノックの音が鳴る。

「噂をすればだぞ、ギル」

「は？」

「ギルー！　いるんでしょー！」

　もう一度ドアがコンコンと鳴る。

「なんだよユフィか。昼間っから家にくることなんてあんまないのに、珍しいな」

「ふふふ、何もなくても会いたくて会いに来てしまう。いよいよだね」

「うるせえよ何がいよいよだ」

　俺は立ち上がりドアの方へと歩く。

　朝追い返したばかりなのにもうご機嫌な声色で俺を呼ぶあたり、こいつも大概だな。

　ま、それくらい機嫌が直るのが早いと何かとありがたい訳だが。

　俺はドアに手をかけ、ゆっくりと開く。

「何の用だ、ユフィ。魔術師様に魔術を見せてもらうんじゃ──」

　と、皮肉交じりにドアを開けると、ユフィの背後に別の人物が立っているのが視界に入る。このタイミングで来る人物なんて一人しか考えられねえ。

　恐る恐るドアを開けきると、そこには黒と青のローブに身を包んだ男が立っていた。

　腰からはちらりと白いベルトが見えている。

　クロの奴……噂をすればってそういう事かよ……！　先に言え！

　緊迫する空気の中、最初に口を開いたのはユフィだった。

「サイラスさん、この人がギルよ！　意地っ張りで魔術なんか見ないってかっこつけてた奴」

「ほう、彼がユフィちゃんの友達で魔術が使える師匠の……」

　サイラスは穏やかな笑みを浮かべる。耳に付けた緑の耳飾りが揺れる。

「ギルが意地張ってるからわざわざ連れてきてあげたわよ、感謝してよ！」

「は、ははは……そりゃどうも……」

　やってくれたなこいつ……！

　サイラスはキョロキョロと家の中に視線を這はわせると、ニッコリと笑みを浮かべる。

「どうも、王国騎士団魔術騎士のサイラス・グレイスです。いやー凄い家ですね。入っても？」

「いや、ちょっと今立て込んでて──」

「いいじゃないか、ギル。せっかく来てくれたんだ、少し上がってもらっても」

　おいおいまじかこいつ、状況わかってんのかよ。

　クロが不敵に笑う。

　やる気か？　ここで？

　クロはゆっくり俺の方に近づくと、小声で耳打ちする。

「敢あえて敵をもてなす。スリリングで面白いじゃないか」

　クロの口角が上がる。こいつそのためにこの男が来ることを黙ってやがったな……！
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「ささ、どうぞどうぞ。何もない家ですけど、今飲み物出しますね」

「すいませんね。じゃあ遠慮なくお邪魔させてもらおうかな」

　躊ちゆう躇ちよなくサイラスは家の中に足を踏み入れる。

　退く様子がないあたり、確実に何か違和感を覚えてやがる。

　サイラスはテーブルに着きはせず、家の中の様子を窺うかがっているようだった。

　近くから見るとサイラスは想像よりもずっと若かった。眠りにつく前の俺と同じか、もう少しだけ年上といったところだろうか。青い髪が肩に掛かる程度に伸びている。常にうっすらと笑みを浮かべているからか、どこか明るい印象を受ける。

　──ただ、その笑顔が何処か胡う散さん臭くさい。

　サイラスはゆっくりと興味深げに室内を見回したのち、不意に本棚の前で立ち止まると、驚いた表情で口を軽く覆う。

「こ、これは……──！」

　やばい、何か手掛かりになるようなもの置きっぱなしにしてたか……!?

「……どうかした？」

「いや、魔術書の量に驚いてしまって……。まさか魔術書がこんなに──どこでこれを？」

「えっと……それは死んだ父さんが持っていたもので、詳しくは知らないんだ」

　さすがに俺が千年も前から所持していたなんて言う訳にもいかない。

　でもやはりこれだけ力のありそうな魔術師でもこの本の量には面食らうのか。

　──と思っていたが、どうやらそういう訳ではないようで、サイラスは「興味深い」とぼそりと呟つぶやきながら本棚を食い入るように見つめる。

「お父さんが……。どれもこれも千年近く前に書かれた古文書レベルの書物だ。本当に興味深いよ……。ヤングにカステオ……ウガンの書まで……。しかもこの品質の保ち方は──保護魔術が掛かっているのか」

　サイラスはブツブツと独り言を呟き始める。

　おいおい、大丈夫かこの人。

「えっと、俺はそんな詳しく知らないけど、珍しいものなのか？」

　どれも確かに千年前の書物であることは事実だが、別に俺がレアな本を買い集めた訳でもなく、その辺の書店で買ったものが殆ほとんどだ。ウガンの書なんて本人からの貰もらい物だし。

　歴史的な価値があるかは不明だが、サイラスが言ったように保護魔術が掛けられるんだから幾らでも残っていそうなもんだが。

　すると、サイラスは不思議そうな顔をしてこちらを見る。

「──あー、そうか。森の中でずっと暮らしていたなら……。そうだね、失礼。知らないのも無理もないかもしれない」

「どういうこと？」

「──千年程前、魔神と人間との戦いがあったのは知っているかい？」

「まぁ、それくらいは」

　事実、俺はそれに参戦してたわけだしな。詳しすぎる程知ってる。

「その時、魔神達の軍にとりわけ猛威を振るったのは魔術師達の攻撃だったそうだ。今では考えられないが、隕いん石せきのようなものを降らせる魔術や、地割れを起こす程のエネルギーを持った魔術、死者を蘇よみがえらせ操る魔術なんてものまであったという」

「えっ、それは流石に……」

　あれえ、そんな超強力な魔術なんてあったかな……。死者の再生なんてまず不可能だしやってたなら俺が知らない訳ねえよな。──いや、死霊魔術なんてのがあったか……。にしても隕石級は流石に……。

　千年も経てば正しく伝わってない事実もあるか。こいつらの中ではあれは伝説上の戦い……言わば神話みたいなもんなんだろうか。

「ま、真実はわからないがね。──そして人間が勝利し、魔神は封印された。そして後には人間による人間のための世界が残った」

「それで平和になったんだね」

　サイラスは頷うなずく。

「でも、人間は愚かだからね。そのうちまた人間同士で争うようになった。その時脅威となったのが、あの魔神さえも恐怖の底に叩たたき落とした魔術の存在だ。あんなものが人間に向けて放たれれば、人類はすぐにでも絶滅するだろう、と」

　なるほど……何となくわかってきたぞ。

「時の権力者が選択した方法は……魔術師の糾弾と魔術書の焚ふん書しよ。魔術師狩りの横行さ。その時代を暗黒時代と呼んでいる。この時、魔神との大戦以前の魔術書と、沢山いた魔術師たちは姿を消した。出回っていた書はすべて焼かれ、力ない魔術師たちは抵抗する間もなく殺され、有力な魔術師たちは姿をくらませた」

「酷い時代だな……」

　やはりそうか……。俺が眠りについた後そんな出来事が……。

　正直、そんなことになるなんてあの時は微み塵じんも思っていなかった。

　あの当時、魔術師にも騎士の様な称号を与えられ地位も高まっていたし、浅く広く、魔術は確実に広まっていた。それが、急にそんなことになるなんて。

　それが原因か。ユフィの村に一人も魔術師がいないのは。

「もちろん今はそんなことはないけどね。歴史の汚点というやつさ。だからね、失われた魔術も多いし、書物なんか残ってすらいないのさ。それが、まさかこんなところに大量にあるなんてと驚いてしまってね」

　サイラスの目はキラキラと輝いていた。訪ねてきた時とは比べ物にならないほどに。

「君のお父さんは……君の一族はこの魔術書を大事に守ってきたんだろうね。凄すごいことだよ。だから君もきっと立派な魔術師になるに違いない」

　そう言い、サイラスはニッコリとしながら俺の頭を撫なでる。

　何だか調子狂うな……こいつはクロの天敵だろ。

　──にしても、そんなことがあったならさっさと教えろよなクロ。六年間そんな話一度も聞かなかったんですけど!?　どうせ聞かれなかったからとか言うんだろうなあ……。

「そういえば、さっきの女性は君のお母さん？」

「……みたいなものかな」

「ふむ……。彼女は魔術師ではないようだね。という事はこの家周辺の結界や本の魔術は……」

　サイラスはチラッと俺を見る。

　その目はさっきのキラキラした目とは違い、何かを疑っているような、そんな懐疑的な目だった。

「何か気になることでも？」

　サイラスの顔がパッと元に戻る。

「──いや、こっちの話さ。とりあえず今日はお暇いとまさせてもらおうかな、調べたいことも出来たし、長居は無用さ」

「えー、魔術見せてくれるんじゃないの？　ギルにも……」

　ユフィは悲しそうな表情でサイラスの袖そでを掴つかむ。

　サイラスは屈かがむとユフィの頭をそっと撫でる。

「ごめんね、ユフィちゃん。近いうちに必ず見せると約束するよ。今日はちょっと用事があってね──では、お母さんにもよろしく言っておいてくれ」

　そう言い残し、サイラスはユフィを連れて出て行った。

「あらら、帰っちゃったか」

　クロはサイラスが帰った直後、見計らったかのように奥から姿を現す。

「何か気になるところはあったのか？」

「どうかなあ。私の擬態は見破られてないみたいだが……魔術師としてはそこそこかな。君の結界に引っかからない程度の力はあるということさ。ま、それは君がこんな森に来る奴は居ないって言って手を抜いたせいだけどね」

「……うるせえ。まあ悪い奴って訳ではなさそうだけど、ありゃ俺の周りを疑ってるな。……疑ってるというより、興味を持ってるという方が正しいか。吸血鬼へと繋つながる手掛かりが俺の先にあると踏んだか、単に魔術的な好奇心で俺の周りに目を付けたかは知らないけど……」

「モテる男はつらいねえ。まさか君自身が最強の魔術師とは夢にも思うまいさ。君の背後に吸血鬼と繋がるような魔術師が居るかもしれないと推測するのは当然の流れか。どうやら私は対象からは除外されたみたいだが、君にはまた接触してくるぞ」

「だろうな。俺の周りを調査して吸血鬼は空振りだったと思ってくれたらいいんだけどな。ただクロが言ってた同胞の血の匂いとやらは少し気になるな」

「ははは、何はともあれ君たちは仲良くなれそうじゃないか。なんか情報があったら教えてくれよ」

「おい、クロも探り入れろよ、クロの問題だろ」

　クロは気だるげに首をぽきぽきと鳴らす。

「なーんか拍子抜けしちゃったよ……。擬態を見破れない程度なら別にスリルも感じないし。興味が君に移り始めているなら、傍観するのが吉かなあ。死体が増えるのは嫌だろ？」

　クロは至って純粋な表情でさらっと言ってのける。

　これだから感覚の違う奴らは……。

　その日はそれ以降、サイラスが家を訪ねることは無かった。







　しかし、彼が再びやってきたのは次の日のことだった。

「いやー、気持ちのいいものだね、森を歩くのは。最近は遺跡やら砂漠やらを旅していたものだから、木々が生い茂っているのを見るのは久しぶりだよ」

　俺の少し後方を歩きながら、サイラスはペラペラと聞いてもいないことを語る。

　サイラスは少し立ち止まると、後方を振り返り声を張る。

「ユフィちゃん本当に大丈夫かい？　結構なペースで来ちゃってるけど」

　少し離れた位置でしゃがんで何かを見ていたようで、ユフィは声に気が付くと急いで立ち上がり片手を上げる。

「大丈夫！　私は慣れてるから！」

「そうか、流石だな。ユフィちゃんには魔術の才能があるし、将来が楽しみだ。そう思わないか、ギル君？」

「そうだな」

　俺はぶっきら棒にそう吐き捨てるように言う。

　畜生、何でこんなことに……。なんで俺がサイラスを連れて森を案内なんか……。

　時間は今朝にさかのぼる。




　　　　◇　◇　◇




「え、森を……？」

　サイラスはニッコリとした顔で頷く。

「ああ、知っての通り僕は異形狩りとして……つまり仕事として来ているんだ。いつまでものんびりとユフィちゃんと魔術について語り合っているだけという訳にもいかなくてね。実はある種族を……いや、協力してもらうのだし濁すのはフェアじゃないか……──吸血鬼を追ってこの村までやってきたんだ」

　サイラスははっきりとその口で認めた。

　やはり狙いは吸血鬼……つまりクロだ。でもなんで急に俺にそのことを……。

　ということは、何か決定的なものを掴んだのか……？

　──いや、違う。

　捜査が難航しているからこそ、俺の反応を窺うかがっているのか。

　普通は吸血鬼と人間がつるんでるなんて考えもしない。

　でも、何かあるかもしれないという少ない可能性にかけてるんだ。

　何を焦っている……？　弄した策が失敗に終わったか？

　とりあえずここは濁すか……。

「吸血鬼なんて本当にいるんだ」

「世の中には不思議なことがいっぱいでね、奇妙に思うかもしれないが実在するんだ。それで、森を少し案内してもらえないかと思ってね。村はあらかた捜索したし、残りは森だけなんだけど」

「子供をそんな吸血鬼探しに使うなんて、騎士としてどうなんですかね」

「ははは、耳が痛い。もちろん、僕がきちんと守るよ。なんでも村の人は森を忌避してるそうじゃないか。その土地に住む人にしか分からない何かがあるんだろうね……そういう訳で、森を案内してくれないんだよ。なので、是非ギル君に案内してもらいたくて。ユフィちゃんが言っていたよ、ギル君なら森を隅々まで知ってるだろうって」

　またユフィか……。

　くそ、サイラスと俺を善意からくっつけたいと思っての行動だろうから余計にたちが悪い……。

　歯は痒がゆいが、変に拒否するのも余計に長引きそうで面めん倒どくさいな。

　さっさと森を案内して何もないということを示して終わらせるか。

　ちょっと遠回りにはなるが、下手にこの家周辺を探られてクロに殺されるよりはこいつもましだろう。

「──はぁ。まあいいけど……。きっと何もないよ、この森には」

「いいんだよ別に。僕も吸血鬼探しは建前で、長い任務で疲れた身体を森林浴で癒いやしたいというのが本当のところだからね」

　そう言ってサイラスは微笑む。

　本心だかどうだか……。

「……まあ、そういうことなら」

「決まりだね。じゃあ早速二人で行こうか、これから」
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　──というはずだったのだが、案の定ユフィが付いてきてしまった。

　まあ、別にユフィ一人増えたからどうということはないけど。

　それに、正直興味のないサイラスの話を聞いてくれるのは非常に助かる。

「ユフィ、花が気になるのは良いけどあんまり離れるなよ」

「わかってるよ～」

　既に森を案内してから二時間程は経っている。

　いい加減諦あきらめて帰って欲しいけど……。

「──さて、そろそろ滝のところかな」

　俺は草をかき分け、水の音のする方へと向かう。

　とりあえず、滝を見せたら終わろう。もう今日は帰りたい。

「いいね、滝。こういう神秘的なところは居心地がいいよ。ギル君も何か感じるだろ？」

「まあ多少は」

「ちょっと休もう」

　サイラスは近くの岩に腰を掛ける。

　ユフィはまだ少し離れた位置で楽しそうに草や花を眺めている。

「──ギル君は魔術が使えるんだよね？　凄いなあその若さで。誰かから教えてもらったのかい？」

「いや、気付いたら使えたよ。本もあったし」

「そうか……いい環境だったんだね。僕はね、魔術学校に通って魔術を身に付けたんだ。もともと魔術師の家系でそこそこ名の知れた家でね。親は魔術師にならなくてもいいとは言っていたんだけど……僕は兄弟の中でも出来損ないだったから」

「それは……」

　なるほど、結構名の知れた魔術師の家系か。

　そういうところは変わらないな、昔から。

　魔術師としての実力を左右するのは努力よりも血だと言う人もいるくらいだ。

「ある有名な魔術師が居てね。子供なら一度は憧あこがれる魔術師さ。君も名前くらいは聞いたことあるかもね。──ギルフォード・リーブスっていうんだけど」

「それって……」

　お……──俺じゃねえか[image: かんたんふ]

　俺はあまりの驚きに、あんぐりと口を開ける。

　おいおいおい、こんなおっさんに憧れられたくねえ!!

　俺は恥ずかしさのあまり顔を覆う。

　子供なら一度はって言ったよな？　なに、小説になっちゃったり劇になっちゃったりしてる訳、もしかして……。

「お、その顔は知っている顔かな？　──そうだよね、君の名前もギルフォードだし、ご両親が彼から取ったのかもしれない」

　勝手に納得し、サイラスは話を続ける。

「完全無欠とまで言われた最強の魔術師。魔神を退けるためにその命を懸けて封印したと言われている。──もちろん、そういった英雄的な一面も好きなんだけど、僕が惹ひかれたのはそういうところじゃなくてね。彼はもともと魔術師の家系ではないらしいんだ。それでもその努力で一気に魔術界を駆け抜けた。……僕の足りないものがそこにあるような気がしてね。それから努力して今や異形狩りとして王様に仕えるまでになったという訳さ」

　真剣に語るサイラスに、俺は余りの恥ずかしさで顔を背けそうになる。

　が、今背けるとあらぬ疑いをかけられてしまう……。

　俺はなんとか、そうなんですか……、と返すので精一杯だった。

「だからこそ、自分の力で勝ち取ったこの職業には誇りを持っていてね。手ぶらで帰る訳にはいかないんだ」

　サイラスの顔つきが急に険しくなる。

「ギル君……君の魔術は誰から教わったんだい？　あの魔術書は、本当に君のお父さんのものなのかい？」

「そうですよ。確かに父はもう死んでしまっていて証明出来ないけど」

「……悪い、不ぶ躾しつけな質問をしてしまったね。でも不思議なんだ。魔術師の居ない村……、森に住む繋つながりをあまり持とうとしない女性と子供……魔術を使える少年。一見すれば確かに今の時代どこかにあってもおかしくはない環境だけど……あの魔術書の数、そして君の家に掛けられていた結界」

　やはり俺の結界には気付いていたか……。

　俺に探知されずに家まで近づけたんだから当然か。

「どうにもね、君以外に更に魔術に長たけた人物がいる気がしてしょうがなくてね。僕は吸血鬼を追ってこの村まで来た。そして近くの森には魔術を使える少年と、不相応なほどの魔術の痕こん跡せきがあった。──とても無関係とは思えないんだ」

　くそ……どうする。

　ここで何を言い訳にしても納得してもらえなそうだ。

　クロが魔術を使えることにするか？　……いや、それじゃあ会ったときにボロが出る。

　やっぱここは俺が独学で学んだ魔術で実験していたことにして──

「きゃあああ!!」

「!?」

　刹せつ那な、少女の叫び声が森に木霊こだまする。

「なんだ今の……ユフィ……ユフィがいない!!　まさか──」

　俺とサイラスは顔を見合わせる。嫌な予感が脳裏をよぎる。

　いや、でもこの時期にこの森にそんな危険な生物なんて……。

「何かあったようだ……！　──くっ、計画は白紙になるが仕方ない。ミネラ、カレン!!」

　サイラスが大声で名前を呼ぶと木々の合間から、二人の女性が勢いよく飛び出してくる。

　なんだ、誰だ!?

「僕とギル君は声のした方を探る。二人は周囲を警戒していてくれ！　悲鳴の原因が分からない以上、それが一つではない可能性がある……！」

「わかりました！」

「了解～」

「もし吸血鬼に遭遇した場合は、僕を呼んでくれ」

　サイラスの部下と思われる女性達は、サイラスの言葉を聞き終えると森へ散開する。

　吸血鬼のハズはない……ということは、他の原因が……？

　なんだ……長年この森に住んでいたけど、そんな危険はなかったはず。

「行こう、ギル君。時間がない」

「あ、あぁ……！」

　俺はサイラスについて行く形で、ユフィの叫び声がした方へと全速力で駆ける。

　今は考えている場合じゃない。確実に危険が迫っている！

　あの声からしてそれほど遠くはないはず……！

　それにしてもまさかサイラスが部下を森に配置していたとは。

　何が狙いだったんだ……？　何かの作戦だったようだけど。

　二人の魔術師も、サイラス程ではないにせよ相当使いそうだった。

　クロが最初に察知したメンバーでまず間違いないだろう。

　サイラスは俺が不審がっているのを悟ったのか、口を開く。

「──今となってはもう無意味だけどね。あの二人には君を襲わせるつもりだったんだ」

「はあ!?」

　何言ってんだこいつ！

　俺を襲わせるだと？　しかもわざわざ種明かしなんて──

「何の意味があってそんなこと──」

「君を追い詰めれば、吸血鬼……あるいは吸血鬼の庇ひ護ごを受けているであろう魔術師を炙あぶり出せると思ったのさ。……結局失敗に終わってしまった。あの二人が僕の仲間だと知れた以上、もう君がピンチだと思い込ませることは出来ないからね」

　サイラス……見かけによらず手段を択えらばない男だ。

　こんなこと知れたら、クロに殺されてたぞ……。

「強引に僕たちが悪役となって推し進めても良かったんだが……駄目だね、ユフィちゃんを巻き込んでしまった以上、僕にはそんなことを続ける決断は出来そうにない」

　サイラス……。

　吸血鬼なんてものは、人間からすれば伝説上の存在で、脅威で、他の魔獣と何ら変わらない。

　仮にも異形狩りという任についているサイラスだが、吸血鬼を狩ることよりも俺たちに対する申し訳なさが勝った。

　やはり、異形狩りにしては甘い性格をしている……これも平和になった影響なのか？

　それとも、彼自身の人間性なのか。

「吸血鬼の捜索も大事だが、今一番大事なのはユフィちゃんの安全だ。それにあの叫び声……吸血鬼である可能性も否定は出来ない」

「……正直、あんたが俺を脅そうとしたことは根に持つ。絶対許してやらないね」

「ははは……そうだろうね」

「でも今はユフィが先決だ。急ごう」

「あぁ……僕のせいで巻き込んでしまったようなものだ。絶対に無傷で連れて帰る……！」

　その時、更に短いユフィの叫び声がすぐ近くから響く。

「すぐそこだ……！」

「ユフィ！」

　声のする方へ飛び込む。

　すると眼前に、地面に尻しりもちをつき、後ずさるユフィの姿が見える。

　ユフィは俺の声に気付くと、涙を流しながら振り返る。

「ギ、ギル……！　サイラスさん……！」

「ユフィ！　今──」

　と、ユフィに駆け寄ろうとした俺を、サイラスが強引に引き留める。

「お、おいなんだよ!!」

「落ち着け……これは……少しばかりまずい……!!」

　サイラスの顔が、明らかに強こわ張ばっている。

「何の話だよ！」

　サイラスはゆっくりと前方上空を指さす。

　そこには、巨大な翼をもった黒い影がゆっくりと旋回していた。

「あれは……」

　その影は、ただゆっくりと旋回し、じっとこちらを見ているようだった。

　まるで何かを待っているかのように。

　人二人分ほどの巨体に、鋭いくちばし。

　雄々しい鬣たてがみが風に靡なびき、かぎ爪が不気味に光る。

　あの姿は──

「──グリフォン！」

　サイラスは頷うなずく。

「でもなんで……グリフォンはここよりもっと東の霊峰にしか棲すんでいないはずなのに」

「理由はわからない……でも現にグリフォンは山を下りてきたんだ……まずいぞ。グリフォン討伐には一般騎士十人……魔術騎士でも三、四人は必要だ。ミネラとカレンを呼び戻しても倒せるかどうか……。ましてや君たちを庇かばってとなると……」

「そんな悠長なことを言ってる暇はない！　今すぐユフィを助けるしかねえ！」

「グリフォンの危険性をわかっていないのか！　あれは今確実に僕たちが飛び出してくるのを待っている！　ユフィちゃんを餌におびき寄せようとしているんだ……狡こう猾かつなハンターだよ！」

「だからって放っておけるかよ！　俺たちが動かないと判断すれば絶対に降りてくる！　あいつにとっては人間なんてその程度の扱いだろ！」

「しかし──」

　とその時、一陣の風が吹き抜ける。

　旋回していたグリフォンが、一気に急降下を始めたのだ。

「しまっ──」

　サイラスが一瞬動揺して固まっているのを尻目に、俺は勢いよくユフィの前へ飛び出す。

　俺ならやれる……！

「ギルッ……!!」

　涙目のユフィが縋すがりつくように俺の方を振りむく。

「ギル君!!」

　俺は片手を上空のグリフォンへ向けて突き出すように構える。グリフォンなんざただの中級魔獣だ……今の俺でもやれるはず……！

　この距離だと俺の使える汎はん用よう魔術じゃまだ威力不足か……。だが、サイラスに俺の特異魔術を見せるのだけは避けたい。

　なら高等以上の魔術で地上に引きずりおろす……！

　エレナお得意の鎖魔術──

「〝光こう縛ばく〟──二の型……ッ」

　俺の魔術の発動と同時に、地面から無数の光の鎖が飛び出し、グリフォン目掛けて一斉に飛び掛かる。

　グリフォンは危険を察知したのか急停止すると、奇声を上げながら勢いよく空へと舞い戻る。

　──しかし、一度放たれた光の鎖は、獲物を決して逃すことはない。

　一本の鎖をグリフォンが躱かわすとすぐさま二本目の鎖がグリフォンへと襲い掛かる。

　旋回して鎖の攻撃を躱すグリフォンだが、波状攻撃を仕掛ける鎖の前に、徐々に避よけるタイミングがずれ始める。

　そして一本、二本と少しずつグリフォンを搦からめとり、最後の一本がグリフォンへと繋がれたところで、完全に固定され、そのまま勢いよく地面へと叩たたき落とす。

　完全に拘束されたグリフォンは、もはや身動きをとることは出来ず、ただ唸うなり声を上げるのみだった。

「悪いな……」

　俺はグリフォンの頭にそっと手を乗せる。そして、〝ファイア〟の魔術を放つ。

　頭から一気に燃え広がり、グリフォンの全身を包み込むと、炎は轟ごう轟ごうと激しい音と熱を出しながら燃え盛る。グリフォンの禍まが々まがしい断末魔の叫びが木霊こだまする。

　至近距離からの〝ファイア〟なら、今の弱体化した俺の魔術でも一方的に焼却できる。

　なかなか惨むごい殺し方だが、仕方ない。これで一安心だ。

　──っとそうだ、ユフィ！

　後方で尻もちをつき倒れたままのユフィの方へと駆け寄る。

　そっと手を差し出すが、ユフィは唖あ然ぜんとした顔でぼうっと俺を見つめていた。

「ユフィ？」

「え？　あ、えっと……」

　その顔は何とも形容しがたい表情で、俺にとって初めて見るユフィの顔だった。

　緊張から高揚しているのか、少し頬が赤く、伏し目がちに俺の目を見る。

　少しして、ちょっと躊躇ためらうようにしてからそっと俺の手に触れ、身体を起こす。

「あの、その……」

　ユフィはもじもじとしながら足元へ視線を落とす。

　なんだろう、まだ恐怖から身体が強張っているのだろうか。

　すると、ユフィは意を決するように目をぎゅっと瞑つぶり口を開く。

「……がと」

「え？」

「だから……！　あ、ありがとうって……」

　握った手が少し震えている。そりゃ怖かっただろうな。

　俺はそっと手を握り返し、静かに頷く。

「別にいいって。当然だろ」

「ギルの癖に……結構……かっこよかった……かも」

「なんだって？」

「なんでもない！　さすが師匠って言ったの！」

　なんか俺の癖にとか言われた気がしたが、気のせいだろうか。

　何か気に障ることしたか……？　手握ったのが悪かったか？

　すると、今度は近くで見ていたサイラスが感嘆の声を漏らしながら近くへ寄ってくる。

　サイラスは、燃えるグリフォンをじっと見つめる。その顔は笑っていた。

「君は一体…………。それに今の魔術……ははは……何が何だか」

　サイラスは興奮気味に俺の肩を掴つかむ。

「うおっ」

「凄すごい……凄い才能だよ！」

　サイラスは声を荒らげる。

　しまった、今の魔術でも現代の魔術レベルを超えていたのか……？

「いや……俺が先走らなくてもサイラスならやれたでしょ……」

「そういう話じゃない。あの魔術は……ちょっと僕もまだ信じられないよ。魔術書……独学だから故の柔軟性か……いや、それとも……でもあの魔術どこかで見た記憶が……」

　サイラスはぶつぶつと何かを呟つぶやきながら考え込む。

「変な奴だな……」

　あんなもの、そこまで褒められるものじゃない。

〝光縛〟は確かに少し特殊かもしれないが、〝ファイア〟に至ってはただの汎用魔術だ。

　汎用魔術を応用的に使える子供なんて、驚くほどの存在でもないだろ……多分。

　しかし、サイラスの驚きようを見てしまうとなんだかそうでもないような気がしてくる。

　厄介なことにならないといいけど……。

　グリフォンを退け、安全を確保したが、ユフィはまだ俺の手を握り続けていた。
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「それで、結局どうしたって？」

　クロはまた呑のん気きにコーヒーを飲みながら俺に話の続きを促す。

　昨日のグリフォンの件を、俺は掻かい摘つまんで話す。

「──で、俺が魔術でグリフォンを殺して、一件落着だよ」

「ふうん……。それにしても、ギルをダシに私をおびき出そうなんて、人間にしてはゲスいこと考える奴だな。場合によっては肉片すら残さず粉々に処分するところだった」

　笑ってはいるが、クロの目の奥の光がすーっと消える。ガチのやつだこれ。

　本当よかったよ、未遂に終わってくれて。サイラスが死んでるところだった。

「まあその点は同感……。仮にも今俺は子供だし、それを自分の部下に襲わせて吸血鬼をおびき寄せる餌にするとか、非人道的だよ、戦時中じゃあるまいし」

「くっくっく、その点に関して言えば生ぬるいくらいだがな。私だったらまず囮おとりなんて言わず真っ先に殺して街の中に磔はりつけにするがね。そうすりゃ嫌でも出てくるだろうさ」

　クロは冗談なのか本気なのか分からないトーンで語る。

　おいおい……頼むから証拠が揃って確実な時だけにしてくれよ……。

　でも俺には分かっている。クロはそんなことはしない。というより、する必要がない。

　クロの前に並べば、どの命も平等に脆もろい。小細工なんてする必要がないんだから。

　ただサイラスのあの徹底ぶり……。性格からしてもそこまで人道的にどうかと思う作戦を軽々しくやるようには思えない。余程吸血鬼に恨みでもあるのか……。

「まあ、結局サイラスとかいう魔術師は空振りだったわけだ。君の背後にいると思われていた魔術師はそもそも君自身だったということが露見したし、もう君の周りを嗅かぎまわる必要もないだろう」

「だといいんだけどな……。今度は俺を徹底的に調べつくすとか言い出しそうだ。そもそもお前自身が吸血鬼と繋つながっている！　とか言い出しかねないからなあ」

「ふふふ、現に事実だからな。ま、そうなったらそうなったときさ。ここは惜しいが、捨てて別のところに行けばいいだけだ。……と普段の私なら言うところだが──」

　クロは微妙な表情でため息をつく。珍しい光景だ。

「……なんかあったのか？」

「いやあ、昨日久しぶりの集会があってね」

「吸血鬼の？」

　クロは頷く。

「まあ不定期に行われている情報交換の場みたいなもんなんだけどね、昨日の話し合いでしばらくの間は流血沙ざ汰たが禁止になったのさ」

「流血沙汰の禁止……？　吸血鬼全体が？　いや待てよ、吸血鬼って上下関係なんてものはないんじゃなかったのか？　誰がそんなことを強制できるんだよ」

「ただの民主主義だよ。吸血鬼界かい隈わいもここ千年で様変わりしたからね。もう好き勝手暴れてただでさえ少ない同胞を、粛清なんかで減らしたくないのさ」

　クロはやれやれと肩を竦すくめる。

「今までは個々人の采さい配はいで好き勝手に活動してきたが、そろそろコミュニティを形成するべきだと声が上がってね……。吸血鬼も一枚岩じゃないって訳さ。数がいればそれだけ諍いさかいも起きるもんさ」

「ふうん……じゃあしばらくは積極的に活動出来ないのか」

「本当に少しの間だけだけどね。それに、正当防衛はその限りじゃない。やりようはいくらでもある」

「クロみたいなのが二人以上いればそりゃ意見もぶつかるだろうな……」

　コンコン────。

「！」

　不意に、扉が叩たたかれる。

　この感じ……サイラスか？

「さっそくお出ましのようだね。さて、何がお望みだろうね」

「昨日の今日だ……頼むから余計なことはするなよ」

　俺はゆっくりとドアに近づき、そっと開ける。

　玄関には、営業スマイルをしたサイラスが立っていた。

「やあ。……お邪魔していいかな？」

「どうせ断っても入ってくる気でしょ……どうぞ」

「ははは、失礼するよ」

　サイラスは悪びれる様子もなくゆっくりと部屋へと入ってくる。

　どうやら今日はユフィは一緒じゃないらしい。

「えっとあなたはたしか……」

「クローディアだ。ギルの──まあ親代わりみたいなものさ」

「そうでしたか。昨日はすいません、息子さんを危ない目に遭わせてしまって」

「いやいや、あれくらいこの子には日常茶飯事さ、気にしないでくれ」

「そう言っていただけると助かります」

　サイラスは申し訳なさそうに頭を下げる。

「それで、今日は何か用なのか？　謝りにきたわけじゃないんだろ」

「おっとそうだった。───これを君に」

　サイラスは何かを取り出そうとローブの内側に手を入れる。

　その動作に、クロは瞬時に反応し、臨戦態勢に入る。

　──変異の発現……ッ!!

　眼光が鋭くなり、手も効率的に人を殺せるよう鋭利な形へと変へん貌ぼうする。

　おいおいおい、よせって!!　流血沙汰はやめろ！

　さっそく掟おきて破りかよ！

　俺は慌ててクロに目配せする。

　問題ないから！　ちょっと落ち着け！

「今日来たのは────あった、これだこれ」

　ローブから抜き出した手には、一枚の丸められた紙が握られていた。

「……これは？」

「君にはぜひ来てもらいたいと思ってね。まあ、まだその歳ではないだろうから、何年か後の話にはなるが……」

　紙は、ロンドール魔術学校のパンフレットだった。

　ロンドール……聞いたことのない名だ。

　あ、いや待て。確かここより北の方にそんな名前の小さな交易都市があったような……。

「これは……？」

「ロンドール魔術学校って言ってね、王国でも屈指の魔術学校だ。君なら、入学試験も難なく合格できると思ってね。何より──」

　サイラスの目が光る。

「君は絶対に受けるべきだ。そして魔術学校卒業というキャリアを積み、世界に貢献する魔術師となる。それが出来る才能が君にはある!!」

「は……はあ!?　俺が学校!?　冗談！　なんで今更そんな──」

「今更？　以前にも通っていたことが？」

　やばっ──

「いや、えーっと、ほら。もう十歳にもなるし、そこそこ魔術も使えるじゃん？　行っても意味ないかなって……」

「そんなことはないさ。ロンドールなら名家からも沢山の魔術師見習いがやってくる。そういった同世代の子たちと共に学ぶのは今後の大きな糧になるよ。それに、魔術師というのは横の繋がりも重要だからね。コネを作っておいても損はない」

　むむ……確かに損はないけど……。

「先日の君の魔術……本当に見事だった。僕はあれほどスムーズな魔術の発動を見たことがない。僕でもあれほどの練度の魔術を放てるかどうか……」

「いや、大げさだから……」

「ははは、そうかもね。だが、間違いなく同世代なら敵はいない。それだけ見事だったんだよ。君は他人と比較してこなかっただろうから分からないだろうけどね。……この家に眠る魔術書と独学でそこまでいけるなんて、君はまさに天才だよ。もし、しっかりとした設備の整った学校で学んだとしたら、一体どんな魔術師が生まれるのか……僕はそれがとても気になるんだ」

「まあ確かに魔術は好きだけど…………でもうち学費なんて払えないぜ？」

　サイラスはクロの方を見る。

　クロは肩を竦める。

「確かにないねえ。学費ともなればそれなりにかかるんだろ？　確かにうちのギルは天才も超天才。私はギルが何をやっているのかさっぱりわからないけど、無知なりにギルがとんでもないことをしているというのは肌でわかるよ」

　こいつ、何適当なこと抜かしてんだ。話がややこしくなる！

「もちろん、そういう事情があるであろうことは想定していたさ。だけど安心して欲しい」

「？」

「────学費は僕が出す」

「はぁ!?　いやいや、なんで見ず知らずのあんたが……」

「ここで会ったのも何かの縁だからね。何よりこんな才能を埋もれさせるのは心苦しい」

「いやいや、あんたそんな玉かよ。怪しすぎるんだけど……」

　サイラスに俺を思いやる気持ちなんてあるんだろうか。

　明らかに胡う散さん臭くささがプンプンするけど……。

「それだけじゃないさ、君みたいな有望な子が僕の門下として良い成績を出してくれれば僕の評価も上がるしね」

「優秀な魔術師を発掘したという実績があんたの評価を上げるって訳か。……まあ、あんたにとっては多少はメリットのある話かもしれないけど、だからってなあ」

　これも理解しがたい。

　数日しか一緒に居なかったが、こいつがそんな回りくどいことをしてまで評価を求めようとするタイプには見えなかった。

「魔術は反応の学問だ。人と人も同じだろう？　優秀な存在が一人集団に居れば、その集団のレベルを底上げしてくれる。成長の一番の栄養は競争心だからね」

「言いたいことはわかるけど……」

　自分の成績が上がるだの、周囲のレベルが上がるだの言っているが、俺にはどちらも本心ではないように感じられる。もちろん、ゼロではないのだろうが。

　いや、もしかすると、サイラスは純粋に魔術の未来について考えているのかもしれない。

　魔術界に身を置く義務感と言うべきか……そうだとしたら相当変わった奴だ。

　それとも……同じような境遇に自分を重ねているのか？

　努力だけでここまで上り詰めたサイラスと、独学で学んできた俺。

　そこに、何とも言えない縁を感じたというのだろうか。

「……お金、本当に大丈夫なのか？」

「僕の仕事は身体を張ることが多くてね。報酬はかなりいいんだ。君一人の学費を肩代わりするくらいわけないのさ。──もちろん、後で返してもらうけどね。出世払いさ」

「──はあ。あんたの情熱はわかったよ。とりあえず……考えておく」

「そうしてくれるとありがたい。君は今十歳だったかな？　入学は十五歳からだから、後五年ある。のんびり考えてみてくれ。絶対に悪い話ではないさ」

「考えるだけだからな！　行くとは決めてないぞ」

「ははは、それで十分さ」

　俺は受け取ったパンフレットをクロに渡す。

　クロは俺が思っているより乗り気のようで、パンフレットをまじまじと眺めている。

「──ところで、その吸血鬼とかいうのは見つかったのか？」

　これを聞いておかないと、安心して考えることもできない。

「……いや、残念ながら無駄足だったようだ。各地の被害状況を見ながら東の方からこの村へ流れてきたんだが、そのルートはグリフォンとも一致する。吸血鬼被害は基本的に骨も残らないことが多いからね……恐らくほとんどがグリフォンによるものだったんだろう。僕の釣りにも引っ掛からなかったし、当てが外れたよ」

「釣り？　俺を襲おうとしたやつか？」

「いや、もう一つあってね。三か月程前に吸血鬼のいざこざに巻き込まれた魔術師が居てね。その時現場に残っていた吸血鬼の血けつ痕こんを衣類に染み込ませていたんだ。もう乾いて匂いなんてないが、吸血鬼たちは敏感だからね。乾いていようと同胞の血の匂いなら釣られると思ったんだが……そう単純でもないらしい。まだまだ吸血鬼については研究が必要みたいだし、一度王都に戻って出直しだよ」

　なるほど……。

　実際にグリフォンの被害だけだったかは不明なところだが、サイラスとしてもこれ以上は無駄だと踏んだんだろう。

「じゃあもう戻るんだな、王都に」

「ああ。もうすぐ発たつよ。ユフィちゃんにはお別れを先に済ませてあるからね。外で部下たちが待ってる」

「あの二人か」

「ああ。彼女たちは許してやってくれ、僕の命令だからね。きっと魔術学校に来れば会うこともあるだろう」

「ま、考えておくよ」

「じゃあね、ギル君。時々使いのカラスを送るよ、入学する気になったら知らせてくれ」

　そう言ってサイラスは外へと出る。

　外には馬車が止まっており、言っていた通り二人の部下が待っていた。

　サイラスは馬車に乗り込むと、窓から手を振り、俺たちの森を去っていった。

　とりあえず、一段落というところか。異形狩りの件も片付いたし、一件落着だ。

　部屋に戻ると、クロはまださっきのパンフレットを眺めていた。

「おいおい、そんな学校興味があるのか？　自分が行ってきたらいいじゃないか。確か吸血鬼って姿変えられるだろ、若返ったり、老けたり」

「いやいや、私自身は露ほども興味がない。──ギルこそ行ってきたらいいじゃないか」

「はあ？　今更学校行ってどうするんだよ、学ぶことなんてねえよ」

　クロは俺の横に来ると、そっと肩を組む。

「な、なんだよ」

「なあギル。君は前の時代も、殆ほとんど戦争に明け暮れて、まともな少年時代青年時代を送ってこなかったろう？」

「余計なお世話だ」

「まあ聞け。いいじゃないか、平和になった世の中だぞ？　お前も普通の子供たちみたいに青春を謳おう歌かしてきたらいいじゃないか。何も学校で学ぶことは魔術だけじゃないだろ？」

「何を知った風なことを……」

　仮に学校に行ったところで、どうだというのだ。

　それに……死んでいった仲間たちは許してくれるだろうか。

　俺だけが、幸せな生を受け入れることを。

「ま、私は何も知らないが、知識くらいはある。失った十代を、今取り返しても誰も文句は言うまいさ。死んでいった仲間だってそれを望んでいるんじゃないか？」

「……吸血鬼のくせにわかるのかよそんな人間の心理なんか」

「勘だ。少なくとも私は、君に対してはそう思っているよ」

「……」

　クロなりに、俺のことを心配してくれているのか。

　学校……学校か。確かに前は行かなかったな。そんなこと考えている時間すらなかった。

　でも今なら……。

「──はあ、わかったよ。行ってみるか、学校」

「そうこなくっちゃ！　──ま、まずは試験の合格が先決だがね」

「俺なら楽勝でしょ」

「くっくっく、どうだか。その名の通り、英雄ギルフォードの生まれ変わりだ！　とかなったら大変だな」

「それは厄介すぎるな……過剰に持ち上げられても困る。多少は力を隠しておいた方が良さそうだな……」

　こうして、俺は魔術学校への入学を決めた。

　もちろん、試験に受かってからの話だが。

　後五年……。少しの気だるさと、少しのワクワクが、俺の心を二分していた。
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　サイラスという魔術師と出会ってから、早くも五年の月日が流れた。

　俺の年齢は十五歳と大分成長し、見た目は全盛期の頃と殆ど変わらない程になった。

　ただ、やはり少し違ってしまうのも事実だ。

　当時は小さいときからずっと戦いに明け暮れていて、今よりも体つきはごつかった。

　この森は脅威という脅威が殆どなく、肉体はそこまで筋肉隆々には成長できなかった。魔術師は体力がない……という偏見は昔からよくあったが、あの魔神との戦争時代には魔術師とはそれはそれは屈強なものだったのだ。

　さすがの俺も森で魔術のリハビリをかねて体力トレーニングには勤いそしんだが、やはり実戦に勝るものはないようで、残念ながら全盛期の肉体には遠く及ばないのである。

　──まあ、別にこの平和になった世の中で戦いなんてそうあるものじゃないし、特に気にはしてない。

　俺はそんなことを考えながら大量の荷物を詰め込んだ（というかクロに詰め込まれた）リュックを地面から拾い上げ、背負う。

「ま、君なら受かるだろうさ。適当に社会見学のつもりで行ってきな」

　クロはそう言いながらポンと俺の頭を撫なでる。

「撫でるな！　──まあ、気楽に行ってくるわ。あの町がどう変わったのかも気になるし」

「だろうな。結局面めん倒どくさがって一回も村から出ないなんて思わなかったからな」

「べ、別にそういう訳じゃねえよ！　ただ、何となくこの受験まで取っておきたかったんだよ、この森の外の世界は」

　それを聞き、クロは眉まゆを上げ軽く笑う。

「ふーん、意外とロマンチストっぽいところもあるんだねえ、知らなかったよ。まあ確かに、この受験が君の新しい人生の初めの一歩としてふさわしいのは間違いない。存分に青春を楽しんでおいで」

「おう。受験後はそのままサイラス預かりだから卒業まで戻ってこないけど、寂しがるなよな」

「くっくっく、それはこっちのセリフだよ。散々甘えん坊みたいに世話を焼かれていたくせに、今更一人で生活なんて出来るのかね」

「俺を舐なめるなよ、やろうと思えばできる！　それが俺だ！」

「うわー、なんか言い方がうざいな。ま、今度こっそり見に行くかね」

「来なくていいわ……」

　クロの保護者面には辟へき易えきする。まったく。

　……ただまあ、クロのおかげで今があると言っても過言ではないのも事実だ。

　完全に立場が弱くなってしまった……。

「──はぁ、それじゃ行ってくるわ」

「おう、行ってきな────っと、もう一人挨あい拶さつし忘れてる奴が居るみたいだぞ」

「ん？」

　クロが振り向いた先を見ると、ユフィがおーいっと手を振りながら慌てて走ってくる。

　あいつ……五月蠅うるさそうだから黙って行こうと思ったのに。

　ユフィはここ五年で恐ろしいほど成長した。

　少し少年っぽさがあった見た目は十二歳を過ぎたあたりで一気に垢あか抜ぬけ、金髪色白の美人へと変へん貌ぼうしていた。

　ただ、相変わらずリボン型のカチューシャを頭に付けているあたり、精神的には大人になり切れていないようだ。

　ユフィは俺の前で急ブレーキをかけて止まると、はあはあと荒い息をつく。

　そのまま黙って眺めていると、胸を押さえながら徐々に息を整え、勢いよく顔を上げる。

「ちょ、ちょっと、行くなら行くって言ってよ！　慌てて来ちゃったでしょ！」

「いや、まあちょっとそこの学校まで行ってくるだけだし──」

「ちょっとって、留年しなくても四年でしょ!!　どれだけ長い期間だと思ってるのよ！」

「あー……」

　言われてみればそうか。千年なんていうぶっ飛んだ時間感覚を覚えてしまったせいで、何となく四年ってすぐな気がしてしまっていた。

　よく考えると、四年って結構長い。サイラスと出会ってから今日までも、振り返ると一瞬だった気もするけど、それでもやっぱりユフィの成長を見ると、人がそれなりに変わるくらいには膨大な時間だ。

「いやまあ……ほら、ユフィも何かあればすぐ来られるだろ？　そんな遠くないし。今生の別れって訳でもないしそんな大げさにしなくても……」

「それでも……っ!!」

　ユフィは適当に流す俺とは対照的に感情的に言葉を吐き出す。

　俺はその圧に押され少しおどおどしてしまう。

　クロにＳＯＳの視線を送るが、クロはだから言っただろといった風な表情でニヤニヤとこちらを眺めている。

「……ギルにとってはさあ、この村はそんなに……大事じゃないかもしれないけど……」

　ユフィはシャツの裾すそを握りしめながら、言葉を探すようにして絞り出す。

「同世代の子はギルしかいなかったし……その、魔術を教えてくれる先生もギルしかいなかったし……ごはん一緒に食べたりとか……本読んだり……小さい頃から……っ」

　ユフィは何かを堪こらえるように、言葉を区切りながらゆっくりと話す。

　少しその身体が震えているようにも見えて、俺は自分の考えを改めた。

　そうか……ユフィにとっては────。

　いつも下らないことを言って、用もないのに俺の家に来たり、魔術の覚えの悪いユフィに付き合って朝まで練習したり……。そういえば小さい頃から、俺は殆どユフィと一緒だった。一緒に育ってきたと言っても過言じゃない。

　誕生日を祝ってもらったのも、ユフィが初めてだったかもしれない。

　前の時代は戦闘漬けでろくに青春っぽいこともしてこなかった。一緒に遊べる奴なんていなかった。

　──そうだ、俺にとってもユフィにとっても、お互いが唯一の友達だったんだ。……いや、もう家族と言ってもいいかもしれない。今になって気付かされるとは。

　俺は軽く息を吐き、改めてユフィに向き直る。

「──あーなんつうか……悪い、ユフィ。俺が間違ってたみたいだな」

　ユフィは今にも泣きそうな顔を上げてこちらを見る。潤んだ瞳ひとみが、宝石のようにキラキラと輝いてる。長いまつ毛が、わずかに濡ぬれている。

「そうだよな、黙って出て行ったら、そりゃ何でってなるよな……俺たちそんなしょぼい関係じゃねえよな」

「……そうだよ。誰がギルに構ってあげてたと思ってるの。……恩知らず」

「うるせえよ。俺が構ってやってたんだろ。妹みたいなもんだし」

「～～～ッ！」

　ユフィは何かを言いたそうにグッと肩に力を入れるが、諦あきらめたように息を吐きだす。

「……はぁ。もう行っちゃうんだし、今は反論しないでおいてあげる。……見送りくらいさせろ、バカ。会えなくなるのは平気だけど、黙って行くのは違うでしょ」

「悪かったって。……じゃあ俺行ってくるから。しっかり勉強しろよ」

　ユフィは舌をだしておどけて見せる。

「わかってるよ！　私もがんばるから……！　魔術は全然駄目だったけど……もっと勉強して、魔術に関わる仕事に就くよ。ギルに教わった魔術は……それ自体も、思い出も、私にとって全部宝物だから。……いつか追いつくんだから覚悟しておいてよね」

　俺はそのユフィの宣言に思わず笑ってしまう。

「な、何笑ってるのよ！」

「悪い悪い。ユフィは器用だからなあ、きっと大丈夫だろ。期待してるぜ。先に行って待ってるぞ」

　ユフィは今日初めてニッコリとした笑顔を見せる。やっぱりユフィは笑顔が一番可愛い。

「和解は出来たみたいだな。君はちょっとコミュニケーションに難があるからな。力でねじ伏せるなんていう野蛮な考えは捨てて、しっかり対話して馴な染じむんだぞ」

「わかってるよ！　人を何だと思ってるんだ……。んじゃ、行ってくるわ」

　俺は手を軽く振り、森の外へと一歩を踏み出す。

　まずは少し先の交易所まで行って、辻つじ馬ば車しやに乗る。近いといっても、先は長い。

　少し歩いたところで、後ろからユフィが大声を上げる。

「ギルー！　いつかそっちに会いにいくからねー！　いじめられて帰ってくるなよー!!」

　舐めてんのかあいつは……。でもそんな言葉でも、何だか背中を押される気がして。

　俺は軽く後ろを振り返り、ユフィを視界に捉とらえる。

　元気よく手を振る姿を見て、軽くムッとしていた気持ちは綺き麗れいさっぱり消える。

　俺は軽く笑みを浮かべ、手を振り返した。

　よし……ここから俺の第二の人生の始まりだ……！

　待ってろよ、魔術学校！




　　　　◇　◇　◇




「そろそろ着きますよ」

　その声を聞き、俺は目を覚ます。

　うつらうつらとしながらぼやける目を擦こすると、正面には見知らぬ女性が座っていた。

　俺は一瞬自分がどこにいるかわからない感覚に襲われ、慌てて辺りを見回す。

　馬車……か。そうだ、辻馬車に乗ったんだった。もう着くのか……。あれからどれくらい経ったんだ？

　馬車の後方から空を眺めると、陽は丁度真ん中を過ぎたあたりのようだ。

　かなり朝早く出発したから、大体七時間くらいか。

　お世辞にも豪華とは言えない馬車だけあって、ガタガタと揺られ尻しりが痛い。

　なかなか激しい振動だが、早起きに慣れていないせいでぐっすり眠ってしまった。

　一緒に乗っていた子供が窓から外を眺めロンドールが見えてきたと話しているのが耳に入り、俺も窓から顔を出してみる。

　真っすぐ続く道の先に、巨大な門があり、その先にかなり大きな都市が目に入った。

「うっそだろ……ここがあのロンドール……!?」

　俺の時代のロンドールといえば、まだ村と呼んでいいような規模だったはずだ。

　主要都市の丁度中継地として都合がよく、各地へ遠征に行く途中で立ち寄って一晩過ごす傭よう兵へいなんかも多かった。

　そのうち宿屋とか酒場以外にも取引するような場所がぽつぽつと出来るようになって、交易所みたいな感じになってはいたけど……。

　時の流れとは恐ろしいものだ。もう完全に別世界じゃないか。

　それからもう少しだけ揺られ、無事ロンドールへと到着し、実に千年ぶりにその地に足を踏み入れる。

　思っていた以上の活気のようで、人の往来がかなり激しい。

　当時はもっと荒くれ者たちで溢あふれていた道も、今では綺麗に整備され、一般人が沢山いる。

　千年も経っているのだから、俺の時代よりかなり発達した建築物でも出来ているのではないかと少しは期待していたが、どうやらそうでもないらしい。

　相変わらずの石造りの建物が道に沿うように並んでいる。見慣れた景色だ。

　クロにここ千年の話を聞いたところ、確か大きな変化は起こっていないと言っていた。

　技術も文化も。

　理由は大きく分けて三つあるという。

　一つはあの大戦。

　魔神が指揮する魔獣たちによって土地は蹂じゆう躙りんされ、大勢の人が亡くなった。

　あそこから立て直すというのはかなり大変だったはずだ。

　二つ目は暗黒時代。かなり長い間魔術廃絶の活動が続き、それまで多くの生産活動を担っていた魔術が人々の生活から消え、殆ほとんど冬の時代が続いたせいだ。

　そりゃそうだ、今まで当然のように使っていた魔術がある日突然使えなくなったからといって、急に全部人力で出来るようになる訳がない。あの当時、かなりの部分を魔道具やら魔術師の代行やらで賄っていた気がする。

　そして最後は、皮肉にもその暗黒時代が終わったこと。

　人々が自分たちの手で少しずつ文明を発展させようという機運が高まっていた矢先、暗黒時代は終わりを告げた。しかし、サイラスが言っていたように魔術に関する知識は殆どリセットされてしまっていた。

　また一から積み上げる必要があったのだ。その結果、俺たちのあの時代まで先代の魔術師たちが積み重ねてきた道を、また一から歩みなおさなければならなかった。

　それらの合わせ技で、結局千年経っても殆ど変化してないという訳だ。

　いや、もちろん今の時代をしっかりと生きている人たちにとっては十分に進歩した状態なんだろうけど。

　手作業と魔術が融合して、きっと丁度いいバランスをとっているんだ、この時代は。

　ロンドールの街を行く人々の顔にも、あの頃と比べ物にならない程、笑みが浮かんでいる。

　……にしても、さっきからめっちゃチラチラ見られるな……なんだ？

　よそ者がそんな珍しいのか……？　いや、でも旅人なんて昔からよく来る土地柄だったはずだし……。まあいい、気にしてもしゃあないか。

「さて……サイラスはどこだっけかな……」

　俺はサイラスから受け取った手紙をローブのポケットから取り出す。

『君が決心してくれて嬉うれしいよ、ギル君。早いものでもうあれから五年か……。僕の周りもめまぐるしく変化しているよ。あ、心配しなくても大丈夫、君を援助するという気持ちは変わらず持っているからね。それで、受験の件だけど、前日でいいんだったかな？　さすがと言うべきか、ギリギリに来るなんて他の受験生には考えられないんだけどね。あぁ、ごめん。別にけなしている訳じゃないんだ』

　くそ、前置きが長いな……。つーか直球でけなしてるだろこれ。

　えーっとどこだっけ……確か最後の方に──

『──じゃあ、ロンドールについたら一いつ旦たん落ち合おう。いろいろと渡すものがあるからね。学園通りに魔術師御ご用よう達たしの「フィッツの酒場」という店がある。宿屋がそこから近いから、そこで待ち合わせしよう。君が乗ってくる辻馬車が到着する時間を見計らって僕も向かうよ。少し待たせるかもしれないが、許してくれ。それじゃあ、来月、待ってるよ』

　そうだ、えーっと学園通りの「フィッツの酒場」……。

　俺は辺りをキョロキョロと見回し、看板を見つける。

「えーっと……学園通り……学園通り……。あ、あった」

　ここから東の方へ少し行ったところにあるようだ。

　学園通りという名前だけあって、近くにロンドール魔術学校もあるらしい。

　ということは、サイラスがとってくれた宿は受験生でパンパンかもしれないな。

　俺はその看板に従って街を歩き始める。

　酒場に近づくにつれ、魔術学生風の若い人たちがチラホラと増えてきた。

　門の前は商人や職人っぽい人たちが多かったが、ここはそうでもない。

　学園通りという名前だけあって、本屋や魔道具店、雑貨屋などが軒を連ねている。

　目的の酒場に到着すると、まだ夜でもないというのに結構中は賑にぎわっていた。

　魔術師の御用達だったっけ。

　もしかすると学園の近くまで行くともっと魔術関連の建物が多くあるのかもしれない。

　この辺りはきっとロンドール魔術学校を中心に魔術師の区画になっているんだ。

　俺は目立ちやすいように酒場の看板下でのんびりと待つ。

　人通りはさっきほど多くはないが、ここでもやはりチラチラと見られている気がして少し不安だ……。

　なんか著名な人にでも似てんのかな俺……。

　サイラスはまだ来る気配がない。ま、気長に待つか。

　こういう時は予あらかじめ持ってきておいたロンドールの観光ブックでも読んで────

「いいだろ？　別によう！」

「ちょっ…………ふっざけんじゃないわよッ!!　きゃっ！　放しなさいよバカ！」

　──？

　酒場の裏の薄暗い路地から、女性の叫ぶ声が聞こえる。

　なんだ……痴話喧げん嘩かか……？

　しかし、痴話喧嘩にしては女性の必死さが凄すごい。

　これ完全に襲われてんな……魔獣が少なくなっても事件は減らないか……。

「おいおいおい、あんま大声出すなよバカが。くっくっく、なかなか上玉じゃねえか」

「何が上玉よ、気持ち悪い!!　いいから放せって言ってんのよ！　私を誰だと──」

「あぁ？　口答えしてんじゃねえぞクソが。てめえは黙って俺の言う通りにしてればいいんだよ……すぐ終わるからよ」

　男の手が、がっしりと少女の両肩を掴つかんでいる。

　見るからにガラの悪そうな金髪の男と、赤髪のポニーテールの少女。

　こんな真っ昼間から暗がりに女性を連れ込むとか、治安どうなってんだよこの街は……。

　さっきまでの感動を返してくれ。

　俺は躊ちゆう躇ちよなく路地にズンズンと入っていく。

「ふっざけんなこのゴロツキ！　いいからその手を放しなさい！　さもないと──」

「さもないと何だって？　くっくっく、てめえみてえなガキに何が────」

　瞬間、俺は壁に立て掛けてあった角材を手に取り、思い切り振りかぶって男の脇腹目掛けて振りぬく。

「────ぐはッ!!」

　見事に脇腹にがっつりと角材が食い込み、衝撃が俺の腕を駆け上がる。

「いって～～……棒で人引っぱたくって結構腕に来るな」

「なっ…………えっ!?」

　男は苦しそうにしながら地面へと倒れ込む。

　屈強な肉体とはいえ、不意打ちをかまされたらそう簡単に立てまい。

　突然男が視界から消え、唖あ然ぜんとした表情で少女は倒れ込む男と俺を交互に見る。

「……いってえってのは……こっちのセリフだよ……クソが……ッ!!」

　男は額に汗をかきながら脇腹を押さえ、鋭い眼光で俺を睨にらむ。

「結構しぶといな……」

　少女は唖然としていたものの、やっと状況を飲み込めたのか露骨に表情が暗くなる。

　そして俺をもう一度見ると、声を荒らげる。

「しぶといな……じゃないわよ!!　何余計なことしてくれてんのよ!!」

「……はい？」

　俺は急な𠮟しつ責せきに、思わず素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　え……助けたのに怒られるの……？

「私一人で何とかなったわよ、こんな奴。あんたの助けなんて必要なかったのに……あぁもう！」

「いや、そんなこと言っても君結構怯おびえてたじゃないか」

「あ、あれはいきなり連れ込まれたからびっくりして少し動揺してただけよ！　やっと落ち着いてきて私がこのクズを追い返すところだったのに……！」

　少女は興奮気味に俺に食ってかかる。

　あれー俺ってなんか不味まずいことした……？　誰か助けて！

「……よりにもよってこんな珍妙な恰かつ好こうした男に横やり入れられるなんて」

「おいちょっと待て、そこは聞き捨てならないんだが？　珍妙な恰好ってなんだよ」

　少女は呆あきれた顔で大きくため息をつき、ビシっと俺を指さす。

「今時そんな古臭いローブなんか着てる奴、見たことないわよ。何あんた魔術師なの？　だとしても時代錯誤にも程があるわよ」

「時代……錯誤……？」

　おいおい、ちょっと待て。ローブって魔術師の正装みたいなもんだろ!?

　いや、確かにサイラスが着ていたかっこ良いローブと違って昔から使ってたスタイルの物をクロに仕立て直してもらったけど……。

　はっ!?　まさか、千年前のスタイルって……もう古いのか!?　だからジロジロ見られてたの!?

　俺は恥ずかしさのあまり顔を覆う。

　あああーーーー!!

「な、何今更恥ずかしがってんのよ、気持ち悪い……。はあ、白けたわ。クズには路地に引き込まれるし、時代錯誤の魔術師に助けられるし、本当厄日ね」

　こいつ口悪いな……。助けられた側の発言とは思えんぞ……。

　っと、その時、さっきまでもがき苦しんでいた男がやっとのことで立ち上がる。

「て、てめえら……ただじゃおかねえぞ……クソガキ共が……！」

　男は腰からナイフを取り出すと、俺へ向けて構える。

「よくそんなフラフラでまだかかってこられるな。大人しく寝ていれば良かったのに。まあいいや、どのみち片付ける予定だったし」

　俺は左手を前に突き出す。

　人相手に〝ファイア〟出すの久しぶりだから加減がわからないな……これくらいか？

　建物まで壊したら弁償なんて出来ないし。

　俺は魔力を一気に練り上げる。

　その魔力の流れに気づいたのか、少女が声を張り上げる。

「ちょ、ちょっと!!　どんだけ大量に魔力練ってるのよ!!　殺す気!?」

「はあ？　いやそりゃそうでしょ。犯罪者だぞ、生かす意味あるのか？　お前だって自分でやる予定だったんだろ？　──あぁ、それともトドメは自分で刺したいか？」

　当然だ。悪は殺してでも止める。それが正義だろ？　千年前から変わらない真理のはずだ。やらなきゃやられる。それが日常だった。

　そういう人間の本質的な部分が、千年やそこらで変わるわけがない。

「ちょちょちょ、ストップストップ!!　やめてよ！　確かに私だけで何とかなるとは言ったけど、殺すつもりなんてないわよ!!　どんだけ野蛮なのよあんた……私は人殺しになる気なんてないわよ!?　こんな奴の為に捕まってどうするのよ」

「は……はぁ？　いや……別に善人を殺すわけじゃないのに何を……ていうか悪人殺して捕まる訳ないだろ？」

「──ッ!?!?」

　少女は頭が痛いのか両手で頭を押さえる。

「馬鹿よ……本物の馬鹿だったわ……。法律ってもんがあるでしょうが、何あんた恰好だけじゃなくて頭の中まで時代錯誤なわけ!?　今時私刑なんて許される訳ないでしょ！　世間知らずな……一体どんな田舎から出てきたのよ！」
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　俺たちの会話を聞いていた男は、完全に蚊か帳やの外だったが、どうやら俺たちが自分を殺すか殺さないかで揉もめているというのはわかったようだった。

　男は慌ててナイフを放り投げる。

「て、てめえら……正気じゃねえよ!!」

　そう叫ぶと男は表通りの方へと駆け抜けていく。

「いや、正気じゃないのはそっちだろ……」

　何だか追うのも馬鹿らしくなってきたな……。

「正気じゃないのはあんたよ！　殺人なんかして騎士に捕まるのなんてまっぴらなんだから！　これから魔術学校に入学しようってのに何でそんなことにならなきゃいけないのよ……」

「お？　君もロンドール受験するのか？　俺もなんだよね。名前は？」

　少女は今日一番の絶望顔で俺を見る。その目には明らかな失意の念が籠こもっている。

「いや……ちょっと勘弁してよ……。いい、もういい！　あんたとは絶対に関わり合いにならないから！　さようなら、ごきげんよう！　悪人殺すも生かすも勝手だけど私は巻き込まないでよね！　あと私一人で何とかなったのに余計なことしたのは悔い改めて。それじゃあ！」

　少女は一息に捲まくし立てると、足早に俺の前から去ろうとする。

「いやちょっちょ、ちょっと待ってくれよ。せっかく受験生同士会えたのに、なんかお互い頑張ろうみたいなのはないのかよ。俺こっちに一人で来たからいろいろ情報交換できる相手を探してたんだが──」

　少女はげんなりした様子で俺を見る。

「意外に空気読めないわねあんた……どんだけしつこく食い下がってくるのよ……。ある意味尊敬するわ。とにかく、私はあんたが落ちてくれることを祈ってるわよ。絶対に試験会場でも私に関わらないでよね」

　空気が読めないだと……初めて言われたぞ……。

　少女はフンっと顔を背ける。

　しまった……千年の間にいろいろ倫理的な感覚も変わってきていたのか……。

　そりゃそうか、これだけ平和になれば生きるか死ぬかなんていう感覚もなくなるよな。

　まさかこの年になって少女に呆れられるとは……いやまあ見た目はきっと同い年なんだろうけど……同じ受験生だし。

「相変わらず楽しそうだね、ギル君」

「ん？」

　表通りの方から、にこやかな笑みを浮かべて近づいてきた男。一見無害そうな穏やかな雰囲気のくせに、腹の中では何を考えているか分からない男。

「サイラス……！」

「やあギル君、路地の方から何だか言い争う声が聞こえてきてね。もしかして暴漢でも居るのかと思って覗きに来てみたら……君だったようだね」

「何か棘とげのある言い方だな」

　サイラスはニコっと笑みを浮かべる。

　サイラスは五年前から背丈等は当然だが殆ほとんど変わっていない。

　──しかし、どことなく雰囲気が変わっているような気がした。少し頬はやつれ気味で、目の下の隅くまが強調されている。以前会った時はもっと爽さわやかさ全開な感じだった気がするのだが……いや、五年の歳月もあれば人の見た目も多少は変わるか。

「そういえば、森に来た時にいた女の人二人は一緒じゃないのか？」

　するとサイラスは一瞬視線を泳がす。

「彼女たちは……まあ、別件で忙しいのさ。君と会うことはできないかもね。すまない」

「いや、謝る必要はないけど……」

　サイラスは続ける。

「それにしても……なんだいその恰好は？　ユフィちゃんにでも罰ゲームを言いつけられているのかい？」

「……それに触れるな。頼むから着替えを用意してくれ」

　くそ……クロ絶対知ってて着させたな。

　と、よく見るとさっきの少女はまだ立ち去っていないようで、何やらサイラスを凝視している。なんだなんだ、また難癖付ける気かこの少女は。

「サ────!!」

　少女は勢いよく俺の首根っこを掴つかむと強引に引き寄せる。

「ちょ、ちょっとちょっと!!　サイラス・グレイスじゃない!!　なんで、なんであんたなんかがそんな親し気に話してるのよ!?」

「は、はあ？　いや、知り合いだからだけど……」

「なんであんたみたいな奴がサイラスさんと知り合いなのよ！　納得いかない……っ！」

「そんなこと言われてもなあ……サイラスってそんな凄すごい奴なのか？　俺にはそうは見えないけど──」

　少女は鬼の形相で俺を掴む手の力を強める。

「当たり前でしょ!!　あー羨うらやましい……というか恨めしい!!」

　感情が忙しい奴だな……。

「あーちょっとお取り込み中申し訳ないんだけど。時間がないから手短に。ギル君、宿は取っておいたよ。この先にある『旅人の宿』っていうところだ」

「げっ」

　少女が苦い顔をしながら声を漏らす。

「サイラスの家に泊めてもらえないのかよ」

「悪いね、僕は今日明日仕事で遠出していてこの街に居ないんだ。仕事柄無人の家に人を上げたくなくてね。それに見られたくないものもある、当然だろう？　だから申し訳ない」

「いや別にいいけどさ……そこまでしてもらっておいて文句はねえよ」

「そう言ってもらえると助かる。それじゃあ、これを」

　サイラスは一枚の封筒を俺によこす。触った感じ、そこそこの厚さがあるようだ。

「試験の概要と受験票が中に入っている。明日はそれを持っていくのを忘れないようにね。分からないことがあったら……まあきっと宿には同じ目的で来ている人も多いだろうから誰かに聞いてくれ。それじゃあ僕はかなり急いでいるから……健闘を祈っているよ。まあ、君なら試験くらい問題ないだろうけどね」

「あ、あの待ってください！」

　少女はその場を去ろうとするサイラスを引き留める。

「何かな？」

「えっとあの……私ドロシー・ゴートと言います。あの、出来れば握手を……」

　そう言うと少女……ドロシーはゆっくりと右手を差し出す。

「ゴート……あぁ、ゴート家のご息女でしたか。これはこれは、こちらこそよろしくお願いします。サイラス・グレイスです」

　サイラスはドロシーの右手を握り返す。

　ドロシーの顔がパーッと明るくなるのがわかる。

　よくわからないけど、ドロシーにとってサイラスは高名な魔術師らしい。

　まああの若さで異形狩りを任されてるんだから、優秀なことには違いないんだろうけど。

　それにしても、ゴート家か……俺の時代では聞いたことがない家名だな。

　でもサイラスが反応したということは、それなりに由緒正しい魔術師の家系なんだろう。

　聞いたところによると、暗黒時代前から脈々と続く魔術師の家系を原初の血脈といい、魔術界でも特別視されているという。原初の血脈のみを絶対とする過激派も居るらしいが……血筋で判断するのはそれこそ古い価値観だ。

　俺がゴートを知らないとなると、ドロシーの家はそれほど古い家系じゃないのか。

　と、俺があれこれと考えていると、ドロシーとサイラスの会話は終わったようで、サイラスは俺に目配せし、「それじゃあ」と言い残すと路地を後にした。

　ドロシーは満足気に鼻息を荒くし、サイラスの背中を見送る。

「ふぅ……とりあえずロンドールに来た目的の一つは達成できたわね」

「……ミーハーかよ」

「うるさいわね！　いいでしょ、それくらい！　本当の目的は試験に合格することだし」

「ははは、悪い悪い。俺はギルフォード。皆にはギルって呼ばれてて──」

「あんたの名前なんて聞いてないし」

　ドロシーは呆あきれ顔で大きくため息をつく。

「そもそも、ギルフォードって……あの英雄と同じ名前を付けた我が子がこんなバカに育つなんて、本当可哀想」

「英雄って……」

「ギルフォード・リーブス、魔神との終末戦争を終わらせた英雄でしょ、あんたそんなことも知らないで試験受けに来たわけ？」

　むむむ、そうか、この時代では俺は英雄扱いなんだった。

　そう考えれば当然だよなあ、大昔の大英雄の名前とか相当なプレッシャーだよな。

　千年も前となると神話みたいなもんだろうし……。

「とにかく、あんたとはここでお別れだから。試験会場で会っても話しかけないでよね！　それじゃ！」

「あ、おいちょっと！」

　ドロシーは俺に目もくれずその場を後にする。

「はぁ、完全に嫌われてんな。お互い試験受かったらめんどくさそうだ……」







「はい、畏かしこまりました。えーっと、ご予約は二名様ですか？」

「違います！　こいつはただ勝手についてきただけで──」

「酷ひどい言いがかりだな。たまたま同じ宿だっただけだろ」

　サイラスが用意してくれた宿は、どうやら本当に受験生がいっぱい利用しているようで、見事にドロシーも利用していた。

　さっきの微妙な反応は同じ宿だったからか。

「うるさいわね……とにかく、一名です。ドロシー・ゴート」

「えーっと……あ、ご予約が明々後日しあさつてまでですね。お部屋は２０３号室です」

「ありがとうございます。──いい？　絶対私の部屋こないでよ」

　ドロシーは冷たい視線を俺に送ると、ドンドンと足音を鳴らしながら階段を上っていく。

　怖い……。せっかくロンドールで初めて会った女の子なのに……。

　しかもそこそこ可愛い。若干性格に難ありだけど、仲良くなれればと思ったんだが……。

　だが、あの様子だとどうやらそうもいかないらしい。

　こりゃ先が思いやられるぜ。まずはこの時代についてもう少し学ぶ必要があるな。

　クロ……もっとそういうの教えておいてくれよな……。

「それでは次のお客様」

「はーい……」




　　　　◇　◇　◇




　夜、俺は結局ドロシーとそれ以上会うこともなく、悲しく一人で新しいローブを新調してきた。濃い黒色の生地を使ったシンプルなやつだ。多少はましになったはずだ。

　そういえばドロシーは魔術師っぽい恰かつ好こうじゃなくて、結構普通の恰好してたな……。

　もしかするとこの時代の魔術師はそこまで魔術師らしさというものを意識していないのかもしれない。

　急にローブを着るのが恥ずかしくなってきた……が、買ったものは仕方ない。

　とりあえず明日と明後日の試験はこれで乗り越えよう。

　俺はベッドに深く腰掛け、クッキーを頬張りながらサイラスから貰もらった封筒を開く。

　一枚目は試験の概要だった。

　簡単に要約すると、一日目に筆記試験、二日目に実技試験。筆記試験の成績はその日のうちに集計され、不合格だった場合は一日目で帰される、ということらしい。

　恐ろしい試験だ……せっかくここまで来て一日目で帰されるとか心折れるだろ。

　場所はロンドール魔術学校。集合時刻は九時。なかなか早い時間だ。遅刻できないな。

　俺は概要が書いてある紙を机に置くと、二枚目を取り出す。

　二枚目は長方形の厚紙のような物で、表には俺の名前と簡単な試験の注意事項が書いてある。そしてどうやらこれは魔道具の一種のようで、試験に行く前に自分の魔力を流しておく必要があるらしい。

　そういえば半年ほど前だったか、サイラスが受験に申し込む際に魔力紋を採取する必要があるとか何とかで使いの人が森まで来たことがあったっけ。

　つまり、この受験票に魔力を記録し、申し込み時に登録した魔力紋と照合するのだろう。魔力紋は人によって完全にことなるパーソナルなものだ。これ以上ない替え玉対策だろう。

　俺は受験票を持ち、ゆっくりと魔力を流す。すると、青い光の線がすーっと表面を走る。

　少し時間をおいて、右上に受領印の様なものが浮かび上がってくる。

「これでいいのかな……？」

　くそ、不安だな……！　ドロシーに聞きたい！

　確か２０３号室だったよな。俺の部屋から結構近い。

　──が、俺は慌てて首をブンブンと振る。

　待て待て待て！　直接聞いてもいない部屋番号まで知ってて部屋までやってくるとか完全にストーカーじゃねえか！　あぶねえ！

　余計嫌われるところだった……。

　俺は苦い顔をしながら、ゆっくりと受験票を机に置く。

「…………ま、きっとこれで大丈夫か」

　そう自分を納得させ、結局ドロシーと会うことがないまま、夜が明けるのだった。




　　　　◇　◇　◇




　翌日、天気はからっと晴れ、絶好の試験日和だ。

　もちろん、室内での筆記だから別に天気は関係ないが、気分的に落ち込む曇りとか雨よりは断然良い。

　身の回りの準備を終え、ロビーへと降りていくと、チラホラと同じような年頃の男女が目に入る。

　恐らく、こいつらが今日受験する魔術師の卵たちなんだろう。

　みな、緊張した表情でお互いをチラチラと盗み見ている。

　今日の試験でかなりの人数が落とされるらしい。……つまり、明日の実技試験前にはこの中の殆ほとんどが不合格となって家に帰ることになるということだ。

　と、丁度入り口から出ていくドロシーの後ろ姿が目に入り、俺は後を追いかける。

「おいおい、待ってくれよ！　一緒に行こうぜ」

　ドロシーは声を掛けられ輝かしい程の笑顔で「はいっ？」と振り返るが、俺だとわかると露骨に嫌な顔をする。

「あんたか…………。はぁ、なかなか図太い神経しているわね。昨日の今日でよくまた話しかけられたものね」

「本当トゲトゲしいな……」

　確かに昨日はもう関わらないでって感じだったけど、まさか今日まで引きずってるとは。

　俺なんて寝れば大抵忘れてしまうってのに、意外と細かい奴だな。

「まあ確かに昨日はいろいろあったけどさ、せっかく知り合えたわけだし、試験会場に一緒に行くくらいいいだろ？　お互い道に迷って試験受けられないなんていう地獄みたいな状況は避けたくね？」

「あのねえ、舐なめないでくれる？　私が迷子になるわけないでしょ。自分が不安だからって人と一緒に居て紛らわしたいんでしょうけど、私は試験会場で友達と待ち合わせしてるから、そういうの間に合ってるのよね」

　そういう訳じゃないんだけど……。

「とにかく、もう私に関わらないでよね。あなたちょっと存在自体が怖いんで」

　そう言うとドロシーはスタスタと歩き出す。

「あっちょっと！　どうせ一緒の方向に行くんだから別にいいだろ───────っておい!!　そっち逆！　会場と逆方向だからそっち！」

　俺は慌ててドロシーに叫ぶ。

　ドロシーはピタッとその場に気を付けの姿勢で硬直すると、耳を真っ赤にし、軽く俯うつむく。

　しばらくそのまま動かないでいたかと思うと、不意に踵きびすを返しズカズカと俺の方に歩いてくる。

「か…………」

「え？　なんて？」

「会場…………」

「は？　だからなんだって？　はっきり言ってくれよ」

「だーかーら!!　いいわよ、試験会場までなら！　と、友達と会うまで一緒に行ってあげるって言ってるの！」

　な、なんという自分本位な女だ……。

　しかし、結構な羞しゆう恥ちを覚えているようで、その顔は相変わらず真っ赤に染まっている。

「…………もうこの話終わり！　さっさと行くわよ！」

　そう吐き捨てるように言うと、ドロシーはまた前に向き直り歩き始める。

　まったく、素直じゃないな……。

　学園通りをひたすらに進み、十分程歩いたところで、聳そびえ立つ塔のような建物が目に入る。周りの建物と比べるとかなり大きい。

　青空がその建物を境に左右に二分されてしまったかのようだ。

「あれがロンドールの校舎か……かなりデカいな」

　すると、ドロシーはぎょっとした顔で俺を見る。

「え……来たことないの？　普通試験前に見学とかに来るでしょう？　というか、ロンドールなんて有名な建造物知らないでここまで生きてくるって可能なものなの……？」

「お前全力でバカにしてるな……。悪かったな、完全に初めて見るよ」

　校舎はかなり豪華な造りで、まるで城のようだ。

　ロンドールといえば魔術学校。そういう認識があるのかもしれない。

　しばらく進むと大きな正門が見えてくる。

　そこへ続くように綺き麗れいに舗装された石畳が現れ、俺たちはその上を歩いて進む。

　すると、六つの石像が等間隔に並べられている広場に出る。

「これは……」

　どこか懐かしい雰囲気の石像。はっきりと、誰かの面影を感じる顔立ち……。

　俺は左端から順に見て回る。

　すると、下のプレートを見て、なぜ俺が懐かしさを覚えたのかはっきりとわかった。

　無意識に、乾いた笑いが漏れる。

「はは…………まさか……大賢者の爺じいさんか──？」

　プレートには『ウガン・エルバド』と彫られている。

　蓄えた大量の髭ひげに、懐かしさがこみ上げる。

　あの爺さんこんなかっこよくないだろ！　ナイスミドルに魔改造されちまって……。

　その隣には順に、命の恩人で鎖使いのエレナ、唯一無二の光魔術を扱ったニルファ、剣聖の兄ちゃんジークに魔剣士クイン……そして────

「おいおいおい、まじか……」

　右端最後の石像に目が留まる。

　その姿は、面影こそあれ、他の石像同様完全にそっくりという訳ではない。

　むしろ、本物より本物。皆が想像している伝説そのものを具現化したものだ。

　千年の月日が磨き上げた偶像。でも、その下のプレートにはしっかりと刻まれていた。

『ギルフォード・リーブス』……俺の名前だ。

　それにしても……改めて見ても似ても似つかないな。

　これくらいイケメンではあったけど、俺はもうちょっと親しみ易い柔和な顔をしてたぞ。

「ははは……誰だよこれ」

「えっ、六英雄の像でしょ。……嘘ちょっと、知らないの!?　あなた、自分の名前の由来すらちゃんと知らなかったって訳？」

「いや、そういう訳じゃ……。驚いたというかなんというか……まさか石像まであるとは」

　本当、石像まで出来てるなんて、ひょっとすると俺たちってまじで伝説の存在なの？

　石像もやたらと美化されているというか……。

　こうやって形として残されていると、嫌でも実感する。

　今まではクロに「伝説になってるぞ」と軽く言われた程度だったからな……。

　すると、後方でドロシーのため息が聞こえる。

「──呆あきれた……。あんたね、六英雄くらい覚えておきなさいよ。絶対試験で出るわよ」

「わ、わかってるよ！　これくらい知ってるわ！　というかお前より絶対詳しいわ！」

「どうだか……」

　ドロシーの目がこれでもかと言うくらい薄く半目になりジトーっと俺を見つめる。

　こいつ、「絶対こいつ落ちるわ」とか思ってるな……。その方がありがたいとまで思っているに違いない。

　それにしても……。

　俺は改めて六つの石像を眺める。

　そうか……ちゃんと使命を全うして、こうやってこいつらも崇あがめられてるんだな。

　俺たちのあの時間は無駄じゃなかった。

　今の世界を見ればそれは一いち目もく瞭りよう然ぜんだったけど、あの時は本当に大変だったんだ。

　正しいことが分からなくなって、それでも、俺たちが信じる道こそ正しいと思って突き進んだ。

　なんだか、報われたような気持ちだ。

　もう無理だとわかってはいるけど、この感覚をみんなにも伝えてやりてえよ。

「何石像見てにやけてるのよ、気持ち悪い。さっさと行くわよ、私噴水のところに友達待たせてるの。それに……」

「それになんだよ？」

　ドロシーは悪そうな顔でニヤッと笑う。

「きっとあんたこの石像よりも、もっとびっくりするわよ」

「はあ？」

　俺たちは石像を後にし、少しテンション高めなドロシーの先導で学校へと入っていく。

　恐ろしい程の人の数……ここまで来る間もかなり人がいると思ったが、ここはその比じゃない。

　まるで街の人全員がこの場所に敷き詰められているような錯覚に陥る程だ。

　今年の受験者数は三千人超。そりゃこれだけ混雑もするわな。倍率は約百倍程だという。

　名門だからって、これはちょっとやりすぎでしょ。

　噴水の前まで来ると、ドロシーは手を振りながら誰かに近づいていく。

「おーい！　お待たせ！」

　噴水の前で下を向いて本を読んでいたその少女は、ドロシーの声に反応してちらっと視線をこちらへ投げる。

　何となく俺は、その仕草に既視感を覚えた。

　そして少女は本をカバンへとしまうとこちらを向いて大きく手を振る。

　その瞬間、俺の息が、ハッと止まる。心臓の鼓動が、今までにない程跳ね上がる。

　言葉にならない声が、口から洩もれる。

　嘘だろ……そんな……だって……。

　俺の視界がぐるぐる回る。だって、あいつは──

「ドロシー！　待ったよ。ちゃんとここまで来られたのね。てっきり迷子になると思ってたのに一人で大丈夫って聞かないから……」

「大丈夫だったでしょ、もう。そうそう、このバカに構ってたせいで遅くなっちゃったのよ、ごめんね」

　少女はこちらを見ると、俺に初めて気付いたように慌てて照れ臭そうに前髪を触る。

　その仕草、その表情。陽光を反射する綺麗な銀色の髪に、白く透き通る美麗な肌。どこかのほほんとした雰囲気に、癒いやされるようなか細い声。
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　そうだ……完全にそうだ……こいつは──

「えっと、ドロシーがお世話になったようで……私は──キャッ！」

　俺は無我夢中で少女の手を掴つかむ。

　余りの驚きに、少女は怯おびえた表情で俺を見つめ、大きく目を見開く。

「な、なんですか……？」

「ちょ、ちょっとバカ！　あんた私の友達に何やってんのよ!!」

　ドロシーの制止を気にも留めず、俺は衝動的に声を発する。

「──何でエレナがここに……!?」

　間違いない……この面影……。少し幼くなっているけれど、俺が見間違う訳がない。

　鎖魔術を得意とし、王に選ばれた俺たちの仲間。

　勝ち気で世話焼きで、やたらと俺にちょっかいを掛けてきて……そしてあの最後の戦いで、俺の命を助けたお節介な魔術師その人だ。

　俺は嬉うれしさで口角が上がるのを抑えられない。

　まさか、エレナも蘇そ生せい魔術で身体が退行してこの姿に……？

「エレナ、まさか君も眠っていたのか？」

「えっ……えっと……何、眠る……??　眠るって……」

　エレナは戸惑った表情で俺を見つめる。

　その頬は少し赤く染まり、恥ずかしがっているのがわかる。

　あれ、何かおかしいな……もっと傍若無人な荒々しい性格をしていたような……。

　どちらかといえばドロシーを少しマイルドにしたみたいな感じだった気が……。

　この数年間俺と同じように年を重ねて少し変わったんだろうか。

「いやほら、クロだよ、会ったことあるだろ？」

「ん～～……えっと……クロさん？　はよく分からないかな……」

「じゃあそれなら一体誰に眠らされて──」

「いい加減にしなさい!!」

　ドロシーは強引に俺の手をエレナから引き剥はがす。

　まるで子猫を守る親猫のように、目を吊つり上げドロシーは険しい表情をする。

「本当油断も隙も無い！　可愛いからっていきなり手を握るとかとんでもない奴ね……。というか鼻息荒すぎ！　離れろ！」

　ドロシーはシッシッと手で俺を払うようにして、エレナを自分に引き寄せる。

　ドロシーの軽けい蔑べつの眼まな差ざしがより一層強くなる。好感度が一気に降下していくのがわかる。

　まあ最初からマイナススタートなんだけど。

「いや、そういうつもりじゃなくてよ。いろいろ聞きたいことが──」

「それに！　あなたさっきからエレナエレナって言ってるけど、違うから！」

「はあ？　いや、この顔はどう見てもエレナだろ……」

　そう、どう見てもエレナだ。エレナそのものだ。

　エレナがこれくらいの年の頃から一緒に戦ってきた俺には分かる。

　エレナは俺がまじまじと顔を見つめると、サッと視線を逸そらす。

「顔って、あんたが見たことあっても精々さっきの石像くらいでしょ……。いい？　この子はエレナじゃなくてベルベット！　エレナ様じゃないの。……と言っても、まあ完全に無関係ってわけじゃないんだけど……」

「は？　どういうことだよ」

「あんたが六英雄のエレナ様にいったいどんな思い入れがあるのか知らないけど、これからは迂う闊かつに女の子の手なんか握らないことね。──いい、ベルはエレナ・ロアの子孫……ベルベット・ロアよ。正真正銘、英雄の家系なの」

　英雄の……家系!?　エレナの子孫!?

「じょ、冗談だろ!?　だってエレナと瓜うり二ふたつじゃねえか！」

「なんであんたがエレナ様の姿に詳しいのか知らないけど……確かにベルの家の人たちは生き写しの様だって言ってたわね。よくあることじゃない、遠い祖先と似た容姿に生まれてくることくらい」

「そっそういうものなのか……？」

　そうか……別にエレナ本人というわけじゃねえのか……。

　あまりにそっくりすぎて、つい取り乱してしまった。

　改めて見ると、確かに少し違うところはある。

　エレナの瞳ひとみはもう少し青みがかっていたし、胸はもう少し（いやもっと）小さかった。

　完全に瓜二つというわけじゃないらしい。

　俺としたことが、少し取り乱し過ぎて正常な思考が出来てなかったみたいだ。よく考えれば、俺の他に眠ってた奴がいるならクロが黙ってるわけがないわな。

　俺はエレナが生き返ったんじゃないかと期待した分、残念な結果に思わずため息がでる。

「何ため息ついてるのよ！　あの英雄の家系なのよ!?　少しは敬ったらどうなの」

「いいよドロシー。私そんなつもりないから……」

　ベルベットは、苦い顔をしながらドロシーを制止しようとする。

「だめよベル。このバカ男にはとことんこびへつらってもらわないと気が済まないの。あなたにもこの男をいびる権利をあげるわ。好きにしなさい」

「なんでお前にそんな権利を譲渡する権限があるんだよ！　とにかく、えーっとベルベットさん？　急に詰め寄ったりして悪かったよ」

　ベルベットは少し引きつりつつも微笑むと、手を左右に振る。

「ううん……たまにあることだから大丈夫だよ。さん付けじゃなくて、ベルでいいよ。ドロシーがこんなに生き生きしてるのを見るのも久しぶりだし、きっといいお友達なのね？」

　いいお友達、に反応したドロシーが慌てて訂正する。

「違うわよ！　友達な訳ないでしょ！　こいつはとにかく頭のネジがぶっ飛んでるの。近づくと何かに巻き込まれそうだから今後は近づかないことね」

「相変わらず酷ひどい言いようだな……訂正する気も起きないぜ……」

「事実だから訂正しなくていいの！　───じゃあ私達はこれでさよならするから、後は一人で頑張ることね」

「あっおいちょっと！」

「えっいいの、彼は──」

「いいのよ！　行きましょう！　ではごきげんよう！　どうせ落ちるだろうからこれが最後の挨あい拶さつね、永久にさようなら」

　そう言って、ドロシーはベルを引きつれて校内へと颯さつ爽そうと消えて行った。

　嵐の様な出会いだった……。

　一人取り残された俺は、茫ぼう然ぜんと二人の後ろ姿を眺める。

　それにしても、千年後の世界……おもしれえな。

　まさかエレナの子孫がちゃんと繁栄して残ってるなんて。

　なんだか、それだけで幸せな気持ちだ。

　つーかあいつ子供残してたのかよ！　気付かなかった……。

　いや、あいつの子供とかじゃなくて他の兄弟のって可能性もあるのか。

　今度ベルに相談してお墓参りさせてもらおう。

　許可下りるかわからねえけど、特にあいつの墓だけはちゃんと行っておかないとな。







　俺は一人で正面入り口から入り、案内板に従い自分の試験会場へと向かう。

　三千人以上が受験するということもあって、会場は複数に分かれているようだった。

　俺の受験番号は３０２番。試験の会場は大講義室だ。恐らく一番大きい会場だろう。

　道順に従い中へと進んでいく。

　これだけ多くの受験生が居るのにもかかわらず温度が低い。きっと魔術の一種だろう。

「おおぉ……」

　大講義室は想像よりかなり大きく、中央の壇を囲むように木製の長い机が半円状に広がっており、それが段々になっている。どうやら椅子も席ごとに一個ずつ……という訳ではなく、一つに繋つながっているようだ。

　俺はその会場の大きさに呆あつ気けにとられる。

　席にはそれぞれ番号が振られていて、自分の受験番号と対応している。

　３０２番は右後方の最上段付近だった。

「カッコいいローブだな～。気合い入ってんねえ」

　席に着くや否や、細い目をした三つ編みお下げの男が、ニコニコした笑顔で声を掛けてくる。

　誰だこいつ……隣の席……じゃねえよな？

「は？　なんだ急に……馬鹿にしてんのか」

　今の時代、殆ほとんどローブを着ないことくらい調べがついてるんだよ！

　何せこの席に来るまで、一人としてローブの奴を見なかったからな！

　……いや、それにしてはなかなかに清すが々すがしい笑みを浮かべてやがる。

　本当に純粋にそう思ってんのか？

　男は指を一本立て、左右に振る。

「違う違う！　本気でそう思ってんのよ」

「へーあっそう。そういうお前もなかなか珍しい恰かつ好こうだな」

　三つ編みの男は自分のお下げを掴みながらくるくると回す。

「おお、これか？　可愛いだろ？　まあ別に可愛いを目指してるわけじゃあないんだけどな、やっぱ魔術師は目立ってナンボだろ」

「いや知らんけど……」

　三つ編み男はニコニコしながら続ける。

「いや～実は俺一人で来たから知り合いが居なくてよ～。めちゃくちゃ暇してたんよ。俺はレン、あんたは？」

「レンね。俺も知り合いに逃げられて一人だったからまあ丁度良かったわ……」

「逃げられた？」

「まあ男にはいろいろあるのよ……。俺はギルフォードだ、よろしくな」

　レンは細い目を若干見開く。

　あーこれはいつものパターンですね。

　しかし、レンは意外にも「あの英雄と同じ名前！」とは反応しなかった。

「──ええ名前だな。ギルって呼ばせてもらうわ。なあなあ、ギルはしっかり勉強してきたか？」

「……ん？　あーいや、まあ多少はな」

「おいおい、そんなんで受かる気でいるのか？　それとも、体裁受験の口か？」

「体裁受験？」

　なんだ、体裁受験って……？

　疑問符を浮かべている俺に、レンは困惑した表情で解説する。

[image: ]

「おいおい、知らんのか？　ほら、名家様はやっぱ一流であることが求められて、体裁ってもんがあるだろう？　だからロンドールみたいな一流の魔術学校を受からなくても目指してましたっていう大義名分が必要なわけよ。でも家の奴だってそいつがポンコツなのは分かってるから、受からないと思ってる。受からないと分かっていても、一応受けるだけは受ける。だから体裁受験って訳だ。ようは見み栄えの為に受けた実績だけが欲しい奴らだな」

　相変わらずバカなことやってんなあ……。名のある魔術師のプライドってやつか。

　俺たちの時代に比べりゃ血筋の持つ力は多少は小さくなったみたいだけど、そういう文化はやっぱり残ってるんだな。

　というかそいつらのせいで無駄に倍率上がってるんじゃ……。

「まあ何というかなかなか残酷な話だな。受けさせられる子供にとっちゃ」

「なあに、それが名家の責務ってもんさ。その分甘い汁が吸えるんだから文句は言えないと思うね。それに、ロンドールは定員が少ないし、落ちて当然っつー見方もできるからな。……でもその様子だと、お前は体裁受験って訳じゃないようだな」

　名家……そう言えばドロシーも一応名家になるんだよな、多分。サイラスも何やら知った風だったし。ベルは言わずもがなだ。

　俺は……一応名家ってことになるのか？　括くくりとしてはベルと一緒だよな？

　いやまあでも、俺が英雄本人というのは誰も知らない訳だし、俺の家系は俺の死で途絶えた事になっているわけだから、名家とは違うのか？

　そうなると、多分田舎から出てきた田舎者の魔術師っつーのが今の俺の立場なのか。

　何のしがらみもないただの魔術師……青春を謳おう歌かするにはぴったりの肩書だな。

「そういうレンもぱっと見は名家に見えねえな。どちらかというと道化師みたいだぞ」

　そう言うと、レンは足をバンバン叩たたきながら笑い始める。

「道化師か！　ははは、なかなか見る目がある奴だな、道化師ねえ、悪くねえ！　目立ってナンボだからな。魔術師はまず見た目でインパクト与えないとな～」

　テンション高いなこいつ。

「お察しの通り俺は名家って訳じゃないのよ。だからと言って、名家たちに合格を譲って落ちる気もない……何故なら俺は天才だからな」

　レンは真顔でそう言ってのける。

　今までいろんな人々に会ってきたが、自分を天才だと言い切る奴は珍しい。

　……そしてそういう自信家が俺は嫌いじゃない。

「天才って自分で言うか。面白い奴だな」

「お前もな。何だかんだ言ってその落ち着きよう……他の奴見てみい、今更慌てて本を読み漁あさってる奴とか、今にも緊張で死にそうな程青ざめてる奴ばっかりだろ？　それに引き換えギルは冷静そのものだ。そんなのは自分が落ちるとは微み塵じんも思ってない奴か端はなからやる気のない奴だ。ギルは前者だろ？」

　レンは指で俺の方を指す。

「それに……ギルが落ちることはなさそうだ。まあ、だから声を掛けたんだけどな」

　こいつ……結構直感が働くタイプか。

「どうだかな。ま、俺も落ちる気はねえよ。……それにしてもレンはどこから来たんだ？　かなり大きい荷物みたいだけど」

　足元に置かれているレンの荷物は、とても筆記試験だけを受けに来たとは思えない大きさだ。

「ああ、これな。実は宿に寄ってる暇がなくてよ。俺はイシュリスからなんだけど、山越えは正直きつかったわ～。天候が悪くて数日立ち往生しちまってな……本当は一昨日には着いてる予定だったんだが、今朝ぎりぎりで街に入れたんだわ。それで会場に直行って訳」

　なるほど……だから荷物もデカいのか。

　なかなか肝が据わってる奴だな。

「して、お前は？　どこから来たんだよ」

「俺はツクモ村……ってもわかんねえか。ここからそう遠くない森の中だ。田舎ってやつ」

「へ～、森ねえ。そういう人が余りいないところにこそ秘められた才能とかが眠ってるもんだからな。じゃあお前も独学なのか。特異魔術は？」

「特異魔術はって……んなの言う訳ねえだろ！」

　何言ってんだこいつは？　挨拶代わりに特異魔術聞く奴があるかよ。

　それでも、レンは至って真面目な表情で続ける。

「なんでだよ？　特異魔術つったら俺たち魔術師の名刺代わりみたいなもんじゃねえか。それともなにか？　ちょっと恥ずかしい魔術なのか？」

　そう言ってレンはケラケラと笑う。

　名刺代わり……。やっぱり特異魔術の認識は俺の時代とは全くと言っていいほど変わってしまっているようだ。

「ちなみに俺は肉体強化だ。シンプルだろ？　だがそれがいいんだよ。俺は考えるのが得意じゃねえからな。感覚的な肉体強化は性に合ってるのよ」

「おま──」

　自分からばらしやがったあ!!

　確かに特異魔術は前より気楽なものになっているのかもしれないけど、だからってライバルである俺にばらすか!?

　わからん……こいつが特殊なのか、それともみんなそうなのか……。いやまあでも明日の実技じゃみんな披露するんだ、どのみち一緒なのかもしれない。

　特異魔術は言わば血に宿る一族の秘伝の魔術だ。汎はん用よう魔術にも高等魔術にも分類されない特殊な魔術。長い年月をかけた探求により研けん鑽さんされていくため、その特異性は歴史の古い魔術師の家系により色濃く出る。特異魔術は汎用魔術や高等魔術のように理論だけ、魔法陣だけ知っていても効力を発揮しない。

　各人のもつ遺伝された魔力紋。これがその特異魔術を発動する鍵かぎとなる。血に宿る……そう言ったのはそのためだ。知識と血統。この二つがそろって初めて発動することができるのが特異魔術だ。確かに魔術の秘密が漏ろう洩えいすることはないという意味では言っても問題はないのだが……。こと戦闘においては相手に弱点を知らせるようなものである。

　……だがこの千年後の世界ではその考え自体が古いのかもしれない。

　本当に稀まれにその鍵をマスターキーのように使い、どんな特異魔術もある程度使いこなせる、完全無欠な人物もいるが……この時代にその人物を詳しく知る者はいないだろう。

　すると、レンがちらっと大講義室の前の方に視線をやる。

「──っと、そろそろ始まるみたいだ。お互いがんばろうぜ」

「そうだな──その図太さ、何だかお前は受かりそうな気がするよ」

　レンの雰囲気は、明らかに戦闘に慣れた奴が持っている特有のそれと酷似している……。

　一見チャラっとした感じだが、底が見えない。

　少なくとも、実技でへまはしなそうだ。……筆記は知らんが。

「はは、当たり前よ。次会うときはお互い新入生だな」

　レンはそう言い残し、手をヒラヒラとさせ自分の席の方へ戻っていった。

　でも、あいつは本当に残りそうだな。少なくともポンコツってことはなさそうだ。

　ただ青春を楽しむために受験してみた訳だが……いろいろと楽しめそうだ。







「この会場の試験監督官のキースだ。試験開始は鐘が鳴ってから。鳴る前にさっき配った問題用紙を開いた奴は失格だから注意しろ……。制限時間は六時間。一秒でも過ぎればその場で失格だ。心して取り組むように」

　なんとも無愛想な試験監督官は淡々とルールを説明する。

　すると、俺の右後ろに座って待機する恐らくこの魔術学校の生徒であり試験の手伝いに駆り出されたであろう人物が、小声で話すのが聞こえる。

「キース先生、人が変わったみたいだよねえ」

「そうだよね……前はもっとハキハキしてたのに……まああの陰湿な感じは相変わらずだけど……でもねえ……」

「まあ、前も冷徹な雰囲気はあったし激変したという程でもないけどね。体調も悪そうだし、何かあったのかな」

「…………」

　どうやらキース先生とやらは、最近なにか調子がおかしいらしい。

　確かに、寝不足かのように隈くまも見えるし、体調は万全とはいえそうにない。

　まあ魔術師にはよくある話だ。研究に没頭するあまり自分の体調は二の次になる。

　裏を返せば教師もそれだけしっかりした研究が出来る施設が整ってるってことだ。一流の魔術学校だという評価は間違いないらしい。

　──いやいや、そんなことよりも。今は目の前の試験だ。

　余裕だとは思うが、気を抜いてたら受かるものも受からないからな。

「──以上だ。それでは……」

　一通りの説明を終え、監督官は右手を掲げる。

　会場がシーンと静まり返る。張り詰めた空気に、緊張感が高まる。

　そして数秒後、カーンカーン……と静寂の中荘厳な鐘が鳴り響く。

　それと同時に、監督官は右手を振り下ろす。

「開始ッ」

　大講義室中から一斉に紙を捲めくる音が響く。







　開始から早くも三十分程が経過した。

　序盤の問題は魔術の基礎的な知識を問うものが殆どだった。ここら辺はきっと千年前と大差ないだろう。千年くらいで魔術の仕組みが変わることはあり得ない……はず。

　ざっと全部の問題に目を通してみたところ、魔術関連の問題は半分程度で、残りは魔術の歴史についてや世界史、一般教養といった感じだ。

　これを六時間以内に全問解くというのはあまり現実的なラインじゃないだろう。

　恐らく六割以上の正答。これが合格ラインか。

　魔術関連はノーミスで、残りをちょいちょいとつまむ感じでまあ合格は堅いな。

「ちょ、僕は何も……[image: かんたんふ]」

　急に右前方が何やら騒がしい。周りの視線も一斉にそちらに向く。

「規則です。魔術の使用により、退出願います」

「は、放せ!!　僕は絶対合格しなきゃいけないんだよ……!!」

　必死の形相で抵抗する男に、係員が詰め寄る。

「周りの受験生の迷惑になりますので、お静かに」

　その係員は首から下げていたロケットペンダントの様なものを開くと、そのままそれを受験生にかざす。

　すると、さっきまで抵抗していた受験生は気を失ったようにガクッと頭を落とし、係員にもたれ掛かる。

　睡眠系の魔術……詠唱時間短縮のためにペンダント型のサークルに魔法陣を描き込んでいたのか。魔道具の一種か。

　係員はその受験生を担いだまま会場を後にした。

　魔術師が一堂に会して試験を受けるんだ、魔術を使ったカンニングなんて想定済みって訳か。もしかすると、俺が知らないだけである程度のラインがあるのかもしれない。

　というのも、会場全体をよく観察するとまだ微かすかに魔力の痕こん跡せきを感じる。

　きっと魔術を使ったカンニングはあれだけじゃないはず……でも係員が動かないということは単純に見逃しているか、一定以上の巧妙さがあるものは容認しているか……だな。

　でも今の連行で一気に会場の空気が引き締まった。

　受験生たちは既に気持ちを切り替え、全員問題に向き直っている。

　これで迂う闊かつに魔術に頼るのはリスクが高くなってしまった。かなりの抑止力になったはずだ。

　そうなると試験中に魔術を使おうとしてた奴は躊躇ためらっちまうだろうなあ。

　──まあ、これくらい自力で解くか、何らかの魔術で上手うまく対処できる奴じゃないと受かってもしょうがねえってことか。




　　　　◇　◇　◇




　カーンカーン。

　開始時と同じく、鐘が鳴り響く。

　俺は完全に熟睡していたようで慌てて飛び起きる。

　勢いあまってガタッと音を立ててしまい、隣で受けていた女の子や前の席に座る男が一斉にこちらを見る。

「あはは……」

　しまった寝てしまった……。俺は口に垂れた涎よだれをこっそりとふき取る。

　最後まで解いたら眠気が急に襲ってきやがった……。

　まあ一応全問埋めたし問題はないだろ。……後半は若干怪しいけど。

　でも今の周りの目線……絶対こいつ空欄で出す気だとか思われたな……。

「答案用紙を……回収する。これ以上解答を続けたものは、その場で失格だから注意しろ」

　試験監督官、キース……。

　やはりどこか上の空のような様子で、何となく危うさがあって心配になるな。

　あの人が体調不良なのは正直どうでもいいけど、もし採点もあの人なら俺の答案を採点ミスしないかだけが心配だ……。

　長い緊張状態が解け、会場全体がざわつき始める。

「君、なかなか自信満々みたいだな」

　答案用紙を集めに来た係員の女性が俺に話しかける。

　ショートヘアで活発そうな見た目の女性だ。

「えっいやそういう訳では……」

「そう？　初めてだよ、開始から二時間足らずで眠った受験生なんて。魔術を掛けられた訳でもないのに。──それとも、諦あきらめて寝ちゃった？」

　可愛らしい笑みを浮かべ、その女性は俺の答案用紙を手に取る。

　さらっと俺の答案用紙に目を通すと、一瞬目が見開かれる。

「────と思ったけど……すごいね、全部埋まってる。ぱっと見問題もなさそうだし……いい線いくかも。楽しみだなあ、もし合格して同じクラスになれたらよろしくね」

「同じクラス？　同学年じゃないですよね？」

「あれ、知らない？　うちの学校は縦割りでクラスが分かれてるんだよ。同学年の別クラスより同じクラスの上級生と関わる時間の方が長いかな。寮での共同生活だったり、いろんな行事だったり。だからクラスは結構重要なんだぞ」

「へぇ……知らなかった。もし同じになったらよろしくお願いしますね」

　その女性はニッコリと笑みを浮かべると、ウィンクをして答案用紙の回収に戻っていく。

　うーん、可愛い。

　そうか、クラスってものがあるのか……。

　俺って殆どこの学校について知らねえよなあ。ちょっと帰ったら調べてみるか。

　あっ……名前とクラス聞いとけばよかったな。







　帰り道、ドロシーとベルを見かけて、俺は声を掛ける。

「おう、どうだった二人とも」

　二人とも一斉に振り返るが、ドロシーは今朝と同じく露骨に嫌な表情を浮かべる。

「──誰かと思ったらまたあんた？　懲りないわね……」

「唯一の知り合いなんだからいいだろ！　で、どうだった？」

　ドロシーはため息をつく。

「私達が問題あると思う？　むしろ自分の心配したらどうなの？　どうせ開始早々寝たりしたんじゃないの？」

「いやー……途中から寝ちゃったけどちゃんと埋めたから大丈夫だ……多分」

　ドロシーはニヤーっと薄気味悪い笑みを浮かべ、ベルに顔を近づける。

「聞いた？　ねえ聞いた？　こいつ寝たらしいわよ。絶対不合格ね」

「ちょっとそんなこと言ったら可哀想だよ……まだわからないじゃない」

「そんなことないわよ。私はこいつに散々辱めを受けたんだから、可哀想でもなんでもない！」

「えっ!?　は、辱め!?　それだと話が違うよ……！」

　さっきまでおっとりしていたベルが、急に恐ろしい形相でこちらを見る。

　ぐっ……あれは見慣れたエレナの蔑さげすむ目だ。やはり子孫……。俺この目に弱いんだよなあ……。

「ち、違ちげえよ！　俺がそんなことするように見える!?」

「……見えなくはないけど……」

「意外に辛しん辣らつ……」

「うそうそ、冗談よ。こんな奴に私がどうこうされる訳ないでしょ。最強の魔術師になるんだから。──まっ、試験中に寝るようじゃ不合格は避けられないわね。誰かにうっかり睡眠魔術を掛けられたか、単に頭のネジが緩いから眠っちゃったのかは知らないけどね」

「おいおい、なんかウキウキしてねえか……？」

「そうかしら～？　気のせいじゃない？」

　こいつ……絶対俺が落ちたと思って清々してるぞ……。

　はあ……まあ俺が落ちる訳ねえからいいけど。

「あっ、ついたわね。それじゃあね、ベル。また明日。きっと私達は受かってるだろうし、また同じ場所で待ち合わせしましょ」

「そうだね、また明日。──あと、ギル君も。もし受かったら、また明日もよろしくね」

「おう、また明日」

　ベルは笑みを浮かべると、帰路についた。

「いい子だ……お前とは大違いだな」

　俺の緩んだ顔にイラついたのか、ドロシーが俺の肩を軽くどつく。

「うっさいわね。ほらさっさと帰るわよ。早く入って、後がつかえてるの」

　ドロシーは俺をぐいぐいと宿の中へと押し込む。

　やっと帰ってきた。昨日泊まっただけだが、なんだか家に帰ってきたような安あん堵ど感だ。

　階段を上り、俺が部屋のドアを開けようとしたところでドロシーが声を発する。

「あー……もう会うこともないかもしれないから最後に挨あい拶さつくらいしてあげるわ。だから、明日落ちてもここに同じ時間にくるのよ。それじゃあね」

　そう言い残し、ドロシーは手だけを部屋のドアから出してヒラヒラと振る。

「おっ……おお。また明日な」

　それに返事はなく、バタリとドアが閉じる。

　あいつ、なんやかんや可愛いところもあるな。

　俺は部屋に戻ると、明日に備え早めに準備を終わらせ、さっさと寝ることにした。




　　　　◇　◇　◇




「くあー」

　窓を開けると、気持ちの良い風が吹き抜ける。

　結局、なんの問題もなく俺は筆記試験を突破した。

　寝る直前、受験票の筆記試験合格欄に印が浮かび上がり、俺は無事二日目の切符を手にした。

　身支度をして下へ降りると、昨日までは受験生でごった返していたこのロビーも人は殆どおらず、表の通りも昨日までの活気は見受けられない。

　やっぱり結構落とされたようだ。

「あら、おはよう。落ちたって言うのに清すが々すがしい顔してるわね。ひと眠りしたらすっきりしたって感じかしら。てっきり私の部屋に泣きつきに来るかと思ってちょっとドキドキしたけど杞き憂ゆうだったみたいね」

　昨日より優雅な雰囲気を纏まとったドロシーが階段を下りながら軽く笑みを浮かべる。

「なんで俺がお前に泣きつかなきゃいけないんだよ」

「私しか今知り合いいないんでしょ？　一人じゃ辛つらいこともあるだろうから昨日くらいは慰めてあげようかと思ったんだけど」

　なんだと……。だったら行けばよかった……！　初めての女の子の部屋（宿）に行くというイベントを逃してしまったというのか……。

　これこそがクロが言っていた青春ってやつのはずなのに！

「くっそ……」

「その悔しがりっぷりからするとやっぱり落ちたのねえ。可哀想に、よしよし」

　急に俺の頭を撫なでるドロシーに思わず顔が火照る。

「なななな何だよ急に!!」

「何照れてるのよ、せっかく慰めてやろうっていうのに。分かるわよ気持ちは。あんたもそれなりの覚悟でこの学校を受けたんでしょうけど、やっぱり落ちるのは応こたえるわよね……。あんたはムカつく奴だけど、その気持ちが分からないほど私もバカじゃないわ」

「……意外に優しい奴だな、お前。もしかして試験だからって気を張ってただけなのか？」

「それは違うわよ！　元からこういう性格なの！　──はぁ。とにかく、他の学校の試験はまだ始まってないところもあるから探して受けることね。じゃあ私は試験に行ってくるから。またどこかで会うかもね。元気でね」

　そう言ってドロシーは手をヒラヒラとさせ宿を後にしようとする。

「あ、ちょっと待てよ」

「なによ、まだ慰めて欲しいわけ？　さすがに間に合わなくなるんだけど……」

「いや、散々慰めてもらって悪いんだけど、俺受かってるんだよね……ははは」

　瞬間、ドロシーの目が真ん丸に見開かれ、ゆっくりと顔が赤くなっていく。

「ちょ……はぁ!?　あんたが合格!?　なんであんたなんかがっ……っていうか受かってるなら先に言いなさいよ!!　余計なことしちゃったじゃない!!　あぁもう!!」

「いや、言い出しづらい雰囲気だったし……いつもの高圧的なのより良かったからついつい放置してしまった……悪い」

　ドロシーはゴミでも見るような目で俺を睨にらみつける。

「本当信じらんない……。こんな非常識な奴を合格させた学校にも不信感抱いてきたわ……。なんで試験で寝るような奴が突破してるのよ……」

　ドロシーは本当に悔しそうにワナワナと震える。

「はぁ……いい？　覚悟しておくことね。今日実技を受ける奴らは名家から天然物まで様々な秀才天才たちが集まって来てるんだから。昨日の覚えれば誰でも出来る筆記と比べないことね」

「か、覚悟はしておくよ……」

「さ、行くわよ。遅刻で不合格とかなりたくないから」

　ドロシーはスタスタと先へ進み、角を曲がる。

「あぁおいちょっと！　右!!　そこ右だから!!　なんで昨日の今日で間違うんだよ！」

　ドロシーは顔を真っ赤にしながら来た道をスタスタと戻り、俺の横へと並ぶ。

「…………さっさと行くわよ。あんたが迷子にならないとも……限らないし」

　こいつは……。

　意外に可愛いところがあるのが憎めない。

「ははは……行くか」




　　　　◇　◇　◇




　案内係のお姉さんの指示に従い校内を進み、演習場へと通される。

　演習場には既に結構な人数が集まっており、精神を集中させたり、魔術のトレーニングをしたりとそれぞれだった。

「わあ……緊張してくるね」

　途中で合流したベルはその様子に呆あつ気けにとられ、感嘆の声を漏らす。

　そういうところはやはりエレナとは似ても似つかない。

　だが、ベルが使う魔術はわかっている。鎖魔術だ。

　基本的に特異魔術の類は血縁者に継承される。

　魔術師の世界で血統が重要視されるのはそれが一つの要因でもある。

　今風に言うなれば、ベルは原初の血脈……大戦前から続く家系。しかも英雄の血筋だ。

　きっとベルの鎖魔術なら試験合格も容易だろう。

「ベルはいっつも緊張してるわね。こんなの簡単よ。いつも通りやれば絶対受かるに決まってるんだから」

「どこからくるんだその自信は……」

　ドロシーは俺を睨みつける。

「私は絶対にこの学校に入学して一人前の魔術師になるの。そのためには努力は惜しまない。努力は絶対裏切らないんだから。だから、私は大丈夫。絶対に受かる」

　その瞳ひとみは、自信というよりも強い信念に満ちていた。

　絶対に受かると自己暗示をかけて、自分を追い込んでいる感じだ。

　意外に強い子なのかもしれない。ストイックだな。

「……そうか。そんだけ努力したなら、報われないとな」

「なっ……」

　ドロシーは不意に俺が賛同するもんだから、肩透かしを食らったようで、言い淀よどむ。

「ギ、ギルのくせによくわかってるじゃない……。あんたもせいぜい頑張りなさいよ」

「わかってるよ」

　不器用な奴だな、まったく。

　それからしばらくして、受験生が全員集まったようで、台の上に立った長髪の男性が試験の概要について解説を始める。

「筆記試験を突破した皆さん、お疲れ様でした。ただ、もう切り替えていただきたい」

　壇上の男性は淡々と続ける。

　俺たちは一言一句聞き逃すまいと、ひたすら静かに男性の言葉へ耳を傾ける。

「二次試験は実技試験です。ここに残った皆さんは優秀な魔術師の卵であることは疑いようのない事実……ですが、泣いても笑っても、合格するのはたった三十名のみです」

　三十名……。

　改めて考えても、相当狭き門だ。見渡すだけでも数百名はいる。

「実技試験はシンプルな戦闘試験。そこであなた方の魔術のセンスを見させてもらいます。魔術師ならば、その戦闘の中で自分の得意とする魔術を存分にアピールできるでしょう。魔術は戦闘が全てではない……それは近年の魔術界を見ればわかること。ですが、著名な魔術師はみな一様に一流の魔術の戦闘センスがある。戦闘に応用することができる圧倒的なセンスが。……それを存分に発揮してください」

　至る所で、やる気に満ちた声が上がる。戦闘試験はシンプルでわかりやすい。

　ようは実力を見せつければいいんだろ？

　いよいよ本番だ。一体どんな才能をもった受験生がいるのか、それも楽しみだ。







「ふーん、魔道人形と一対一での戦闘か……」

　ドロシーはさっき説明されたルールを今一度噛かみしめる。

　時間制限五分の一発勝負……。魔術の制限は一切無し。

「ドロシーは大丈夫か？　戦闘なんて出来るのかよ。しっかり見させてもらうぜ」

「それはこっちのセリフよ！　こんなに胡う散さん臭くさい男……魔術も相当悪趣味に決まってるわ」

　悪趣味……。

　なかなか酷ひどい認識されてるな……。

「あはは、でも……ドロシーは別グループだからきっとお互い見られないよ」

「「……」」

　そうだった。試験会場は三つに分かれることになっていて、ベルと俺は同じ会場だが、ドロシーだけは分かれてしまったのだ。

「わ、わかってるわよ!!　さっさと終わらせてそっち見に行くから覚悟して待ってなさい！」

　そう言ってドロシーは少し拗すねた様子で足早に会場へと移動していった。

　ベルと離れて寂しいんだな……。

「じゃ、俺たちも行くとするか」

「そうだね……行こうか」

　実技試験は、演習場を使って行われる。

　演習場はさながら闘技場のようになっていて、第一から第三まで、三つの会場がある。

　演習スペースをぐるっと囲むように席が用意されていて、三百六十度すべての角度から戦闘が見られるようになっている。

　演習場に入ると、丁度他の受験生が試験を受けているところで、魔道人形相手に戦闘を行っていた。

　受験生は魔法陣を描いて応戦しようとしていたが、そんなものを待ってくれるはずもなく、彼目掛けて突進する魔道人形に捕まり、地面へと押し倒される。

「うわあ……魔道人形っていってもかなり高性能のやつみたいだな……。あまり手を抜くと一気に勝負をもってかれそうだ」

「さすが最高峰の魔術学校っていう感じだね。魔道人形の調整も完かん璧ぺき……。見る限り魔道人形は汎はん用よう魔術程度なら扱えるみたいだし、結構大変そう」

　奮闘も空しく、その少年はギブアップをし、演習場から姿を消す。

　やっぱり、選えりすぐりのエリートだけが残ったこの二日目の試験でも、実戦となると上手うまくいかなくなる奴はいるようだ。

「緊張するね……」

　ベルがあははっと気恥ずかしそうに笑う。

　やっぱり、英雄の血筋というものは彼女に相当なプレッシャーを与えているようだ。

「ベルはエレナの子孫ってことは、やっぱり魔術は小さいころから叩たたき込まれてたのか？」

「んーまあね……。やっぱり色々うちの家にも積み上げてきたものがあるから、私がそれを台無しにすることなんて出来ないからね」

　少し照れながらベルは続ける。

「ギル君も、魔術師の家系なの？」

「いや、俺は特にそういう訳ではないかな。独学みたいなもんだよ」

「えー！　それは凄すごいね。羨うらやましいなあ」

「羨ましい？」

「うん、羨ましいな」

　ベルはそれ以上答えなかった。

　家の名に左右されず、自由に魔術を探求出来たら……そんな思いがあるのかもしれない。

「ギル君……。私このままだと受からないかも……みんなすごく見えてきたよ」

「何言ってんだよ、ベルだって他に引けを取らない力を持ってるだろ？」

　しかし、ベルは不安な表情が消えない。

「でも……ここに居る人たちはみな優秀だから……。例えば──」

　ベルは少し先に立っている細身で黒髪のロングヘアの男を指さす。

「あの人はあの家紋からしてキングスマン家の人でしょ？　キングスマン家は代々宮廷魔術師を輩出している家系なの。相当地力があるはず……。あっちの緑の髪をした子は魔術研究者のハフマン・ゴードンの一人娘……知識量なら群を抜いてる。他にも沢山名家の人が来てるんだよ。私なんかが……」

　なるほど、よくわからんがここには魔術界では有名な人が大勢いるらしい。

「なあ、ベルだって他の人から見ればあの英雄の末まつ裔えいだって思われてるんだろう？　ベルにとってそれはプレッシャーかもしれないけどよ、逆にそれが皆へのプレッシャーにもなってるって考えれば少しは楽にならねえか？　今のベルみたいによ。それに、他の奴だってきっと名家のプレッシャーとやらに押しつぶされそうになってるかもしれないぞ」

「私と同じ……」

「そうそう。何も自分だけがネガティブになったり劣ってるように感じる必要はねえよ。みんな同じ境遇だと思えば気が楽だろ？　それに一応俺だって一緒にいるわけだし……」

　エレナと同じ顔をしているためか、知り合ったばかりだがついついペラペラと舌が回る。

「そ、そうだね。一人でネガティブになってもしかたないよね。こう見えて私は身体を動かす方が勉強より得意なの！　どちらかと言えば私の家の魔術は戦闘に特化した魔術で……。あれ……なんだかさっきより行けそうな気がしてきた！」

「そうそう、その意気だぜ」

　俺は引きつった笑みを浮かべる。

　そう……エレナの鎖魔術はまじで戦闘においては厄介の一言に尽きるのだ。

　昔、サイラスの前でグリフォンを倒したときもエレナの魔術を真似させてもらったが、あんなの比じゃないレベルの魔術をポンポン繰り出すのだ。

　まあさすがに平和になったこの時代の魔術がそこまでシビアな能力を残しているかと言われると微妙な気はするけど、それでも一流の魔術には変わりないだろう。

　実技試験は演習場でやる都合上、いろんな人が見られる形になっている。

　多分、皆の注目はきっと名家の子供たちの試験のはず……ということは否いや応おうなしにベルは注目されることになるだろう。

　つまり、ベルと近い俺の戦いも見られる可能性が……。そうなってくると、あまり力を出すわけには行かない。特異魔術だけは絶対に使えない。

　──汎用魔術だけで片を付ける。それがベストだ。

　すると、急にさっきまでと打って変わり歓声が上がる。

　先ほどの受験生と入れ替わるように、一人の男が演習場に姿を現す。

「なんだなんだ……急に騒がしいな。あいつ凄い人気だぞ」

「あっ、あの人──グリム・リオル……！」

「リオル……なんか聞いたことあるような」

「リオル家って言ってね、私と同じ原初の血脈で大戦前から続く名家なの。確か今の当主は宮廷魔術師の一人だったはずだよ」

　リオル……そうだ、そんな奴がいたかもしれない。

　確か大戦時に俺が配属されてた戦線とは別のところで隊長をやってた奴だ。

　そこからずっと続いてきたのか……暗黒時代も乗り越えて。

　歓声が上がるだけあって、グリム・リオルは圧倒的な力を見せつけていた。

　腰から抜き出した筒状の魔道具に魔力を流し込み、刀を生成する。

　そうだ……確かリオルは魔道騎士として名を馳はせていた。

　特殊な魔力操作で、いろいろな効果を持つ刀を自在に操ると聞いたことがある。実際に会ったことはないが、その名前だけは俺のところまで響き渡っていた。

　グリムは魔道人形の攻撃を軽くいなすと、紫色をした刀で斬ざん撃げきを加える。

　その攻撃を食らった瞬間、魔道人形は急に動きが鈍くなり、地面に膝ひざを突く。まるで体重が何倍にもなったかのようにガタガタと震えながら必死に立ち上がろうとしているが、まったく動けない。

　次の瞬間、グリムの持っている刀の色が白に変わり、目にも留まらぬ速さで斬りかかる。

　縦横無尽に駆け抜けた刃やいばは魔道人形を粉々にし、文字通りグリムは魔道人形を瞬殺した。

　一瞬間をおいて、会場が一気に沸き上がる。

「やっぱり凄いな……グリムさんは」

　歓声に紛れて、ベルがぽつりと呟つぶやく。

　確かに、あの魔術……完成度が高い。

　複数の効果を持った魔術をあの短時間で切り替える発動スピードの凄さ。

　それに最初の紫色の刀……あれは恐らく重力魔術の一種だろう。

　その高等魔術をあれだけ簡単に発動させるだけの潜在的な魔力量と練度。あの柄つかの部分である魔道具がそれを可能にしているのか。

　完全に特異魔術ではあるが……やはり以前のようにひた隠しにするという文化は今の時代ではないようだ。

　そもそも俺の時代と違って、今の魔術師達は殆ほとんど他国との戦争というものに縁がない。

　あの時代は自分の特異魔術がバレてしまえば、それは死に繋つながると考えられていたものだ。

　今はむしろ、その特異魔術の存在が魔術師の価値を高めるものであり、アピールすべきポイントなのかもしれない。レンが言っていたように、名刺代わりみたいな物なのかもな。

　争いが少ない時代だからこその発想だ。

　それでも俺は、人前で堂々と特異魔術を晒さらす気にはなれないな……。

「グリムさん……彼は合格しそうだね。相変わらず凄いなあ」

「確かにそうだな……あの魔術もそうだが、身のこなしもなかなかだ。かなりの戦闘マニアなのかな」

「ははは、ギル君でも少し心配になるのかな？」

　不意に男に話しかけられ、驚いて振り返ると、サイラスがいつもの優男みたいな笑みを浮かべ立っていた。

「サ、サイラス!?　なんでここに……。仕事は？」

「サイラス……サイラス・グレイス!?　ちょ、ちょっとギル君知り合いなの!?」

「あ、ああまあ……」

　サイラスの登場に、周りもざわざわとざわめき出す。

　いや、どんだけ有名人なんだよ……。

「君の晴れ舞台を見ようと思ってね。あと君のことを話したら興味をもった後輩が居たから連れてきたんだが……ちょっとどこかへ行ってしまったみたいだ」

「いや、別に見なくてもいいんだが……」

「ふふふ、わかっているさ。君なら合格は間違いないだろうからね。まあ僕みたいな立場になるとこうやって試験の様子を見て有望な若者を探すのも仕事の一環なのさ」

「暇人だな……」

「そっちの彼女は──いや、言わなくても分かる。ベルベット・ロア……エレナ様の血を引く魔術師だね。いやあ、ギル君は手が早いなあ。ドロシーちゃんの次はベルベットちゃんかい？　村でユフィちゃんが泣いてるぞ」

　サイラスはおいおいと泣きまねを始める。

「うるせえ、そういうんじゃねえよ！　まったく……あんたが居ると気が抜けねえよ……」

「あははは。少しは敬われていると捉とらえさせてもらうよ」

「勝手にしろ！　俺たちはさっさと会場の方に移動しようぜ」

「あ、ちょっとギル君……」

　サイラスが何かを言いたそうにしていたが、俺は強引にベルの腕を引っ張り話を聞かないでさっさと試験の列に向かう。

　くそ、冷やかしに来やがったなあいつ……。







　俺たちは実技試験の列に並ぶ。

　まったく、サイラスの奴……クロに似て厄介な奴だ。

　……クロもこっそり見に来てるなんてないよな？　大丈夫だよな？

　そこで俺に黙って困惑しながらも付いてきたベルが口を開く。

「サイラスさんと知り合いなんて、もしかしてギル君って実はすごい人？」

　ベルが純粋な目で俺に尊敬の視線を送る。

　ドロシーとは大違いだな。

「いやいや、たまたま前に知り合う機会があっただけだから……」

　確かにサイラスが俺の魔術を見てこの学校に誘ったのは事実だけど……それどころか学費まで面倒みてもらってるわけだし……傍はたから見ればサイラスが認めた魔術師って感じだよなあ。

　うーん……そこら辺の細かいところは誰にも言わない方がいいなこりゃ。知り合いってだけでこんな反応されるとは想定外だ。それを言うと大騒ぎになりそうだ。

「ふーん……。でもあのサイラスさんが目を掛けるなんて……やっぱりサイラスさんがギル君に何か感じ取ったんだよ！」

「おいおい、何でもかんでも純粋に受け取り過ぎだろ……。それにサイラスってそんな目を輝かせる程の奴か？　俺にはただの腹黒い優男にしか見えないんだが……」

「とんでもない！　グレイス家といえば名の知れた一族だよ。しかもサイラスさんの一番上のお兄さんは宮廷魔術師として活躍していて、お姉さんは魔術院で天才と言われた才女だよ？」

　そういえば、大分前にサイラスが言っていたことを思い出した。兄弟の中でも出来損ないだったと。それだけ立派な兄と姉の下で育ったという訳か……。

「そしてサイラスさんは史上最年少で騎士団の試験に合格し、あの若さで異形狩りの部隊長を任される人物なんだよ！　そりゃすごい人だよ」

「ふーん……サイラスも相当努力したんだな。エリート一族って訳か。ベルに姉弟はいないのか？」

　すると、ベルはびくっと一瞬体を硬直させる。

　なんだ……地雷でも踏んだか？

　しかし、それもほんの一瞬のことで、ベルはすぐさまいつもの笑顔に戻る。

「一応いるよ、この学校に。三つ上なんだけど……。あの人は本当の天才だから……。私と同じ血が流れていると思えないほどにね。優秀な才能はすべて姉が持って行って、私はそのおこぼれみたいなものだから」

「そんな卑下しなくても……」

「いいの、わかってることだから。……だからこの学校を受験するのは私にとっては挑戦みたいなものなんだ」

　なんだか家族の事情はよく分からないが、ベルと姉ちゃん……何か複雑な関係がありそうだ。何もないところから、ただ一人で魔術を学んできた俺にはよくわからない感覚だ。

　身近に比較される対象がいるっていうのはどういう気持ちなんだろうか。

　するとベルはいつもみたいに照れ笑いを浮かべる。

「えへへ、余計なこと話しちゃったね。とにかく、サイラスさんは凄すごい人なんだよ」

「ふーん……。ま、少しは尊敬の眼まな差ざしを送ってやるか」

「ふふふ、そうしてあげて。まあ、そういう素な反応をしてくれるギル君だからこそ構いたくなるのかもね」

「どうだか……」

　すると、前方の演習場への入り口の方からざわざわと沸き上がる声が聞こえる。

「ん、なんだ？」

　どうやら先ほど試験を終えたグリムがちょうど演習場から出てきたところのようだ。

　この騒ぎよう……まるで有名人だな。

　……いや、魔術界では立派な有名人か。

　自信に満ちた顔で堂々と歩くグリムは、何やらこちらの方をチラッと見ると、一瞬目を見開き、何を思ったのか俺たちの方へ寄ってくる。

「なんかこっちの方来てねえかあいつ……」

「うん……」

　とうとう俺たちの前まで歩いてきたグリムはベルの方を向き、口を開く。

「やあベル、久しぶりだな」

「グリムさん、久しぶりだね」

　え……まさかの知り合いかよ！

「君のお父さんから聞いてはいたけど、やっぱりここを受験していたんだな」

「……うん、挑戦したかったからね。あの家にも私を認めさせないといけないから……。グリムさんもここを受けているとは思わなかったけど」

　グリムは軽く肩を竦すくめる。

「ま、俺はもともとこの学校に興味があったからな。一応学んでおきたいこともあるし……。──っと彼は？」

　グリムは俺の方を見ながらきょとんとした表情を浮かべる。

「ああ、えーっと彼は昨日知り合った人で、ギルフォード君」

　俺は軽く会釈する。

　グリムは値踏みするように俺を上から下まで眺める。

　おいおい、男にジロジロ見られるのは気持ち悪いな……。

「ギルフォード……面白い名前だな。実力はどれほどかは分からんが……」

「ちょ、ちょっとグリムさん、その言い方は……」

　昨日のレンとは大違いな反応だな。

　ま、こいつは名が知れた魔術師側の人間だし、こんなもんか。

「いやいや、気にしないよ俺は。まあどうやら英雄と同じ名前になっちまってるみたいだし、周りが勝手にハードル上げるのは何となくわかってきたよ」

「今までそういう機会がなかったのか？」

「森育ちなもんでね。残念ながら俺の名前を気にするような奴はいなかったかな」

「……なるほどな。まあ俺は名前がどうこうなんて気にしないぜ？　思ったことがつい口から出てしまうタイプでな。気を悪くしたらすまない」

　これは意外だな……てっきり敵視してるもんかと……。

「いや、俺はそういうのニブイからさ、別に気なんて悪くしてないよ。それより、さっきの試験見させてもらったけど、なかなか戦い慣れてんのな。ここを受験するような奴らはみんなあんなに戦い慣れてんのか？」

「いやあどうだろうね。俺たちみたいな家の名前が強いところは指南役の魔術師を雇ってたりするもんだから、俺くらい戦えるような奴はゴロゴロいるんじゃないかな。逆にポッと出の魔術師なんかは戦闘は苦手かもね」

　ゴロゴロねえ……。こいつ程戦い慣れてる奴なんてそういる訳ねえ気がするが……。

　ポッと出という言葉もなかなか危険なワードだが、きっとこれも悪気があって言ったんじゃないんだろうな。

「君は……目を見ればわかる。実戦を重視するタイプだな」

「わかるか？　森では命がけだからな」

「そうか、ますます君に興味が出てきたよ。是非一度手合わせ願いたいね」

「そうだな。お互い受かるように祈ってようぜ。そうしたら嫌でも戦えるさ」

　グリムの目が、真剣に俺を見据える。

　社交辞令……ってわけじゃなさそうだな。

「あっ、ギル君、そろそろ出番くるみたいだよ」

「お、そうなのか」

「じゃあ俺はこれで。ベルもがんばれよ」

「うん、グリムさんもお疲れ様。またね」

　グリム・リオル……か。

　恐らく、俺たちの世代の最強候補といったところか。

　俺と話してる間もチラチラと見てくる奴が多いのなんの。

　間違いなく一番の注目株だろうなあ。それにベルも。

　二大有名人が話してりゃそりゃ注目もされるわな。

「ごめんね、グリムさんが急に絡んで」

　ベルは申し訳なさそうに目を細める。

　この子は……。気が小さい癖に気を遣うタイプとか胃がめっちゃ弱そうだな。

「いや、別になんともないよ。それより、ベルは昔から知り合いだったんだな、あいつと」

「うん、私達みたいな家は結構横の繋つながりが強くてね、親同士が知り合いっていうことが多いから、その縁でね」

「そうなのか。じゃあ、もしかしたら合格者全員知り合いなんてことも……」

「あはは。それはどうかな。私達と同じ年齢ってそんなにいないから、私の知り合いっていう可能性はそんなにないかも」

「まあそりゃそうか。なんにせよ楽しみだな、どんな奴らと同期になるのか」

「さすがギル君だね、もう受かること確信できてるんだ」

　やべ、嫌みったらしくなったか……？

　ベルの表情が少し曇る。

　だめだ、嫌われる！

「いやいやいや！　そういうんじゃなくてな。なんつーか、あー……」

「ふふふ、気にしなくていいよ、自信があるのはいいことだよ」

「そ、そうか……？」

「うん、そうだよ。ギル君なら問題なさそうだね」

「そう言うベルも問題ないだろ？　試験なんてさくっと終わらせようぜ」

　仮にもエレナの子孫なんだ、不ふ甲が斐いない魔術師な訳がない。

「あはは、本当……ドロシーが言っていた通り変わった人だね、ギル君は」

「えっ!?　そんな変わったところあったか？　というかあいつそんなこと言ってたのか」

「ごめんなさい、けなしてる訳じゃないの。ほら、魔術師って見み栄えっ張りな人種でしょ？　ロンドールみたいな一流の学校に通うのって、魔術師みんなの目標みたいなところがあるから。無名の家は何としても名門出の箔はくが欲しいところだし、名家と言われるところはロンドールを卒業して当然みたいなところがあるから……。どちらにしてもプレッシャーは凄いし、競争も激しい。だから、そんな中で神経すり減らしたり、変に力が入ったりするものなんだけど……ギル君はすごい自然体だなって」

　ベルは本当に称賛を送っているようだった。

　その表情は控えめながらも畏い敬けいの念を抱いているのがわかる。

　何かすごい過大評価されてる気がするけど……。

　ただ、ドロシーの言う変わった人というのは、自然体でいるとかそういうポジティブな感想というより、鈍感とかイカれてるとかそっち方面な気がするが……。

「そんな大層なもんじゃねえよ。俺の実力が認められなかったら落ちる、それだけだからな。死ぬわけじゃないし。一手間違うだけでそれが死に直結する……そういうのを求められてる訳じゃないからな。そりゃ気楽にもなるだろ」

　そう、これは戦争じゃないんだ。

　それにまあ、俺の場合落ちたところで森に帰るだけだし、家の名前を背負ってきている他の奴と比べられるほどの覚悟があるわけでもない。

　すると、ベルは一瞬キョトンとした顔をし、すぐにクスクスと笑う。

「本当……敵かなわないなあ。やっぱすごいよギル君は。発想が違うもん」

「発想ねえ…………」

　褒められた……のか？　やっぱり少し発想が古いのかな。

　今の時代に死を覚悟した戦いを意識する学生は少ないのか。

「──っと、そろそろ順番みたい」

　演習場の方から係の人が現れ、ベルを手招きする。

「がんばってこいよ」

「うん……！」

　ベルは小さく頷うなずくと、演習場へと消えていく。

　ベルの自信のなさは筋金入りだな……。試験に引きずらなきゃいいけど。

　とりあえず今はベルの戦いを観戦しよう。




　　　　◇　◇　◇




「始め！」

　ベルが入場してすぐに、戦いが開始される。

　俺はその様子を次の受験生が控えるために用意された席から観戦する。

　辺りを見回すと、審査員と思おぼしき人たちが少なくとも三人はベルの戦いを見ている。

　更に、演習場の観覧席は、グリムの時と同等かそれ以上の人数がひしめき合っていた。

　一般客が入れるわけがないから、これはすべて学校関係者や魔術界関係者……更には別会場で試験を終えた受験生たちも交じっているのだろう。

　それだけ、ベルの戦いは注目されていた。

　こんな人数じゃベルは相当プレッシャーを感じて硬くなっているんじゃ……。

　しかし、そんな俺の心配をよそに、当の本人は試験が開始されてからというもの、明らかにさっきまでよりリラックスした様子を見せている。

　本番に強いタイプなのか、それとも吹っ切れたら強いタイプなのか……。

　どちらにせよ、あそこに立っているのはさっきまでの自信がないベルではなさそうだ。

　さて、じっくり見させてもらうぞ……エレナの残した魔術がどうなったのか。

　魔道人形は不気味な駆動音を響かせながら、ゆらりゆらりと身体を起こす。

　ベルはたじろぐ様子を全く見せず、落ち着いた表情で魔道人形を見据えている。

　エレナだったら考えられない程の我慢強さだな。同じ魔術でも使う魔術師でこうも違ってくるとは。

　あいつだったら相手の出方を見る前に先手必勝で攻め込んでるな……。

　両者が見合ってから数秒、初めに動いたのは魔道人形の方だった。

　魔道人形は強く地面を蹴けるとベルとの距離を一気に詰める。

　最初に見た受験生がやられたのはこの脚力か……あのスピードを捌さばくのは魔術だけを極めてきた奴には無理があるな。

　ベルはその攻撃にひるむことなく魔道人形の突進を軽くいなすと、背後から回し蹴りをお見舞いする。

　魔道人形はよろめきながらもなんとかその場に踏ん張り留まると、右手をベルに向ける。

　くる……魔術だ──。

　次の瞬間、〝ファイア〟の魔術がベルへと放たれる。

　その数、五発……！

　しかし、ベルは一切よけようとせず、むしろ迎え撃つ気のようだ。

「──〝光こう鎖さ〟！」

　きた……!!　エレナの鎖……！

　会場全体が、ベルの魔術の発動に息を呑のむ。

　地面に特異魔法陣が浮かび上がり、眩まばゆい光と共に、その魔術は姿を現す。

　俺にとっては見慣れた、型ごとに微妙に模様が変化するお得意の特異魔法陣。

　長さ、十メートル以上はあろう光り輝く鎖がベルの右手から出現すると、ふわふわとベルを包み込むように周りを漂う。

　その美しい光景に、会場中からどよめきが上がる。

「あれが〝光鎖〟……鎖の魔女……!!」

「エレナ様から代々継承されてきた魔術……すごい……！」

　エレナと同じ、鎖の魔術。

　けれど……俺の知っている鎖魔術とは少し違っていた。

　エレナの鎖は確か七つの型があり、戦況に応じて発動する魔術を変えていたはず……。

　俺がエレナから教えてもらったのはそのうちの一つの型だけだった。

　でもベルのこの魔術はそうじゃない。俺の知っている〝光鎖〟にこんなシンプルな魔術はなかったはず。この千年で魔術が変化したのか！

「はああああああ!!」

　ベルは、発動した鎖を鞭むちのように操り、魔道人形の放った火球の悉ことごとくを叩たたき落とす。

　すごい……完かん璧ぺきに操ってやがる。

　ベルはすかさず鎖を動かす。

　鎖は一気に複数の鎖へと分裂し、別々に行動を始める。

　分裂した鎖は魔道人形の腕や、脚、腰、首へと巻き付くと、そのまま地面へと根を張るように固定する。

「ギギギギギ……ッ!!」

〝ファイア〟発動後の一瞬の隙を衝つかれた魔道人形は、あっという間に鎖で動きを封じられ、指一つ動かせなくなった。

　その余りの鎖の動きの速さ、そして華麗さに、会場からは一斉に歓声が沸き上がる。

　あの動きは……エレナの二の型と五の型だ。

　まさか……あの発動した魔術一つで全ての役割を担っているのか？

　だとすると、あの魔術の魔力消費量はとんでもないことに……。

　エレナは特別魔力が多かった訳ではなかったため、魔術で作り出した〝光鎖〟を長時間維持できなかった。その欠点を補うために、七つの型を用意し、状況に応じて発動する魔術を使い分けていたんだ。

　それをあの魔術一つで全て担うことが出来るのだとしたら、相当厄介な魔術だ。

　エレナの型にはない動きだって恐らく自由自在だろう。

　完全に上位互換の魔術……。ただ千年間ぼーっとしてきたわけじゃねえってことだな、あいつの一族も。

　ベルはそのまま一気に魔力を強め、拘束された魔道人形を鎖で粉々に粉砕する。

　おそるべし鎖魔術……！

　係員が試験の終了を告げ、会場からは歓声が上がる。

「次の方、準備お願いします」

「は、はい！」

　俺は席を立ち、慌てて入り口へと向かう。案内の人に受験票を渡し、奥へと進む。

　中では戦いを終えたベルがちょうど控え室へと戻ろうとしているところだった。

「おつかれ、ベル」

「あはは、本当疲れちゃった。でもこれで少し安心できたよ」

　ベルの顔はさっきまでとうってかわって爽さわやかな表情へと変化していた。

　それだけ手ごたえがあったんだろう。

　戦闘になったら途端に自信満々になるとか、よくわからん奴だな……。

「じゃあ次は俺の番だな。さくっと終わらせてくるわ」

「いってらっしゃい。応援してるね」

　俺は演習場の中央に進む。

　辺りを見回すと、まだベルを観戦していた観客がチラホラ残っているが、明らかにさっきより減っている。

　他の会場にまだ目玉の受験者がいるか、あるいは俺には興味もないか……。

　正面の魔道人形は、さっきベルが破壊したものの代わりに新しいものが置かれている。

　魔道人形は目を赤く光らせると、ギギギっと不気味な音を立てながら起き上がり、戦う構えをとる。

「始めっ！」と開始の合図が告げられる。

　魔道人形は一定の距離を保ち、ゆっくりと動き始める。

　さて、どうしたものか……。

　魔道人形のあの程度のスピードなら、接近戦に持ち込まれてもまあ問題ないだろう。

　ただ、ここは魔術学校だ、そんな勝ち方では合格は厳しいだろう。

　ならば、やはり圧倒的な魔術でさっさと粉砕するのが楽な手段なのだが……特異魔術の類は使いたくない。

　となれば、俺の使用可能な魔術は汎はん用よう魔術に限定されるわけだが……どうやって潰つぶすか。

　見た目は派手だが、与える印象は強すぎず、観客の記憶には残らないが、審査員の目には留まるようにしなければならない。結構難易度高いな！

　俺はさっさと特異魔術で魔道人形を粉々にしたい衝動に駆られるが、必死で抑え込む。

　つーか特異魔術さえ使わなければ問題ないか。汎用魔術なんて誰でも使えて当たり前だし、多少威力が強くても特異魔術を使えないから汎用魔術を極めようとしてるのかな程度の認識で済むかもしれない。

　いや、そうに決まってる！　決定！

　汎用魔術を高火力でぶっ放してこの人形を土に還かえしてやる……！

「ガガガガガ!!」

　俺が脳内会議を繰り広げていることに痺しびれを切らした魔道人形は、激しい駆動音を上げると、勢いよく突っ込んでくる。

　なるほど、一定以上距離を保っている場合は遠距離型の魔術師と判断して接近戦に持ち込むようにプログラムされてるのか。

　なら──

　俺は突っ込んでくる魔道人形の腕をすれ違いざまに掴つかむと、足を払う。

　魔道人形は放物線を描きながら宙を舞う。

　俺はその勢いで魔道人形を地面へと叩きつける。

　そのまま掴んだ腕を離さず、半分ほどの力で魔術をぶち込む。

　まずは挨あい拶さつ代わりの一発……！

「〝サンダーボルト〟──！」

　瞬間、俺の手から放たれた電撃が魔道人形の身体を駆け巡り、雷鳴とともに激しい稲妻が炸さく裂れつする。

　周りの人からすれば、まるで上空から激しい雷が魔道人形に落ちたと錯覚する程の、光と爆発。

　激しい風と土つち埃ぼこりに、俺も思わず目を細める。

　さて、次はどうくる──

　……が、俺の手の中にあった魔道人形の腕は黒く焦げ、ピクリとも動かない。

　それどころか、土埃の晴れた地面では、魔道人形だったものが、ポツンと倒れている。

　あれまさか……これって……。

「……一撃……？」

　まずいな……一撃で終わっちまった……。

　会場中がざわざわとどよめきだす。

「なんだ……？　今雷でも落ちたのか……？」

「ちげえよ、汎用魔術の〝サンダーボルト〟だろ……？　だよな？」

「いや、でもあんな威力……お前出せるか……？」

「いやいや、でも所しよ詮せん汎用魔術だろ!?　特異魔術も使えないんじゃなあ……」

「俺くらいになればあれくらい余裕だよ。騒ぎすぎ」

　まずいな、賛否両論ってところか……。

　汎用魔術一本に絞って複数組み合わせて圧倒する予定が、一発で終わってしまった……。

　──いやいや！　だが、審査員レベルならきっとわかるはずだ。

　魔道人形を一撃で仕留められるレベルにある汎用魔術──これだけである程度の評価は堅いだろう。

　……と願いたい。頼む、俺の力はこんなもんじゃないんだ!!　ぜひ適切な判断を！

　普通に特異魔術使えばよかったか……？　これで落ちたらダセえ……。

　俺はグワングワンとした頭のまま、演習場を後にする。

　受かっているんだか落ちているんだか……不安になってきちゃったよ。

　すると、演習場から出たところで、不意に一人の女性に話しかけられる。

「やあ、見てたよ～。お姉さん感動しちゃった」

　なんだこの人いきなり……。

「はぁ……。誰ですかお姉さん」

「あれ、聞いてない？　私サイラスの後輩。この学校の三年なんだ。あ～君が入学したら四年かな？」

　そう言って女性は軽くウィンクする。

　金髪の長髪をサイドアップにした髪型、際どい露出高めの服……。

　こいつ、ビッチだ──!!

「えっと……あーなんか言ってたかもしれないっすね。……で、何か用ですか？」

「本当無愛想だねえ。サイラスの言う通りだ」

　女性はポンポンと俺の肩を叩く。

「サイラスが凄すごい新人を連れてきたというから見に来たんだけど──どうやらアタリみたいだね。汎用魔術だけであの威力とは恐れ入ったよ」

　そう言う女性の表情は、ただ純粋に楽しんでいる、そんな印象を受ける。

「いや、汎用魔術で受かるもんなんすかね……」

「どうかな～。観客席の人たちはどうか知らないけど、少なくとも審査員は放っておかないと思うよ？　それに……私でも分かったよ。君まだ何か力を隠してるでしょ？」

　その目は、どこか俺のすべてを見透かしているようで、気味が悪い。

　この人……どこまで……。

　とにかく、あんまり信用はしない方がよさそうだ。

「何も隠してないっすよ。……もう行ってもいいですか？」

「もう～つれないなあ！　そんなんじゃモテないぞ！」

　女性はぷにぷにとほっぺたを押してくる。

　こいつ、やはりビッチ……惑わされてはいけない！

「ちょ、ちょっと突つつかないでくださいよ」

　無意識に微妙に口元が緩んでしまう。

「サイラスのところに戻ったらどうですか？　仕事抜け出してまで来てるんだからきっと捜してますよ」

　とりあえずサイラスのところに帰そう。それが一番だ。

　すると女性は不思議なことを言う。

「サイラスが仕事……？　なんだろう。そんな話してたかな？」

　なにやら引っかかるところがあるようで、女性は眉み間けんに皺しわを寄せる。

　が、すぐに吹っ切れたようにパーッと顔が明るくなる。

「ま、サイラスは別にどうでもいいわ。今日は挨拶程度にしようと思ってたからこれくらいにしておいてあげる。……君は確実に受かりそうだしね、また会えそう。同じクラスになれるの楽しみにしてるわよ、チャオ～！」

　そう言って、嵐のように女性は俺の前から消えて行った。

　なんだったんだ……名前も教えてくれなかったし。いやまあ聞かなかった俺も俺だけど。

　サイラスの後輩っていうのなら悪い奴ではないんだろうけど、なんだろうな、一言で言えば胡う散さん臭くさい！

　できれば同じクラスにならないことを祈ろう……。なったら大変そうだ。




　　　　◇　◇　◇




　すべての試験が終了し、俺たちは宿への帰路につく。

「これで試験終了だね。合格できるかどうか今からドキドキだよ……」

「何言ってんのベル！　あんたなら絶対大丈夫だから！　そしてもちろん私も！」

　ドロシーは得意げに胸を張る。

「ま、このバカはどうかわからないけどねえ」

「うるせえよ！」

「そ、そうだよ！　すごかったよ、ギル君の魔術は。底が知れないというか……」

「はー？　何こいつの肩持ってるのよ！　何されたのベル──はッ!?　まさか、惚ほれさせるような魔術でも使われたんじゃ……」

　ドロシーはベルの両頬を軽く引っ張り、こねくり回す。

「いはいよ、ドロヒー……」

「言いがかりだわ！　今日で仲良くなったんだよ。お前と違ってベルはいい子だからな！」

「はーうざっ。私の友達にちょっかいだそうとか千年早いから」

「ちょっかいじゃねえよ！」

　くそっ、めんどくせー女だな……！

「それじゃあ私は宿に一泊して帰るから。じゃあね、ベル。次会うときは入学式だね」

　ベルは少し赤くなった頬を擦さすりながら頷うなずく。

「そうだね。……お互い受かってることを祈ろ。あっ、あとギル君もね」

「おう、ベルなら受かるよ。ドロシーは知らん」

「はいはい、落ちる人に何言われても響かないわ～」

「あはは、仲いいのか悪いのか……。それじゃあね、二人とも。私はこっちだから。また入学式で！」

　そう言ってベルは何度も手を振り、帰っていった。

「あんたもさっさと森に帰りなさいよ。私は宿だから。間違って合格しちゃっても同じクラスはやめてよね」

「俺がクラス決められるわけじゃないんだから、そんな保証できねえよ……。それに俺も一泊するんだが」

「きーっ！　ああ言えばこう言う！　……はぁ、あんたにピリピリしてるの疲れちゃうわ」

　ドロシーは肩を揉もみながらうんざりした顔をする。

「ったく、俺もだよ。じゃあ俺はさっさとお暇いとましますかね。それじゃあなドロシー」

　どうやら最後まで嫌われたままのようだ。

　受かっても先が思いやられるぜ……こいつも受かるかどうかは知らんけど。

「ちょ、ちょっと待ちなさい」

　不意にドロシーが俺を引き留める。

「なんだよ」

「……ま、まあ、この二日間、一緒に頑張ってきたわけだし……初日のこともあるし……。最後のごはんくらい一緒に食べに行きましょうよ」

　ドロシーは顔を背けたままそう口にする。

　こいつ……ツンデレかよ！

　しかし、その表情は紛れもなく勇気を出した表情で……。

　こいつなりに、この二日間とか、助けられたときのことを気にしてんのかな。

「……そうだな、飯でも食いに行くか。俺この辺り初めてだからいい店紹介してくれよ」

「当たり前！　私が主導権握ってるんだからね。さあ、さっさと行きましょ！」




　　　　◇　◇　◇




　ロンドール魔術学校の試験から一か月──。

　俺はサイラスの家にやっかいになっていた。

　サイラスが外へ出る仕事（あのサイラスの後輩の言うことが正しいのなら仕事かどうか疑わしいところだが）でしばらく家に帰らない時期は、例によって外泊を余儀なくされていた。それでも、俺にとっては割と快適な暮らしだった。

　ロンドールの街にも慣れてきて、一人でいろんなところに行った。

　特に気に入っていたのは、ロンドール大図書館だ。

　魔術学校が出資してできた図書館らしく、その蔵書量はかなりのレベルだった。

　暗黒時代以前の魔術書なんていう超貴重なものは流石に存在しなかったが、中でも俺が楽しく読んでいたのはそれ以降の魔術の歴史だ。眠っていた間の知識は知らないこともちょこちょこあり、読んでいて良い暇つぶしになった。

　試験の日以来、ドロシーやベル、レンやグリム等、知り合った受験生に会うことはなかったが、代わりに最終日に話しかけてきたサイラスの後輩とかいう女の先輩が、頻繁にサイラスの家に来てはちょっかいを掛けてきた。

　彼女の名前はホムラ・エメリッヒ。ロンドール魔術学校の三年生。

　その実力は相当高いらしく、魔術学校でもトップレベルだという。

　しかも、次期クラス長だとか……。もしホムラさんの下に付くことになったら何かと面倒ごとが多くなりそうだというのは、嫌という程理解できてしまった。

　最初こそあのビッチ先輩だ！　と俺の男心がウキウキとしていたが、次第に内面を見られているようなその不気味な視線と言動に、俺の全神経が関わると面めん倒どくさいぞと警告していた。

　頼むから学校では距離を置きたいところだが、俺の第六感がきっと同じクラスになるぞとも告げていた。

　まあ、何はともあれ、そんなホムラさんとの会話に始まり、図書館での読書や街の散歩など、ロンドールでの生活は俺にとって羽を伸ばせるいい機会となっていた。

　都会の生活も悪くないな。と呑のん気きに楽しんでいたそんなある日のこと──。

「やあギル。寂しかったか～？　よちよち」

「頭を撫なでるな、鬱うつ陶とうしい！」

　うっぜえ～～！　本当こいつ俺が目覚めてから母親面するようになりやがって……！

「おいおい、久しぶりに会ったというのに……なんだいその顔は？　私の顔を忘れてしまったのかな？」

「クロ……はぁ、わざわざ来なくても良かったのに。何しに来たんだよ」

「ははは、そう邪険にしなくてもいいじゃないか。私もちょっとカリストに用があってね」

「カリスト……港町か。また珍しいな」

「まあね。ちょうどその途中だったから寄ってみたんだが……元気そうで安心したよ」

　クロはコーヒーを啜すする。

　ここはロンドールの街の一角にある人気のカフェ。そのテラスで俺とクロは久しぶりに顔を合わせていた。相変わらずのクロの神出鬼没っぷりだ。

「そりゃ試験受けた以外なんもしてねえからな」

「そうだけどさ。君の場合千年もブランクある上に、目覚めてからは人と関わりが殆ほとんどなかったからね。誰かを怒らせてないといいけど」

「遅いんだよなあ……」

「？」

　既に一名、俺のことを頭がイカれた奴と考えている奴がいるんだよなあ。

　まあ、会った当初に比べれば大分落ち着いた気はするけど……。

「ま、とにかく、合格おめでとうだ。これで晴れて君も学生の仲間入りというわけだ」

　そう、俺はロンドール魔術学校に無事合格した。

　数日前、使いのカラスが魔術学校から俺の下へ現れたのだ。

「本当よかったよ。ま、わかってたけどな」

「これで失った青春を謳おう歌かできるな、ギル」

　クロの表情は、とても優しく、慈愛に満ちているようだった。

「……そうだな。前にクロが言ってたっけな、失った十代を取り戻しても誰も文句は言わないだろうって」

「そうそう。少なくとも私は君の味方だからね。人間には微み塵じんも興味はないが、君は別だ、あの時からね。──君が学校に通うことで青春を取り戻し、そしてそれが少しでも糧になるというのなら私は賛成する立場にあるのさ」

「もう決意は固まってるよ。……エレナの子孫にも会ったし、面白そうな魔術師も沢山いるし。……うん、これから楽しみだよ」

「うんうん、いいねえ。出会いこそ青春の醍だい醐ご味みだ。……と人間が言ってたぞ。──ま、そいつらが受かってるかなんてわからないけどな」

　クロは妖あやしい笑みを浮かべる。

　本当悪趣味な奴だな。

「私は陰ながら君を応援させてもらうよ。……くれぐれも、突出した力は誰にも見せるんじゃないぞ」

「わかってるよ、だから試験だって大分セーブしたし」

「本当にわかってるのかねえ……。この魔術の後退した時代に君の戦争を戦い抜いた力はあまりにも危なっかしすぎる。──精々利用されないことだね」

「千年前と同じ過ちは犯さないさ。それに、いざとなったらクロが助けてくれるんだろ？」

　すると、クロはきょとんとした表情を浮かべる。

　そして押し殺すようにくっくっくと笑う。

「笑わせるなよギル。君の心配をすることがあっても、君に力を貸すことはないさ。我々吸血鬼は中立だからね。君をあの森で世話したのはただの恩返しだ。そんな加勢は期待しないことだ」

「冗談だっつーの、吸血鬼の力を借りるなんて馬鹿げた事しねえよ。それに俺に勝てる魔術師なんてそういないだろうし、たとえ力がばれても利用なんてさせないしな」

「どうだかねえ、あんまり驕おごり高ぶっていると足を掬すくわれるぞー。……ま、なんにせよ楽しみだ。君の青春が輝かしいことを祈っているよ」

「おう。──で、クロのカリストでの用事ってなんなんだ？　また吸血鬼絡みか？」

　クロはあの森で一緒に住んでいたころも、ちょくちょく吸血鬼たちと連絡を取っていた。

　クロの用事といえば、基本は吸血鬼絡みだ。これ、絶対。

　──しかし、クロが口にした話は、予想を裏切るものだった。

「いや……ちょっとばかりへまをした吸血鬼仲間の尻しりぬぐいをしなくちゃいけなくなってね……。まったく、あのバカたちの人使いが荒いのなんの。というわけで、私は少しばかりカリストに潜入して一般人として暮らす予定さ」

　確かに吸血鬼絡みだけど……潜入ってことは接触する相手は人間……？

「いいのかよ、人間と接触するなんて。確かしばらく流血沙ざ汰たは禁止されてるんじゃなかったか？　結局五年前から解除されてないよな？　下手に動いていいのかよ」

　クロは大きくため息をつきながらぐーっと身体をそらし、両腕を伸ばして伸びをする。

「しょーがないでしょー、集会でそう決まっちゃったんだから。ま、私に限ってへまはしないからね。……というわけで、私も新生活というわけだ」

「……ふーん、まぁあんま目立つことすんなよ。目撃者は皆殺しにすればいいやとか、今そういう時代じゃねえんだから」

　そう、そういう時代ではないのだ……。

　なんてったって、悪人を殺そうとしただけでドロシーにドン引きされる時代だからな。

　クロはウィンクする。

「わかってるよ。ま、お互いがんばろうじゃないか」

　そうしてクロは俺に別れを告げ、カリストへと旅立っていった。

　吸血鬼の件は気になるが、クロのことだ、問題はないだろう。

　俺は俺のことに専念しよう。

　クロはああ言っていたが、きっとグリムとレンは受かってるだろうな。

　ベルもあの実技なら絶対に受かってる。ドロシーは……あのプライドの高さ、頼むから受かっててくれないと俺が八つ当たりされそうだ……。

　ロンドール魔術学校……青春か──。

　何となく、これから始まる学生生活に、心がワクワクする。

　すべてが初めての体験だ。一体どんな事が待ち受けているのか。

　……何はともあれ、入学すればわかることだ。

　なんてったって、俺はもうロンドール魔術学校への切符を手にしたんだからな。
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　秋──。

　夏にあった試験を無事に終え、長かったサイラス家での生活も終わり、とうとう今日、俺はロンドール魔術学校へ入学する。

　千年前、俺が体験することが終ついぞ叶かなわなかった学校生活……クロに言わせれば青春というやつを、これから謳歌できるのかもしれない。

　そんな呑気なことを言ってはいても、ここに今日受かった同期たちは皆青春を謳歌だ！　なんて言って遊びに来た訳ではなく、真剣に魔術師として高みへ上るためにいる訳だ。

　初めからそんな温度差のある俺は果たして無事生活していけるのか……若干の不安はあるけれど、魔術が好きという気持ちは一緒のはずだ。きっと何とかなるだろう。うんうん。

　大講堂には生徒たちが制服姿で並ぶ。

　男子の制服は青い生地に、黄色の装飾が施されたジャケット。中は白いシャツに赤いネクタイ。下は黒いパンツに、黒いブーツが鈍く光る。

　一方女子の制服は、同じく青い生地で丈は胸の下辺りまで。白いシャツに赤い蝶ちようネクタイ。可愛らしい黄色いスカートがひらりと揺れる。

　壇上に立つ髭ひげを蓄えた老人……学校長のユドモア・マーリンが、俺たち新入生に向けてご高説を垂れている。

　それを左右に挟むように並ぶ先生たちも、眠るまいと気を確かに持つ為か、険しい顔をしてマーリン学校長の話に耳を傾けている。

　しかし、これだけ広い大講堂で学校長の言葉だけが響くというのは、どうにも寂しい感じがする。

　──いや、それ以上に寂しさを感じさせるのは、新入生の側にあった。

　試験の時、俺たちは三十名の合格者が出る……そう聞かされていたのだが、さっきから何度も数えているが、全部で十八名しかいない。

　これは遅刻しているとかそういう感じだろうか？　いや、それにしても十二名が遅刻なんてあり得ないし……。ということは、ここに居る人数で全員、ということなんだろうか。

　後ろの方には、俺たちと同じ制服を身に纏まとった生徒たちが並んでいるが、襟の左側に付けているバッジから察するに、二年生以上の上級生達だろう。

　つまり……今年の合格者は十八人だけだった、ということだ。

　チラッと見た感じ、ドロシーもベルベットもいるみたいだ。

　あと、あの背の高いのはレンだろうし、あっちの奴はグリムか。

　なんてことを考えていると、学校長が「今年の新入生は」と話し始めるのが耳に入る。

「今年の新入生は全十八名じゃ。皆、少ないと思うかもしれんのう。しかし、毎年三十名の定員が埋まることはまずないのじゃ。去年も十八名、一昨年は十五名。……それだけ狭き門をくぐってここにいるということを、皆、肝に銘じてほしい」

　学校長は、そう言いながら穏やかな笑みを浮かべる。

　蓄えた髭を撫でながら、今にもホッホッホと笑いだしそうだ。

　つまり、あの試験で合格の水準に達していた魔術師はここに居る奴で全部だという訳だ。

　なんとも狭き門をくぐったな……今考えればゾッとするぜ……。

　そんなこんなで入学式もつつがなく終わり、残すはクラス分けのみとなった。

「それではこれより、クラス分けを発表します。名前を呼ばれた生徒はクラス代表者について寮へと向かってください」

　とうとう来たか……。

　俺たちは固唾を呑のんでクラスの発表に耳を傾ける。

　クラスは全部で三つある。

　カラスを紋章とした「コルニクス」。

　フクロウを紋章とした「ウルラ」。

　ヘビを紋章とした「アングイス」。

　これら三つのどこかのクラスに生徒たちは属し、これからの学校生活を共にするのだ。

　まずはコルニクスから発表され、名前を呼ばれた生徒たちが席を立ち、クラス長について大講堂を後にする。その中にはグリムの姿もあった。

「では次。ウルラクラス」

　女性の先生は、手元の資料を一枚捲めくる。

「読み上げます。──ギルフォード・エウラ、ドロシー・ゴート、ベルベット・ロア、ミサキ・ニカイドウ、レン・アウシュタット、ロキ・ポートマン。以上六名」

　来た、ウルラ……梟ふくろうのクラスか！

　俺たち六人は一斉に立ち上がる。

　ドロシーと目が合う……が、フンとすぐさまそっぽを向かれる。

　まったく、全然変わってないな……。

　一方で、レンやベルは久しぶりの再会に目を輝かせてくれた。

　やっぱこいつらはいい奴だな。

　俺たちは先生の指示に従い、クラス長の下へと歩いていく。

「やあ、お疲れ様だよ～。私がウルラのクラス長、ホムラ。これからよろしくね」

　ホムラ……ホムラぁ!?

　俺は驚きの余り、「エッ」と素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう。

　クラスの連中が一斉に俺の方を向く。

　まさか本当にこの人と同じクラスになるなんて……俺の第六感が怖すぎる。

　ホムラさんは俺に気付きウィンクをするが、まだ式典の途中という事もあり、しーっと唇に指を置く。

　私服ではビッチ感がすごかったホムラさんだが、制服を着ているといくらかましに見える。

　ただ一方では、ぎゅうぎゅうに詰められた胸が余計にセクシーさを際立てていると言えなくもない。だが、女子の制服の下はスカートでそれが逆に色気を抑えておりトータルでバランスがとれていると感じるのは不思議なものだ。

　ホムラさんは俺たちの方を見ると楽しそうに手招きする。

「さ、寮へ向かおうか」







　俺たちが案内されたのは校舎から少し離れたところにある四階建ての建物だ。前には広場があり、寮の入り口にはベンチが四つ程並んでいる。

　ここにウルラの生徒全員が住んでいるらしい。

　とりあえず誰がどの部屋かは寮の管理人に聞かないといけないということで、ホムラさんが確認しに行ってくれた。

　その間俺たちは一階の談話室のソファーに腰を下ろし、お互いの顔を初めてじっくりと見た。

「は～もうなんでクラスまで一緒なのよ!!」

　ドロシーはこの世の終わりかという表情で頭を両手で抱え込む。

「受かってたのでさえ半信半疑だったのに……本当厄日だわ……」

「ちょ、ちょっとドロシー……」

「いいんだよベル……俺、慣れてるからさ……。それになんか久しぶりのこの感じにちょっと懐かしさを感じるわ」

　相変わらずのドロシー節に俺は実家に帰ってきたような安心感を覚えてしまったのだ。

　完全に調教されてるな俺。

「気持ち悪いこと言わないでくれる!?　私はあんたの実家じゃないから！」

「この子らがギルが言ってた知り合いか～。かわいい子たちじゃないの！　よろしくな～」

　レンはフランクな感じでベルとドロシーに握手を求める。

　こいつ、最初会ったときも思ったけどめっちゃコミュ強だよな。

「よろしくお願いしますね、ベルベット・ロアです」

「はぁ……私はドロシー・ゴート、よろしくね」

　レンはうんうんと笑顔で強く頷うなずく。

「俺はレン・アウシュタット！　いやーいいねえ！　やっと実感が湧いてきたわ～」

「そうだなあ。校舎の中まで入ったらさすがに嫌でも実感してくるわ」

　俺とレンはお互いにウンウンと強く頷き合う。

　その様子を見てドロシーは更に頭を抱える。

「ギルと仲良さそうなあたり同類な気がしてしょうがないわ……。バカは一人で十分だから頼むからレンはまともでいて頂ちよう戴だいね」

「酷ひどい言いようだな……」

「ギルはドロシーに大分嫌われてんなあ。……してそっちの二人は？　自己紹介くらいしとこうや、これからずっと一緒だしな」

　レンは座っている残りの二人に自己紹介を促す。

　最初に口を開いたのは女の子の方だった。あっさりした顔立ちの黒髪の少女だ。

「あっ、じゃあ私！　私はミサキ・ニカイドウ。ミサキでいいよ」

「へえ、結構珍しい名前ね。外から来たのかしら」

　ミサキは頭かぶりを振る。

「違うの、お父さんは外からの人だけどね。生まれも育ちもこの国よ。今からこの六人でがんばっていくのね！　凄すごい楽しみ！」
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「ミサキちゃんか！　よろしくな～！」

「よろしくお願いしますね」

「最後、そっちの金髪のあんたは？」

　金髪の男は面めん倒どくさそうにこちらを睨にらむ。

「……馴なれ合う必要があるのか？　自己紹介したいなら勝手にすればいい」

「こわっ」

　おうおう、いきなりインパクト強い奴きたな。

「で、でもほら、これから一緒な訳だし……」

　恐る恐る声を出したベルだったが、男はどこ吹く風でそっぽを向く。

　すると、カチンときたのかドロシーが声を張り上げる。

「ねえ、あんた一人に輪を乱されたらたまったもんじゃないのよ。もうこっちはギルとレンでバカな男は揃ってるんだから、頼むからまともな男だということを証明して頂戴、本当お願い」

　ドロシーは両腕を組んで一歩も引かない姿勢を見せる。

　レンは俺の肩に腕を回すと耳打ちする。

「お、おい……このドロシーって子ちょっと怖いんだが……」

「心配するな、ずっとこの調子だ。多分、この先もな」

「えぇ……」

「そこ、五う月る蠅さい！　さ、自己紹介して。ここで時間無駄にするのはあんたも面倒でしょ」

　すると男は深くため息をつき、気け怠だるそうに身体を起こす。

「ちっ……。──ロキ・ポートマン。お前らと馴れ合うつもりはない。以上だ」

「私はドロシー・ゴート。こっちは親友のベルベット・ロア、あっちの馬鹿はギルフォード・エウラ。これで全員かな？」

「さらっと馬鹿って説明するなよ、傷つくな」

「ふん……ギルフォードね」

　ロキの鋭い視線が俺に突き刺さる。

　うわーこれまたいろいろ勘繰られているやつだ。

「へーいい名前だね！　かっこいいな～私なんてミサキだよ。珍しすぎてやんなっちゃう」

「そうかな？　私は可愛いと思うけど……」

「ありがとう、ベルちゃん！」

　この六人で共同生活か……ここに上級生の先輩達も入れたら大変なことになりそうだ。

　俺は千年前のあの大戦での共同生活しか経験したことがない。

　魔神を殺す……そのたった一つの目的の為に集まった同志たちとの共同生活だ、不平不満は出ても、常に意思疎通は取れていたが……。

　目的も何もかも違うこいつらと同じ檻おりに入れられて、果たしてうまく生活していけんのかな……さっそくロキが輪を乱しそうだし。──ま、それも楽しみの一つか。







　それからホムラさんが帰ってきて、ウルラの寮を案内してもらった。

　俺たちが自己紹介をしたのが談話室で、冬用の暖炉を囲むように三つのソファーと長いテーブルが置かれている。

　螺ら旋せん階段を上がった二階から上は上級生の部屋が続いている。

　階段を中心に左が男子棟、右が女子棟に二分されている。

　俺たち一年生の部屋は階段の横の細い通路を少し行ったところにあった。

　全部で１０１から１２０までの部屋があり、１０１から１１０は男子部屋として左側通路の奥に、１１１から１２０は女子部屋として右側通路の奥にある。

「男子は１０１がギル、１０３がレン、１０５がロキ。女子は１１１がドロシー、１１３がベルベット、１１５がミサキね。隣同士は何か音が聞こえて嫌でしょ？」

　部屋は一人一部屋用意されているようで、中には簡易のベッドと机、テーブル、本棚など一通り生活できるものは備え付けられていた。

　正直二人部屋なんかも覚悟していたが、一人一部屋とは予想外で嬉うれしい限りだ。

　ホムラさんは部屋を眺める俺に声を掛ける。

「ギルは前住んでた家より広くて快適なんじゃない？」

「まぁあいつの家に比べればそうですね……何か狭い部屋に詰め込まれてたし……」

「え!?　あんたホムラさんとも知り合いだったわけ!?　一体どうなってんのよ……」

　ドロシーは眉み間けんに皺しわを寄せる。

「いや、たまたまだよ。サイラス繋つながりというか……」

「そそ！　私達の仲だからねえ～」

　ホムラさんは俺の腕を強引に引き寄せて腕を組む。

　胸が……！

「ギルあんた……」

「ギル～！　羨うらやましすぎるぜお前！　ホムラさんと知り合いの上に私達の仲ってなんだよ気になるな！」

　ドロシーの呆あきれた視線と、レンの羨せん望ぼうの眼まな差ざしが痛いくらい同時に突き刺さる。

　はあ、やっぱり面倒くさいことになった……。

「ホムラさん、ちょっとからかうのはやめて早く案内してくださいよ」

「もうー、照れちゃって。やれやれ、続けますか」

　ホムラさんは俺から離れると引き続き先へ進む。

「食事は談話室の奥の食堂でとってね。食費は学費に含まれているからたらふく食べな～」

「よっしゃ～やったね、俺たち育ち盛りだからなあ。なあ、ギル！」

　レンは笑顔で肩を組んでくる。本当フレンドリーな奴だ。

「レンはもう十分デカいから育たなくていいだろ」

「いやいや、魔術師はインパクトが大事よ？　二メートルは欲しいと思ってたんだよねえ」

「いや、デカすぎだろ……二メートルの三つ編みお下げとか怖すぎ」

　こいつは本当どこを目指してるんだろうか……。

「あとトイレとシャワー室はあっちね。シャワー室は男女別だけど、覗のぞこうとするんじゃないわよ～男子」

　ホムラさんはニヤニヤとしながら俺たちを見る。

「特にギル！　君は前会ったときも目がいやらしかったから……」

　ホムラさんが胸の前に手を当てくねくねと身体をくねらす。

「本当あんたって……」

「誤解だ!!　やめてくださいよ!!」

「あはは。まあざっと寮内はこんなものだね。他に知りたかったら都度聞いてちょうだい。私は４１２号室だから。じゃあ後は──」

　ホムラさんは談話室のソファーにどかっと腰を下ろす。

　俺たちもそれを囲むように座る。

「この寮の規則についてだね。正直ルールらしいルールなんてほとんどないよ。本当に自由なのよね。門限なんかもないし、まあそれだけ過去の卒業生たちが優秀だったってことね。──あっ、あと強いて言うならイベントは楽しむこと、かな」

「イベント？　何かあるんですか？」

「そうねえ、クラス対抗の競技祭なんかもあるし、寮内でもウルラ杯なんかを生徒たちで主催したりもしてるわ。クラスを超えたクラブ活動みたいなのもあるし。ほら、あそこの掲示板を見てみて」

　ホムラさんが指を差した掲示板には、大小さまざまな紙が貼られている。

　よく見ると、そのどれもがイベントや集会、クラブの勧誘チラシだ。

「ああやって人を集めたいときはあの掲示板に好きに貼るのよ。審査とかないから好きに使ってくれていいわよ」

「へ～結構面白そうじゃない。魔術の討論会とかないわけ」

「ドロシーはまじで勉強のことしか考えてないな、もっと遊ぶとかあるだろ」

「何言ってるのよ！　努力こそ最高の遊びでしょうが！　自分の糧になることだけを突き詰めていくのが私のポリシーよ」

「うえー堅苦しい奴だ……」

　まったく、ドロシーのまじめさには驚かされる。ここまで努力好きだとはな。

「よし、とりあえずこんなものかしら。明日はガイダンスで校内の案内とかされるだろうから、期待してて。それは私じゃないけどね。じゃ、今日はもう部屋に入って自由にしてていいわよ～」

「「「はーい」」」

　こうして、ホムラさんによる寮案内は終わった。







「よし、こんなもんか……」

　とりあえずツリーハウスから持ってきていたものはあらかた置き終わったな。

　この時代にあっても不自然じゃない本や衣類、羽根ペンやインク、適当にサイラスに押し付けられた小物数点。

　こぢんまりとした部屋で、ベッドもそこまで悪くない。むしろ快適だ。

　なかなか高価なはずの魔道時計も各部屋に一個ずつ取り付けられており、いつでも時間を確認することができる。

　今日からここで生活するのか。

　クロの作ってくれたツリーハウスも良かったが、ここも悪くない。

　とその時、コンコンとドアがノックされる。

　誰だ……？

　はっ、まさかツンデレドロシーが一緒に寝ようとか……？

　いや、ホムラさんが際どいネグリジェ姿で訪問という可能性もある……。

　どちらにせよ、これはラッキーイベント……!!

　俺は内心うっきうきしながらも恐る恐るドアを開ける。

　しかし、俺の期待は見事に裏切られる。

「よっ」

「…………レン……」

「おいおい、露骨に落ち込んでくれちゃって～、女子だと思った？」

「思ってねえよ！　……で、何か用か？」

　思ってたわバカたれが。

「いやあ、暇だったから来ただけでな。おー結構片付いてるな。物が大分少ないけど……」

　そう言いながらレンは辺りをキョロキョロ見回す。

「は？　だいたいこんなもんだろ？　お前の部屋はどうなってるんだよ」

　その言葉を待ってましたと言わんばかりに、レンは俺を連れて１０３号室へと入る。

「お……おまえ……まじか」

「どや？　結構ええやろ？」

「いいっつうか……」

　レンの部屋は、まさに思春期の少年の部屋という感じだった。

　誰かもわからん水着を着た女性のポスターだったり、杖つえを持った若い男のポスターが何枚も貼ってある。机の上は早くも本でぐちゃぐちゃになっていて、クローゼットからは服がはみだしまくっている。

「おいおい、実家じゃお手伝いさんにやってもらってたから掃除出来ねえとかじゃねえよな？」

「うちはそんな金持ちじゃねえよ。いいだろ？　なんか生活感あって」

　そう言ってレンはベッドに大の字になる。

　レンの大きさだと本当に足までがギリギリ入るといった感じだ。

「ま、まあいいんじゃねえか？　俺も何かやることあったらこの部屋に来させてもらうわ」

　こっちの部屋は汚しても罪悪感なさそうだからな。俺の部屋は綺き麗れいに保たせてもらおう。

「お！　いいじゃんいいじゃん、好きに来てくれよ！　あっ、ロキのところも行くけどくるか？」

「んーいや、俺はいいわ。あんま距離感も分かってないんだからしつこくするなよ。関係こじれるとか面めん倒どくせえから」

　ま、こいつなら仲良くなってしまいそうだが……。

「わかってるよ。んじゃあな」

「おう、おやすみ」

　俺は自分の部屋へと戻る。

　明日は校舎内の案内だとホムラさんが言ってたな。楽しみだ。
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　翌日、朝食を食べた後ウルラクラスで集合し、事務員のミサさんの先導で学校の案内が始まった。

「こちらが大講義室になります。試験の時に利用した方もいるかもしれませんね」

「おー懐かしいなあ。ギルと会ったのもここが最初か」

「あったなそんなことも」

　ここ本館は講義室が密集していて、各授業によって使い分けられるようになっていた。

　また、上層階には先生として雇われている魔術師たちの部屋があるらしい。

　基本的には螺ら旋せん階段を使用して上がっていくのだが、本館の一室には転移ゲートが複数台設置されており、五階より上の階へは一瞬で移動できるようになっていた。

「転移ゲートがあるの!?」

　ドロシーは興奮した様子で声を張り上げる。

　転移ゲートと言っても最大移動距離は精々五十メートル程度で、こういった短距離の使い道以外に使用するのは難しい。

　触媒が必要だったり、ゲートが一個だと何の意味もなさなかったり、製造がそもそも難しすぎたりと、いろんな面でネックとなることが多すぎるのだ。

　千年前の俺の時代でもこういった転移ゲートは似たような使い方しかできなかった。

　いつでも自由にどこへでも行けるような、そんな魔術が使えるようになれば……と考えたこともあったが、俺の知る限りこの世界が始まってからそんな便利な魔術が存在するということは耳にしたことがなかった。

　他にも、ミサさんはいろんな部屋を案内してくれた。

　植物学のためのビニールハウスや、闇魔術の講義室、広々とした中庭や、実技試験でも使った演習場。この広い敷地内に、所狭しと施設が並んでいた。

　ドロシーはもちろんのこと、ベルやミサキもキラキラした目で辺りを観察していた。

　本館の他に俺たちが暮らす寮が三棟あり、他に職員用の寮も完備されている。

　とにかく全校生徒の数に比べて学校自体が大きすぎるが、もしかしたら過去にはもっと沢山の生徒が在籍していた時期があるのかもしれない。

「こちらは図書館ですね」

「おー……」

　それは演習場の裏を少し行った先、人ひと気けの少ない場所にぽつりと建っていた。

「街にも図書館はありますが、蔵書量は圧倒的にこちらの方が多いです。特に魔術系は比較にならないかと」

「そんなに多いんですか？」

「はい、暗黒時代以前の書物もいくつか保管されています。中に入ってみましょうか」

　ミサさんはドアを開けて中へと俺たちを案内する。

　中は静かで涼しく、どことなく荘厳な感じがする。

　図書館には所狭しと書架が収容されていて、その場ですぐ読めるようにテーブルが設置されたスペースが確保されている。

　天井は吹き抜けになっていて、螺旋階段を上がると二階も本でいっぱいだ。

「図書館の利用は学校関係者に限られています。手前が一般書籍のコーナー。魔術系の書籍は奥になります」

「へ～すごく多いわね……暗黒時代以前の書物はすごい気になるわ」

「そうだね……。うちより多いかも……」

「いや、ベルの家の図書室がここと比較できるレベルなのがビビるんだが…」

　どんだけデカいんだよベルの家は！

「ここら辺が魔術関連の書籍棚になります」

「へえ、この辺が……」

　確かに、結構古い物から最新の物まで魔術関連の書物が大量に並べられている。さすがに俺の家に……というかツリーハウスにあるようなウガンの書だったりは見当たらない。サイラスが言っていたようにあれは貴重な書物のようだ。

　もちろん、一般の書物に比べれば圧倒的に少ないが、それでも街の図書館とは比較にならない量の魔術書が揃っている。

　皆も先ほどまでとは目の色が変わり真剣に本棚を眺めている。

　とその時、俺は微かすかに魔術の痕こん跡せきを感じ取る。

　しかも何か……邪悪な──悪意の込められた痕跡を。

「ん、どうしたギル？」

「急に怖い顔してどうしたの？　具合悪いの？」

　レンとミサキが心配して不安そうな顔で俺の顔を覗のぞき込む。

「いや……」

　何だこの感じ……誰も気付かないのか？

　明らかにおかしい。

「……ミサさん、ちょっと聞きたいんだけど……」

「はい？」

　本棚に手を伸ばしていたミサさんは俺の声に振り返る。

「この図書館って……何かあるんですか……？」

　ミサさんは眉まゆを顰ひそめる。

「何か……ですか？　見ての通り書籍が沢山ありますが──」

「いや、そういう意味じゃなくて、何か魔術的なものなんですが……」

　するとミサさんは困ったようにため息をつくと、肩を竦すくめる。

　周りの皆も、不思議そうに俺を見る。

「……さあ、特に何もないんじゃないですか？　魔術学校ですし、魔術の痕跡なんて至る所にありますよ」

「いや、だからそういう普通のじゃなくて……」

　しかし、ミサさんの顔はそれ以上追及しても無駄だと察してしまう程、無表情に落ち着いていた。

「……いや、すいません。何でもないです」

「そうですか。まあここは魔術書の棚ですからね。何か感じてもおかしくないですよ」

　ミサさんはニコっと微笑む。

「まったく。バカなんだから慣れないことするんじゃないわよ。学校に魔術の痕跡があるなんて当たり前でしょ」

「何か感じるかあ？　俺にはわからねえな。何も感じねえよ」

　そう言ってレンが俺の肩をポンポンと叩たたき軽く笑う。

「まあまあ！　気になったら質問するのはいいことだよ！　私はいいと思う」

　ミサキがニッコリとした笑顔で俺を慰めてくれる。

　はあ、ミサキもめっちゃいい子だな……。

「では次の施設いきましょうか」

　それにしても……この感じは何なんだろうか。普通の魔術の痕跡とは明らかに違う。

　何か……作為的なものを感じる。他の奴らが感じ取れないほどの微量な痕跡……。

　俺は図書館に何かありそうだとは思いつつも、それ以上詮せん索さくはしないことにした。

　何かあるのなら、いずれ分かることだろう。

　不思議には思うが……歴史のある魔術学校だし何があってもおかしくはない。
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「はあ、もうくたくた……」

　ドロシーは談話室のソファーにどかっと座り込む。

「早く魔術の勉強がしたいのに……」

「嫌でも明日から授業が始まるだろ」

「嫌でもってなによ！　願ってもないでしょー……」

　ドロシーは天井を見上げながらぶっきら棒にそう口にする。

　長い校内の案内が終了し、俺たちは寮へ戻ってきた。

　最初こそ目新しい施設や最高峰の魔術学校に皆目をキラキラさせていたが、あまりのその広さに後半はみな疲れの色が色濃く出ていた。

　結局丸一日も掛かってしまった。

　他の皆は寮に戻るやいなや部屋に戻り、それぞれのんびりと過ごしている。

「……そういえば、図書館でのあれ、何だったのよ？」

「図書館？」

　ドロシーは前かがみに座り直すと、真剣な眼まな差ざしでこちらを見る。

「魔術の痕跡がどうとか言ってたでしょ？　みんなそんな気にしてなかったけど……。私は魔術の痕跡なんてまったく感じられなかったんだけど」

「いや、そのままの意味だけど……」

　ドロシーは苦い顔をする。

「なによそれ、皆にはわからなくても俺には魔術の痕跡がわかるんだーって？　何なのよもう……あんたにそんなのわかるわけないじゃない！」

　えぇ……何かご機嫌斜めなんだけど……。

「んだよ……しょうがないだろ。感じたんだから」

　ドロシーは何とも複雑な顔で、眉み間けんに皺しわを寄せる。

　が、何かを諦あきらめたかのように軽くため息をつく。

「……ごめん」

　今度は急に謝った！　大丈夫かよこいつ……。

「どうしたんだよ、どっか調子悪いのかよ」

「ううん……。はぁ、私何やってんだろ。せっかく最高峰の魔術学校に入学できたのに……。自分の理解できないことが起こるなんて当然なのに……私は……」

　下を向き、ぐっと拳こぶしを握る。

　何か焦ってるのか？

「どうしたの、図書館の話？」

「「!?」」

　不意に声を掛けられて、俺とドロシーの身体がびくっと跳ねる。

　声の主はいつの間にかソファーに座っていた眼鏡の少女だった。

「えっ……いつから……!?」

「わからない……」

「あっ、ごめんなさい……私よく影薄いって言われるから。実はずっといたんだけど……」

「「ずっと!?」」

　思わずドロシーとハモる。

　嘘だろ……全く気が付かなかった。

　少女は申し訳なさそうにはにかむ。

「あはは……盗み聞きするつもりはなかったんだけど……」

「いや、すいませんこっちこそ気付かなくて……」

「いいのいいの、いつものことだから。私はビオ、二年生よ。あなた達は新入生よね？　昨日ホムラさんと一緒にいたし」

「はい、俺はギルフォード。こっちはドロシー」

　ドロシーはグイっと俺の肩を掴つかむ。

「ちょっと！　何勝手に私の紹介してるのよ！　私はドロシー・ゴートです。よろしくお願いします」

「よろしくね」

　ビオさんは頭を下げる。

　なんかすげー物腰の柔らかい先輩だな。

「あの、図書館がどうとかって……」

「あぁ、ごめんね、何か図書館の話をしてたのが聞こえたから……」

「何か知ってるんですか？」

「知ってるって程じゃないけどね。噂……魔術学校の都市伝説とでもいうのかな」

　俺とドロシーは顔を見合わせる。

　都市伝説……？　それが俺の感じた物の正体なのだろうか。

「聞かせてもらっていいですか？」

「いいけど……別にそんな大層なものじゃないよ？」

「是非」

「うんとね、図書館って結構離れたところにあるでしょ？」

　そう言えば、図書館だけは少し離れた立地に建てられていた気がする。

「実はあれにも理由があって。本館の地下って行った？」

「行きました！　トレーニングルームみたいなのが広がってて……本当すごいですよね」

　ドロシーが興奮気味に語る。

「そうそう。そこも結構広いでしょ？　だから、そことぶつからないように離れたところに建てられたって話」

「えっと、ちょっと待ってください？　ぶつからないようにって地下の話ですよね？　図書館と何の関係が……」

「だから、地下の話。実は図書館には結構広い地下があるって話よ」

　地下──！

　そうか、地下……あの痕跡は地下の反応か……！

　ドロシーの顔も少し険しくなる。

「もちろん、ただの噂だけどね。別に地下への入り口なんかが図書館にあるわけじゃないし、行ったことがある人に会ったこともないわ。ただ、そういう噂だけが独り歩きしてるのよ」

　ビオさんはニコっと語り掛けるように笑う。

「噂ってそれだけですか？　その地下には何が……」

「いろいろ言われてるんだけどねえ。実は終末戦争時の魔獣が大量に捕らえられているとか、魔神の残した魔界の武器が残ってるとか……。あとは悪魔の捕らえられたグリモアが保管されてるとか、禁忌魔術の書が保管されてるとか……正直どれが本当かわからないし、そもそも地下なんてものがあるのかもわからないけどね」

「……」

　そんな大層なものがもし本当に地下にあるのだとしたら……結界で防護されていてもおかしくないな。

　だから、その結界から漏れ出た魔術の痕こん跡せきは本当に微量なもので、結果それを感じ取れたのは俺だけという事か……。

「だとしたら……もし本当にそんなものが地下にあったら危ないんじゃ……」

「ま、だから噂ってこと。誰も地下なんて見た事無いし、魔術の痕跡を感じたこともない。遠い昔の先輩たちが作った作り話っていうこと。ま、そういうのも面白いでしょ？」

　それを聞き、ドロシーは俺の方を見る。

「痕跡……」

　地下の存在……魔術の痕跡を感じ取った俺という存在……。

　ドロシーにとって、地下にある魔術的な何かは、噂の域を出ようとしているのかもしれない。……まあ、俺が嘘ついていると思っているうちは断定しないだろうが。

「他にもいろいろ噂はあってね──」

　そうしてビオさんはいろいろな噂を語ってくれた。

　下らないものから、なんだか危ないものまで。

　どれもにわかには信じがたかったが、俺は図書館の地下の話が気になって、あまり頭に入ってこなかった。

　それから数十分後──

「あ、もうこんな時間。とりあえず私、今日はもう寝ます。明日からは授業もあるし……」

「あ、ごめんね。私が興奮して話しちゃって」

「いいえ、参考になりました。……じゃあね、ギル。おやすみ」

　ドロシーはそう言い残し、自室へと戻っていった。

「余計なこと言っちゃったかしら」

　ビオさんはドロシーの背中を見送りながらぽつりと零こぼす。

「いや、すごい参考になりましたよ。図書館……面白い噂ですね」

「そうよねえ。ま、歴史の古い学校だし、何があっても不思議じゃないからね。……それじゃあ私も寝ようかな。またね、ギル君」

「はい、おやすみなさい、ビオさん」

　図書館の地下か……。

　高レベルの結界……こりゃ噂なんてレベルじゃねえな。だがまあ、触らぬ神に祟たたりなしだ。とりあえず、今は気にしないでおこう。
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「さ、基礎は重要なんだからな！　集中集中！」

　魔術基礎の講師であるフロイトは、パンパンと手を鳴らしながら俺たちを𠮟しつ咤たする。

　魔術基礎はその名の通り、特異魔術などにかまけがちの現代の魔術師達に基礎の素晴らしさ、大事さを伝えるための講義だ。

　机にかじりついて勉強するわけではなく、実際に魔術を使う授業は気分転換にも最適だ。

「それにしても……本当にすごいな……」

　フロイト先生は俺の発動している〝ウォーターボール〟を見て感嘆する。

「大きさ、滑らかさ、形状、そして維持……汎はん用よう魔術だけで実技試験を突破したというからどんなものかと思っていたが……正直予想以上だ」

「ど、どうも……」

　ここまで褒められると正直めっちゃ照れるな。

「いやあまじですげーよ、ギル！　俺は特異魔術でねじ伏せりゃあ関係ねえと思ってあんま練習してこなかったけどよう……」

　そう言うレンの魔術は、粗さはあれど悪いという程ではなかった。

「あんたにしては上出来じゃない」

「ほらほら、お喋しやべりしない！　最低でも十分！　このまま魔術を維持しろよ！　この練習はトップの魔術師達も欠かさずやってきた練習だからな、基礎をおろそかにしては一流にはなれないぞ！」

「ふん、簡単すぎるんだよ」

「お、ロキ君、君もなかなかに上手だね……しっかり身に付けてきたわけか」

「……お世辞はいい。さっさと次へ進ませろ」

「ははは、そうは言ってもね、こういうのは順番に行かないとね……けど、まあ確かに十分か。みんな最低限のラインはクリアできてるみたいだからね」

　フロイト先生は俺たちに向けて魔術を解除していいぞと指示をだす。

「上出来上出来。特にギル君は飛びぬけているね。ロキ君も悪くない。……ただミサキさんとドロシーさんはちょっと雑かな、しっかり練習しておくように」

「はい！」

「……はい」

　快活に答えるミサキとは裏腹に、ドロシーは苦い顔をして声を絞り出す。

　プライドの高いドロシーだ、耐えられないだろうな、こういうのは……。

「じゃあ次だ！　これも基礎中の基礎……というかこれが出来なきゃ戦闘なんて無理だぞ。じゃあそうだな……ギル君、こっちきてそこに立ってくれ」

　俺はフロイト先生に言われるがままに指定された位置に立つ。

「これから魔力を微量に発するボールをギル君の周囲に配置する。その間ちゃんと目を瞑つぶっててくれよ」

「？　はい」

　俺は言われた通りに目を瞑り、ボールが配置され終わるのを待つ。

「──よし、ＯＫだ。じゃあそのまま目を瞑っててくれよ。今私が配置したボールの位置と距離を正確に答えてくれ。これは魔力探知の訓練の一種だ」

「「「!?」」」

　他の仲間たちの動揺が俺にも伝わってくる。

「おいおいそんなの出来るのかよ……」

「わ、私も大体の位置しか……」

「……」

　なんだなんだ、すげーみんな動揺してるな……。それとも謙けん遜そんか？

　別にこれくらいは即答してもいいよな？

「いいですか先生？」

「ああ、いつでも答えてくれ」

「えーっと、十二時方向三メートル、四時方向十五メートル、六時方向二十一メートル、九時方向二メートル、十一時方向十二メートル、十一時半のは……これはダミーですね、他より魔力の反応が薄い」

　俺の答えに、フロイト先生が感嘆の声を漏らす。

「──正解だ。信じられないな……これを全て当てるのはなかなか難しいんだが」

　他の生徒たちも、かなりどよめいている。

「いや、まじかよギル……そこまでわかるのかよ」

「ふん、これくらい出来なきゃ合格なんて出来ねえだろ」

「それでもかなりすごいですよこれは！　ね、先生！」

　ミサキの問いかけにフロイト先生も相あい槌づちを打つ。

「正直想像以上だよ……。君は魔力の探知に関して学生の域を超えている。信じられないよ……。サイラスが君を強く推していた意味が理解できたよ」

　またサイラスの名前に周りがどよめく。いい加減毎回この件くだりきついな……。

　そりゃそうだ、あの戦争時代、いつ敵からの魔術的な攻撃がくるかわからなかったんだ。

　嫌でもそういった些さ細さいな魔力の流れを察知する能力は上がっていった。

　この平和な時代の奴らに比べて敏感なのは当たり前なんだ。

「や、やるじゃない……私も負けないけどね」

　ドロシーは元の位置に戻った俺にそう話しかける。

「はは、期待してるわ」

「じゃあ次、ドロシーさん、こっちきて」

「はいッ！」

　ドロシーはさっきの俺と同じ位置に立つ。

　フロイト先生は魔力を発するボールをあちこちに配置する。

「さ、ドロシーさん。答えてみて」

「…………」

　ドロシーは目を瞑りながら、眉間に皺しわを寄せる。

　がんばって探っているんだ、魔力の出どころを。時間は刻一刻と過ぎていく。

「ドロシーさん、流石にそろそろ──」

「わ、わかりました！」

　ドロシーはやっと声を発する。

「じゅ、十二時方向三メートル……五時方向十二メートル……く、九時方向……」

　そこでドロシーの答えが止まる。

「他は？」

「……すいません、わかりません」

　ドロシーは死ぬほど悔しそうな顔でそう呟つぶやく。

「そうか、残念。正答率は五分の一だね」

　その結果に、ドロシーは愕がく然ぜんとする。

「五分の一……」

「ははは、そんなに落ち込む必要はないよ。誰でも最初はこんなものさ。魔力を探知する練習なんて普通しないからね、今の魔術師は。ただ、この先へ進むには絶対必要な技能だから、これからしっかり練習していこう」

「……はい」

　とその時、ロキが口をはさむ。

「はっ、呑のん気きな事言ってやがる。魔術学校の最高峰だろここは。そんな温ぬるい奴が合格してるなんて、正直俺はあり得ないと思うね。お前才能ねえんじゃねえの？」

「ちょ、ちょっとロキ君それは……」

「そうだぞロキ、言い方ってもんがあるだろ」

「…………」

　しかし、ドロシーはそれに何も言い返さなかった。普段なら全力で言い返すはずだが……。ただただ静かに、口を真一文字にして、拳こぶしを強く握る。

　悔しくて悔しくてしかたないだろうけど……。

　すると、フロイト先生がパンパンと手を叩たたく。

「はいはいそこまで！　まったく今年の一年は血の気が多いな。ほら、続けるよ。次ベルベットさん」

　こうして魔力を探知する授業は続けられた。

　結果、ドロシー以外のメンバーは距離こそつかめなかったものの、三分の一程度は把握し、方向に関しては正確に答えた。

　その様子をドロシーはただじっと見つめていた。




　　　　◇　◇　◇




「ふぅ……」

　真夜中に喉のどが渇き、俺は食堂で水を飲む。

　本当、水も食い物もタダっていうのはありがたいな。

　もちろん、サイラスが学費を払ってくれているからというのはあるけど。

　記念すべき初日の授業はすべて終わった。

　魔術基礎や実技基礎の様な身体を動かす講義もあれば、歴史や闇魔術に対して解析や解かい呪じゆをする講義など本当に多岐にわたるカリキュラムが用意されていた。

　さすが最高峰の魔術学校と言われるだけのことはある。俺の時代の魔術学校なんて本当ただの軍事学校だったからな……。

　さて、もうひと眠り──。

　と、部屋に戻ろうとしたとき、ドロシーが外へ出ていくのが目に入る。

　こんな時間になんだ……？

　寮を抜け出して夜中にこそこそとは、かなり怪しい。もしかすると弱みを握れるかもしれない。俺はドロシーに続いて外に出る。

　だが、てっきりドロシーは寮の前にある広場のベンチにでも座ってくつろぐのかと思ったら、どうやら違うようで、ズンズンと本館の方へと向かっていく。

　もしかして、先生にでも呼ばれているのか……？　それとも相談とか……いやでもこんな時間に先生がいる訳がないし。

　不思議に思いながらも俺はドロシーの後を更につけていく。

　すると、本館すら通り越し、もっと先へと進んでいく。

　そしてたどり着いたのは……。

「ここか……」

　そこは本館と図書館の丁度中間あたりにある何もない広場だった。

　ここなら確かに誰も来ない。

　ドロシーは辺りをキョロキョロと見回しながら、誰もいないことを確認して（まあ俺がいるんだけど）広場の中央あたりで立ち止まる。

　俺は悪いとは思いつつも木の陰からこっそりと観察することにした。

「……あんなんじゃ……」

　何か言ってるな……もう少し近くで……。

「だめよ、あんなんじゃ……。ロキの言う通り。こんなレベルで受かったって何の意味もない……。言い返せなかった自分に腹が立つ」

　なんだ、昼間の講義のことか……？

「もっと練習しなきゃ。私には努力しかない。才能なんてない。努力だけは負けちゃダメ。負けちゃだめよ……がんばれ私!!」

　どうやらドロシーは一人で反省会をしているようで、必死に自分を鼓舞し続けている。

　正直怖こええ……。真夜中に外で一人ぶつぶつと反省会って。

　ただまあ……俺はドロシーを少し勘違いしていたのかもしれない。

　あのプライドの高いドロシーが、必死に努力しようとしている。

　あいつは出会ったときからなんでも一人でやろうとしていた。それにプライドを持っていた。

　きっと、それだけ自分が努力してきたっていうのが支えになっていたんだ。

　だからこうやって壁にぶち当たったら、努力で乗り越えようとしているのか。

「…………」

　ドロシーは持ってきていたカバンからボールを取り出す。

　あれは……魔力探知の授業で使ったやつか。

　ドロシーはそれを適当な場所に放り投げると、その場でぐるぐると回って適当なところで止まる。そして昼間の様にボールの位置探知を始める。

　──しかし、さっぱり分からなかったのか、大きなため息をついて目を開ける。

「だめ……もっと簡単なところから始めないと……球を普通に見ながら始めて……それから……」

　ドロシーはぶつぶつと今後の対策を練り始める。

　俺はその様子をしばらく陰からそっと見守っていた。




　　　　◇　◇　◇




　翌日、授業がすべて終わった後、今日も少し暗そうなドロシーを気遣うようにして、ベルが声を掛けるが、ドロシーは相変わらず気丈に振る舞う。

　そんなドロシーに、ベルもそれ以上深く追求出来ないようで、「そっか」と言ってそこで会話は終了する。何となくその様子が気になり、俺は少し行動に移してみることにした。

「確か、１１３号室だったよな……」

　俺は初めて女子の部屋のある廊下へと足を踏み入れた。

　すでに夜も更け、皆それぞれの自室に籠こもり、明日の準備をしている。ただ、談話室の方からは上級生たちの談笑する声が漏れ聞こえる。なんとか目の前にいる上級生の目を掻かい潜くぐり女子寮の廊下にたどりついたが、ここで音を立ててドロシーにでも見つかれば末代までたたられること請け合い。

　俺は抜き足差し足で慎重に歩を進める。

　１１０、１１１、１１２……そして１１３の扉を見つける。

　俺は深呼吸をし、ドキドキする心を落ち着ける。

　落ち着け俺、相手はベルだ、緊張しているのか!?　いや、するわ！　エレナだもの！　ほとんどエレナだもの！　……だが、どうしても俺はドロシーの昨夜の様子が気になってしまっていた。明らかに入学前と様子が違う気がする。

　ドロシーと親友であるベルなら、きっと何かを知っているはずだ。それに、ベルの性格なら何となく教えてくれそうな、そんな打算的な気持ちもあった。ドロシーに直接聞こうものなら十中八九罵ば倒とうされるだろうからな……。

　俺は意を決してドアをノックする。

　静かな廊下に、コンコンと音が響く。俺は恐る恐る小声でベルを呼ぶ。

「ベ、ベル……？」

　ドアがわずかに開き、その隙間からか細い声が聞こえる。

「ど、どちら様でしょうか……ドロシー？」

　声が若干震えている。

　そして何より俺がびっくりしたのはその恰かつ好こうだ。ドロシーだと思ったのか、寝間着姿でかなり生々しい見た目のベル。俺は思わずその姿を凝視してしまう。

「えっ!?」

　ベルは俺の姿を見るや否や、はっとした表情で身体をびくっと震わせる。そしてすぐさまドアを閉め勢いよく中へと戻っていく。

　少しして、ドタバタと中で慌ただしい音が聞こえると、またわずかにドアが開く。

「ギ、ギル君……なんでこんな時間に……」

「いや、あの本当ごめん……」

　まあそう思うわな……。

　ベルは急いで制服に着替えていた。髪が若干ぼさぼさしている。これはちょっと悪いことをしたな……もう少し早い時間が良かったか。

　だけど、この時間以外は大抵ドロシーといて、ベル単独では捕まらなかったのだ、しょうがないだろう。──と俺は自分に言い訳をする。

「ちょっと聞きたいことがあってな。少しいいか？」

「聞きたいこと……？」
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　寮の前の広場にあるベンチに、ベルと二人腰を掛ける。

「え、ドロシー？」

「あぁ」

　俺は素直にそして率直に、ベルに今気になっていることを聞く。昨日のあの一人で反省会をしていた様子。授業中の苦しそうな表情。その他もろもろの気になる点を全部。

「努力する姿勢は尊敬するし、しっかり反省するのもすげえなって普通に感心するんだけどさ……最近なんかちょっと異常っつうか……」

「異常……」

　俺は頷うなずく。

「あんだけプライドの塊のドロシーがやけにしおらしいし、不気味っつうかなんというか。夜に抜け出して一人で練習してるの、ベルなら知ってるだろ？」

　ベルは少し言い淀よどむが、静かに頷き、ゆっくりと口を開く。

「昔から努力家だったけど、ロンドールに来てからはもっと激しくなったかな……覚悟がより強くなったみたいで。私が何か聞いても大丈夫としか言ってくれないし」

「ベルが言ってもそうなのか……」

　ベルはコクリと頷く。

「ねえ、どうしてギル君はドロシーのことがそんな気になるの？」

　俺は……なんでだろうか。言語化できるような崇高な理由はないかもしれない。

　それでも、俺は今の率直な気持ちを口にする。

「なんていうかさ、凄すごい私的な理由なんだけど……ドロシーがあんな調子だと俺も本調子にならねえっていうか……」

「そ、それだけ……？」

「まあそう思うよな。言ってて微妙なのはわかるけど……なんつうかな、まあそれがもっともな理由なんだけど……」

　俺は千年前、共に旅した五人の仲間を思い出す。特にエレナを。

「少しドロシーの気持ちもわかるんだよな。上手うまくいかないイライラとか、それが自分の努力を否定されるような気がしてしまうところとか……まあ完全に俺の想像なんだけどな」

　俺は我ながら妄想が激しいなと乾いた笑いを浮かべる。

「ギル君はそんなことないと思うけど……。現に授業でもすごいし」

「俺なんて大したことねえよ。……だからさ、ちょっと気になったというか……。きっとドロシーにこんなこと言ったら、『あんたに心配される謂いわれないんだけど、バカなの!?』って言われそうだけどな……ハハハ」

　自分で言ってて、本当にそう言われそうな気がしてしまい、また笑いが漏れる。

　しかし、ベルはそんな俺を見て頭かぶりを振る。

「そんなことないよ。ギル君のその優しさ、きっとわかってくれるよ」

「優しさかなあ……なんか違う気もするけど」

「ううん、そんなことないよ。ギル君はすごいよ。私、そこまでうまくドロシーに踏み込めないから……。長い間一緒にいて、居心地の良い距離感ってのが出来てきてね。これ以上言ったらこじれちゃうとか、そういうの想像しちゃうと怖くなって足を止めちゃうの」

「ベル……」

　俺に友達と呼べる人は殆ほとんどいなかったから、そういう気持ちは正直理解できない。

　それでも、ベルがそれを心苦しいと思っていることは何となく想像ができる。

　ベルは俺を信頼してくれたのか、思い当たる節を語ってくれた。

「……ドロシーはその……ちょっと家庭環境が複雑というか、ご両親といろいろ認識の齟そ齬ごがあるというか……」

　ベルは言いにくそうに言葉を選ぶ。

「それがあの努力全振りの行動に関係あるのか？」

「うん……多分」

　ベルは力なくそう答える。

「だからね、その……ドロシーのことお願いね。私じゃきっと上手くできないから……。ほら、私って結構ドロシーと付き合いが長いでしょ？　距離が近いとそれだけ見える物もあるんだけど、逆に深入りし辛づらいことってあってね……」

　そう言ってベルは少し苦笑いを浮かべる。

「でも、ギル君ならなんとか出来ちゃいそう。そうしてくれると私も嬉うれしいし、きっとドロシーも……口では反抗するかもしれないけど、嬉しいと思うんだよね」

　そう言ってベルははにかむ。

　その表情が、エレナの笑顔と瓜うり二ふたつで、俺の心がかき乱される。

　屈託のない、にこやかな顔。少し困り眉まゆで、首を傾げる素振り。

　俺はそんなこと気にもしていない、という素振りで、ただ「わかったよ」と口にした。







　翌日の夜。今夜もまた抜け出したドロシーを追い、俺は本館と図書館の中間にある広場に向かう。

　俺は復習するドロシーにゆっくりと近づく。

　今日は声を掛けてみよう。

「もっと集中力を────」

　と、そこで俺はパッと物陰から姿をさらけ出す。

　すると、俺に気付いたドロシーが口をパクパクさせ、カッと目を見開く。

「!?　はぁ!?　な、なんであんたがここにいるのよ！」

「いや、寮を出てくのが見えたからさ」

「だからってついてくる!?　本当ストーカーねあんたって！　初めて会ったときも勝手についてきたし……なんなのよ！」

　ドロシーは一人でコソ練しているのを見られたのが相当恥ずかしかったのか、はたまた単純に俺に後をつけられていたのがイラついたのか、顔を真っ赤にして捲まくし立てる。

「わ、悪かったよ、そんな目くじら立てるなって……。最近どうしたんだよ、試験前の余裕ありそうなお前からは随分想像できない感じなんだが……。焦り過ぎだろ」

「……わかってるわよ自分でもそれくらい。でも私はもっと頑張らなきゃいけないの。努力しか取り柄がないんだから……」

「まだ始まったばかりなのにそんな自分を卑下する必要ないだろ……。どっちかというと自信ないなんてベルの専売特許だろ」

　そう、あいつは筋金入りの自信のなさだ。

「あの子は別よ……メンタルの問題だもの。やるときはやれる……ずっと見てきた私にはわかる。それと違って私は……魔術学校に入ったら何か変わると思ったけど、結局周りとの差を感じるだけ……」

　やっぱり調子悪いのか、ドロシーは弱気な態度を見せる。

「……はぁ。お前もちゃんと認められてこの学校に入学できたんだろ？　そんなこと言うもんじゃないぜ。才能があるから学校も──」

「私、才能って言葉一番嫌いだから」

　そう言い放つドロシーの目は、真剣に俺を見据えていた。

「なんだよ、そんなに嫌か？　俺なんてしょっちゅう言われてたけど……」

「一緒にしないでよ、まったく……」

「違うっていうのか？　なら教えてくれよ。教えてくれないとわかんねえよ」

　ドロシーはジトーっとこっちを睨にらむ。

「なんであんたに教えなきゃいけないのよ」

「理由はねえけど……嫌ならいいし……」

「……嫌よ」

　ま、教えてくれないわな。あのドロシーな訳だし……。

「ベルによろしく頼むって言われてるんだよ。何かあるんだろ？　努力にこだわる理由がさ」

　ベルの名前をだすと、ドロシーは途端に顔の緊張を緩める。

「ベルが……？　あの子があんたに？」

「あぁ」

　ドロシーは少し考えるように視線を泳がせる。

「ベルがねえ……。あの恥ずかしがりやな子があんたに話すなんて……余程私心配かけてたのかしら」

「ベルは心配してたぞ、ドロシーのこと」

　すると、観念したかのようにドロシーは、はぁっとため息を漏らす。

「……まあ、少し話すだけなら……」

　意外だ──。

　もしかしたら誰かに聞いて欲しかったのかもしれない。ベルが俺を頼ったという事実もかなり効いていそうだ。それをわかったうえで、ドロシーを理解したうえでベルは俺に話してくれたのかもしれない。

　俺はその場に座り、ドロシーに話を促す。

「……私の両親は過保護でね……あまり魔術が上達しない私に負い目を感じさせないためなのか、魔術に関して口出しすることはほとんどなかったわ」

「…………」

「それでも、両親に褒めてもらいたかった私を不ふ憫びんに思ったうちの魔術指南役の人が一生懸命指導してくれたの。私は必死で努力して……それでやっと人に胸を張れるだけの魔術を使えるようになった。けど、それを見た両親は何て言ったと思う？」

「よくがんばったな……とかか？　月並みだけど」

　ドロシーは頭を振る。

「『それだけ才能があったのに今まで手を抜いていたのか？』だってさ。本当この人たちは何を見てきたんだろうって、幼いながらに思ったわ」

「……」

　努力を認めてもらえず、何か成し遂げても才能だと一言で片づけられる……。

　俺も才能がすごいとずっと言われてきたけど、大分意味合いが違ってくるなこれは。

　でもドロシーは自分でがんばって、なにより両親に認めて欲しかった。その両親が才能だと切り捨てるなんて……子供には想像を絶するショックだっただろうな……。

　それがベルが言ってた「両親との認識の齟齬」ってやつか。

「過保護なんかじゃねえよ……。ドロシーをちゃんと見てなかったんだ、両親が。無関心だったんだよ」

「……なかなかきついこと言ってくれるじゃない。でもその通り。だから、努力努力。それしかない。悔しかったと同時に、私はそれでも、才能だと思われてても認めてくれたのが嬉しかった……。あれは両親の期待の裏返しなのよ、実際は。私が努力して出来たと思っていたことは、両親にしたら元から出来て当たり前だと思っていた……それくらい期待されてたの。だから、私は絶対に努力するしかない……期待を裏切らないためにも」

　そう語るドロシーの顔は、悲哀に満ちているわけではなかった。この決意が、彼女を彼女たらしめている根幹なんだ。

　ドロシーの言うことも分からなくはなかった。そりゃ努力しなきゃと思うわな。

　何が才能で、何が努力かなんて、誰にも分からない。

　ドロシーは努力が人より多く必要だっただけで、才能がないなんてことはない。

　実を結ぶのが早ければ才能があるのか？

　遅咲きだったらそれは才能ではなく努力なのか？

　努力しなくても出来るのが才能か？

　才能がある奴は努力してないのか？

　……才能って言葉が嫌いになるのもわかる気がする。

　まあ俺は１００％才能の男な訳だけども。

「──はぁ。私あんたなんかになんで喋しやべっちゃったんだろ……」

　ドロシーは頭を抱えて項うな垂だれる。

「けど……少し楽になったかも。一応その、ありがと……」

「へへ、らしくねえじゃん。お礼なんて」
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「う、うるさいわね！　ベルが話さなかったらこんなこと言わなかったわよ！」

　ドロシーはぽかぽかと俺の背中を叩たたく。

　でも、ここまで聞いちまうと、尚なお更さら放っておけなくなったな。

　ここ最近の憤りみたいなのは、自分に才能があると期待してくれている両親の期待に応こたえられていない自分の努力不足へ向けてだったのか……。

　ま、俺自身これ以上魔術が上達するわけでもないし……こういうのもたまにはいいか。

　こういうのはユフィ以来だな。

「……よし、わかった。じゃあやってやろうぜ！」

　ドロシーはきょとんとした顔で俺の顔を見る。

　そして少しの間俺の言葉を咀そ嚼しやくすると、徐々に顔が強こわ張ばる。

「──は？　ちょ、ちょっと待って、何の話よ。私の言葉聞いてた？」

「だから、魔力探知、練習するんだろ？　俺が手伝ってやるよ」

「はあ!?　あんたと……練習!?」

　びっくりするくらいの大きな声が、深夜のロンドールに木霊こだました。




　　　　◇　◇　◇




「なあおい、最近夜どっか行ってるのか？」

　レンは肉を頬張りながら俺にそう問いかける。

　俺は思わず噛かみかけの肉を喉のどに詰まらせ、焦って水を飲み込む。

「ぷはぁ～～～……。…………行ってねえよ」

「説得力なっ[image: かんたんふ]　何今の露骨な動揺！」

　レンは身体を仰のけ反らせて豪快に笑う。

「な、何もねえんだからなんもねえんだよ！　いいだろ別に」

「かっかっか、まあ別に俺は気にしねえよ、ギルがなんもないって言うならな。でもよ、何か困ったことあったら言えよ？　俺たちゃもう運命共同体……同じクラスなんだからよお」

　そう言って、レンはニコっと笑みを浮かべる。

　本当こいつは底抜けに明るくていい奴だな。

　ふと、千年前の魔神討伐の旅で共に過ごした剣聖ジークを思い出す。

　あいつも、世間のクールガイというイメージとは裏腹に底抜けに明るくていつもムードメーカー的存在だったな。

　レンは……まあイメージ通りだけど。

　最近夜はレンと食べることが多い。

　相変わらずロキは一匹狼というか俺たちとつるむことが好きではないらしく、いつもささっと食べて部屋へ戻ってしまう。

　ま、全員が全員仲良くなんて出来る訳ねえしな。気にはしてない。

「わかってるよ。んなことより、お前は自分の心配した方がいいんじゃねえか？」

「？　なにがよ」

「闇魔術の解かい呪じゆ……ありゃなんだ。余計に闇魔術の呪いが複雑になってモルモット死んじまってたじゃねえか」

「ははは……ま、人には向き不向きがあるってことよ。俺みたいな派手な男にはあんなちんまりした魔術なんか向いてねえってわけよ」

「都合のいい奴だな……。ま、豪快なレンには繊細な解呪は苦手だとは思ってたよ」

　レンはパチンと指を鳴らす。

「よくわかってんね～。ったく、なんでもそつなくこなすお前には逆に驚かされるよ。オールマイティじゃねえか……一体どこでそんな魔術を学んだのか──興味あるね」

　レンの目が、久しぶりに見開かれる。

　こいつ、時々鋭い目つきするんだよなあ……見透かされてる気がして気に食わん。

「ま、そんなことはいいじゃねえか。んじゃ俺は部屋戻るわ」

「おう、また明日な」







　俺とドロシーは寮を抜け出してまた図書館前の広場へとやってくる。

「悪い悪い、ちょっと遅れた──って何してんの」

　ドロシーは尻しりをこっちに向けて木の陰に隠れてしゃがんでいた。

　なんだ……一体何してんだまじで……。

「シーっ！　いいから、こっちこっち！」

　俺の腕をぐいっと引っ張ると、強引にドロシーの横に座らされる。風ふ呂ろ上がりなのか、フワッといい香りが漂う。

「おい、だから一体──」

　しかし、ドロシーは俺のことなど気にも留めず、正面を見据えている。

　なんかあったのか……？　俺は声を少し落とす。

「どうしたんだよ」

「……ほら見てみて。あそこ、図書館のところ」

「ん？　……あー誰かいるな……カイン先生……か？」

　そこに立っていたのは、闇魔術の解呪の授業を受け持っているカイン先生だった。

　先生は図書館の周りをぐるっと回りキョロキョロと見回した後、中に入らずそのまま離れていく。

「何してるんだこんな時間に……」

「さあ……前あんたが言ってた魔術の痕こん跡せきと関係あるのかも……」

「さぁ……どうだろうな」

　確かに、少しおかしい気はする……。

　俺でも感じ取れた魔術の痕跡を、仮にも一流の魔術学校の先生が感じ取れない訳はない。

　ということは何か明確な意図があってここに来ている可能性はある……。

　だが──

「まあ、校内に先生がいるのは不思議じゃなくねえか？　気にしてもしょうがねえだろ」

「まあそうだけど……。すごい気になるのよねえ。言わなかったけど昨日もチラッと見かけたのよね。……いいえ、そうね。わからないことに囚とらわれて今の目的を見失ってもしょうがない。──さ、今日も特訓するわよ!!」

　ドロシーと話をした夜から、俺とドロシーは特訓を開始した。しかも、試験前から何やら嫌っている風な俺を先生としてだ。考えられるか？　助けたときもうざがられ、試験の時も落ちることを望まれた俺を頼るとは……。

　まあ俺から申し出たというのもあるけど、それにしてもそれを承諾されるとは少し意外だった。

　心境の変化があったんだろうか。

　何でも自分で……というのがドロシーという人間だと思っていたが、少し誤解していたのかもしれない。

　自分を高めるためには何でも利用する……魔術を極めて周りから認めてもらうためなら手段も選ばない、それがドロシーのプライドなのかもしれない。

　現に俺という人間は、自分で言うのも何だがこと魔術に関して頼るとしたら一番適任であろうということはここ数日の授業でもクラスのほぼ全員が理解したことだろう。

　とまあそんなこんなで、それから毎日のようにここで夜に特訓をしているのだ。

　特訓と言えば、村で仲良かったユフィを思い出す。

　今頃何してっかなあ……。

「さ、ボケっとしてないでやるわよ。今日はどうするの？」

「おう。そうだな、とりあえず、手に持ったボールの魔力は探知できるようになったし、そろそろもう一歩踏み込むか。距離はいいからまず方向を判別できるようになろう」

　俺はボールを適当な方向に置き、ドロシーに当てるように促す。

「んと……三時方向……かな？」

「おしい。四時方向だ」

「あーもう！　手から離れた途端一気に難しくなったわ……」

　ドロシーは悔しそうに歯を食いしばる。

「まあ慌てんなよ、少しずついこう。コツは、風を感じるのに似ているんだ」

「風？」

「そう。魔力ってのは常に揺蕩たゆたうものだから、絶対にじっとしてるなんてことはない。魔力が発する方向から確実に何か揺らぎみたいなものを感じられるはずなんだ」

「揺らぎ……」

　ドロシーは真剣に俺の言葉を噛かみ砕く。

「風を感じるときは指を湿らせて風向きを調べたりする奴がいるだろ？　それと同じで、魔力を感じるときは自分の身体を敏感にする必要があるんだよ」

「敏感って！　あんたなんか変なこと考えてないでしょうね」

　ドロシーは少し嫌そうな顔で身体を抱きしめて俺から距離をとる。

「考えてねえよ！　──まあとにかく、ただ突っ立っててもしょうがないってこと。今まで魔力を探知しようと思ったことがないから感じ方を知らないんだよ。まずは身体の感覚を敏感にすること、そしてまずは方向から当てられるようになる！　そっからだな」

「そうね……さあ、今日もがんばるわよ！」







　そして二回目の魔術基礎の授業がやってきた。

　前回同様、魔術探知の授業。

　とりあえずこの数日間の特訓の成果を見せつける！

「じゃあドロシーさん。お願いします」

「……はい！」

　ドロシーは言われた位置に立ち、魔力を探知する。

「十二時方向二メートル……三時方向六メートル……。あと……八……いや九時方向十メートル、十時方向十メートル……六時方向五メートル……かしら」

「おぉ……！　前回より格段に探知が上手うまくなってるね！」

「やった……！」

　俺はドロシーにグッと親指を立てる。

「ただ、距離はまだまだだね。誤差があり過ぎる。方向もまだ全部当てられているわけじゃない。でも、これだけわかれば十分だよ。ここまで細かくわかる必要は──」

　褒められているドロシーだったが、すかさず口をはさむ。

「駄目です先生。これくらい完かん璧ぺきにできるようにならないと。私は自分が許せません」

「……自分に厳しいんだね、ドロシーさん。見習うべき姿勢だ」

　だよな。それでこそドロシーだ。

　負けず嫌いの努力家……俺は嫌いじゃない。

「わかった。どうやって特訓しているかは知らないが、上達しているのは事実だ。是非とも、もっと私を驚かせてくれ」

「はい……！」

「おう、がんばれよ！　俺も応援してっからよ」

「うん……がんばってドロシー！　私も負けないぞ～！」

　レンもミサキも、ドロシーの熱に感化されている。

　──が、そんな応援ムードを壊す男が一人。

「甘っちょろいんだよ、お前らは」

「またそんな言い方……」

「特訓だか何だか知らねえけど、時間の無駄なんだよ。俺はもっと深いことを学びたいんだ。そういうのは一人でやってくれ。現に今日だって探知に無駄に時間掛けやがって……」

「……それは……」

　ロキの言葉に、ドロシーは言葉を失う。

「それくらいにしとけよロキ。お前だって完璧じゃないくせに調子乗ったこと言うなよ」

「はっ、探知できるくらいでなに調子乗ってんだよギルフォード。魔術なら一番だと思ってるのか？　スカした面しやがってよ。英雄さん」

　このガキ……一発痛い目見せないと駄目みたいだな。ドロシーの努力をバカにするのは許せねえ。ここら辺で上下関係ってものをはっきりとさせてやる必要があるな。

　魔術を一発ブチかまして────

　とその時、フロイト先生がパンパンと手を鳴らす。

「そこまでだ、二人とも。この授業は魔術基礎……戦うのは別の授業かそれこそ自由時間にやってくれ。ま、私闘は校則違反だけどね」

「…………ふん」

「すいません、先生」

　くそ、俺も熱くなり過ぎた……。

　落ち着け俺。あのままやってたら──考えただけでもゾッとする。

「さ、授業を続けるよ」




　　　　◇　◇　◇




「あー本当ムカつくわねロキ！　あんたよりムカつく奴がいるとは思わなかったわよ!!」

　ドロシーはプンプンしながらカチャカチャと特訓の準備をする。

「まあまあ、確かにムカつくけど」

「あんたも結構怒ってたでしょうが！」

　ぐっ……それを言われると辛つらい。

「……でも何が目的なんだろうな。確かに魔術もかなり卓越してるし……あんなすさむ必要ない気がするけど」

「ふん、知らないわよ。ああいう奴に限って卒業したら闇落ちするのよ。絶対アカザのリストに載るわね」

「アカザのリスト……？」

　はてなを浮かべる俺に、ドロシーが呆あきれた様子でため息をつく。

「あんたって本当常識的なこと知らないわよね……古代人か何か？」

　ぎくっ。鋭すぎだろ。

「アカザのリストっていうのは、簡単に言えば指名手配の魔術師のリストよ。犯罪だったり、反逆行為だったり、とにかく罪を犯した魔術師の名前が記載されてるのよ。捕まえると魔術師会から報奨金も出るのよ」

「へー、要は悪人のリストって訳ね」

「そうそう。賞金稼ぎを専門にしてる魔術師もいるくらいだからね。魔術を心得ている犯罪者なんて一般人からすれば脅威以外の何物でもないから」

　確かにそうだ。俺たちは言わば歩く兵器みたいなもので、危険極まりない。

　そんなのが犯罪者とか世も末だな……。

「さ、もうあんなクソ野郎のことは忘れて特訓しましょ」

「おう、じゃあ────って、あれカイン先生じゃねえか？」

「えっ」

　俺が指さした先に、今日もまたカイン先生が歩いている。

　昨日同様、図書館の周りをぐるっと回り、本館の方へと消えていく。

「毎夜毎夜なんなのよ……」

「まあ見つけるたびに隠れてる俺たちもどうかと思うけどな……」

「こんな夜中に抜け出したら何言われるか分からないでしょ！」

「まあそうなんだけ──」

　とその時、後ろの茂みが揺れるのを感じる。

　俺は咄とつ嗟さにドロシーの口を手で覆う。

「×△〇〇〇◇!?!?」

　急に口を塞ふさがれ、パニックになったドロシーが顔を真っ赤にして手足をバタつかせる。

「しーっ！　誰かいる……」

　俺の警告を聞き、ドロシーがやっと静かになる。

　しかし、どうやら気付くのが少し遅かったようで──

「誰かいるのか……？　〝ブライト〟」

　瞬間、〝ブライト〟の魔術で俺たちの姿が光の下に浮かび上がる。

　俺とドロシーは余りの眩まぶしさに顔を覆う。

「なんだお前ら……こんな時間に」

「いや、あの──」

　こいつ……確か──キース！

　試験の時の監督官だった奴だ。

　キース先生は目の下に隈くまをたっぷりと作っていて相変わらず不健康そうな見た目だ。

「門限はないとはいえ、こんな時間に抜け出すのは正しいこととは思えんな」

「せ、先生こそこんな時間になにを……」

「私は…………見回りだ」

「見回り？　それってカイン先生と同じようにですか？」

　その時、キース先生の額がピクリと動く。

「カイン……先生？　いや、あの人は見回りの当番には指名されていないはずだが……」

「「!?」」

　俺とドロシーは互いに顔を見合わせる。

　カイン先生は見回り当番じゃない……？

　それなら何で毎日のように図書館に……。

「──今日抜け出していたことは不問にする。ただし、その話、詳しく教えろ」

　ドロシーは図書館の地下の話、自分たちの特訓の話、そしてカイン先生が毎夜現れることすべてをキース先生へと伝えた。

　それを聞いたキース先生は、何やら考え込んでしばらく黙り込んでしまった。

　この反応……まじで地下室絡みなのか……？

　カイン先生が何をしていたのか……疑惑だけが積みあがっていく。

「助かったよ、二人とも。ただし、このことは誰にも言ってはいけない。いいな」

「誰かに言ったとしたら？」

「ちょ、ちょっと何言ってんのよギル！　ここはわかりましたって言うところでしょ！」

　そうなんだけど……何となく俺は引っ掛かってしまっていた。

　何かは分からないが、不思議な感覚だった。

　キース先生は軽くため息をつく。

「別に私に強制力などない。お前たちを辞めさせる権限も、懲罰を与える権限もない。ただ、お願いするだけだ」

「……わかりました。口外はしません」

　そう約束すると、キース先生は引き続き見回りへと戻っていった。

「なんだったのかしら……やっぱりカイン先生って地下室について何か知ってるのかしら」

「というか、先生たちは全員知ってるとみるべきだろ。やっぱり図書館の地下には何かある……そしてカイン先生はそれに何やら興味があるってこった」

「興味って……何をする気なの？　まさか侵入しようとしてるとか……」

「──さあな。でもこれ以上は首を突っ込まないほうが俺は賢明だと思うぞ。のちのち厄介なことになりそうな予感がする」

　……といっても、既に巻き込まれてしまっているような気はするが。

　どちらにせよ、静観するのが今は無難だろう。

「さ、今日の特訓を始めようぜ」

「う、うん……」




　　　　◇　◇　◇




　魔術学校に入学してから早二週間──。

　ドロシーとの特訓も順調に進み、他の授業も怖いくらい順調に進んでいた。

　そんなある日の放課後。

「いやーん、もうあと二日で来ちゃうのねえ」

　ホムラさんは両手で頬ほお杖づえを突きながら軽くため息をつく。

「今年はどうなりますかね」

　ホムラさんの向かいに座る眼鏡の男はコーヒーを飲みながらそう口にする。

「えー二日後になにかあるんすか？」

　レンが、テーブルの上に出されているクッキーを先輩たちの前などお構いなしに物もの怖おじもせず頬張りながら口をはさむ。

「あ、一年は知らないのか。えっとねえ、〝トレース・マギア〟っていう行事があってね。毎年三つの魔術学校がそれぞれ代表魔術師を出して競う大会があるのよ」

「おー！　面白そうっすね！　俺に任せてくださいよ！　あとギル！　あいつが居りゃ余裕っすよ」

「俺を巻き込むなよ」

「おばか。代表はもう決まってるのよ。それに、一年は参加権も観戦権もないのよ」

「えーまじっすか……」

　レンはしょぼくれてもう一枚クッキーを頬張る。

「毎年一年は留守番だ。二年から四年の中で代表魔術師を選出して団体戦をやるんだ」

「そういうこと。もちろん私は四年連続六回目の代表魔術師」

　ニカっと笑みを浮かべ、ホムラさんはＶサインを作る。

「六回連続……？　一年は出られないんじゃないんですか？」

「秋はね。年に二回、秋と春にあって、一年は春から出場できるのよ」

「はえーさすがっすね。各クラス何名とか決まってるんすか？」

「いや、決まっていないよ。最強の魔術学校を懸けた戦いだからね、クラスの垣根無く全部のクラスから選出されるのさ。今年はうちのクラスの四年からはホムラさんにアレックスさん、三年からもミレイとカレンの双子が出るな」

　ホムラさんは知ってるけど、アレックスさんにはまだ会ったことないな。

　双子の方は知っている。入寮した日から姿だけは見かけていた。

　ショートヘアとロングヘアという違い以外は瓜うり二ふたつの姉妹がいつも二人でいるところをよく見かける。話したことはないけど、魔術も出来る口だったか。

「二年からは誰も出ないんすか？」

「二年からは化かい物ぶつが出るわよ」

「化物？」

　ホムラさんは頷うなずく。

「二年のカース君。別名破壊神。あの子の特異魔術は……敵に同情しちゃうわね」

　ホムラさんが化物と呼ぶ男……。そんな凄すごい奴が二年にいるのか。

「なんかわかんないっすけどウルラから五人も出るんすねえ。見に行きたかったな……」

「ふふふ、来年があるわよ。春も上手いこと行けば出られるかもねえ」

「おー！　やったなギル！　そこで一緒に出ようぜ！」

「どんだけ乗り気なんだよ……」

「とか言っちゃって～、ギル君は自分は出られるとか思ってるんじゃないの？　このこの」

　ホムラさんがツンツンと肩を突つついてくる。

　これが数々の男を勘違いさせているという噂のボディタッチか。

「……いや、そんな甘くないでしょ。第一先輩達が許すわけないでしょ」

「ちぇーつれないなあ。夢を持ちたまえ」

　ホムラさんはむすっとした顔でコーヒーを飲み干す。

　すると、ちょうどシャワーを浴びたドロシーとベルがやってくる。

「あら、ドロシーちゃんとベルちゃん！　こっちこっち！」

　ホムラさんは微妙に嫌がる二人を強引に横に座らせる。

　ドロシーは何巻き込んでくれてるのよっ！　と俺に目で訴えてきているが……無駄なことだ。恐らくこのクラス……いや、この学校でホムラさんを止められる者は誰もいまい。

「えっと……何話してたんですか？」

「トレース・マギアの話よ」

「あー、そういえば近かったですね」

「へー、ドロシーは知ってるのか」

「知らないのはあんたくらいでしょ……」

　ドロシーはため息をつきながらホムラさんが差し出すクッキーを齧かじる。

「このバカ二人は知らなかったのよ……。ちゃんと教育しておいてよね、ドロシーちゃん」

「す、すいません……」

　なんで私が！　という視線が痛いほど突き刺さる。

「ま、さっきも言ってたけど一年生が関係するのは春以降だからねえ。知らないのも無理ないわ」

「割と国中が大騒ぎするレベルの大きいイベントですけどね……魔術師限定ですが。私は毎年雑誌でチェックしてましたよ」

「なるほど、だからホムラさんを知ってたのか」

「ホムラさんは別！　魔術師界では超有名人でしょうが！」

「そうそう、もっと言ってあげて！　この子は私の偉大さがわかってないのよ」

「いや……威厳みたいのがあまりなかったもので……」

　そう言うと、ホムラさんはニコニコしながらも明らかに不ふ貞て腐くされた様子だ。

　地雷踏んでしまったかこれは……。

「それはどういうことかな……？」

「いや、無いというか……親しみやすい人というか……アハハ」

　苦し紛れすぎるっ！

　──が、チラッと顔を見ると一応まんざらでもないようだ。

「ま、今年の一年も豊作みたいだからねえ。ベルちゃんは言わずもがな、レン君もドロシーちゃんもかなりいい感じだって聞くし……楽しみね、来年の春が」

「任せてくださいよ！」

「私も春には必ず……!!」

　ホムラさんはレンとドロシーのやる気にウンウンと満足げに頷く。

「──もちろん、ギル君も……ね」

「はあ……ま、がんばってみますよ」

「あーまたそんな……消極的だともう知らないんだからね！」

　ホムラさんは残ったクッキーをバリバリと食べきると、勢いよく立ち上がる。

「それじゃ、私はもう寝るわ。ギル君はもう少し勉強するよーに」

　そう言ってホムラさんは自室へと帰っていった。

「なんだか、ホムラさんもお前のこと認めてるっぽいな」

「ちげえよ、前から知り合いだからいじりやすいだけだろどうせ……」

「そうよ、あの人は気まぐれに興味もったりするだけなんだから調子乗るんじゃないわよ」

　確かになんかホムラさんはやたらと俺に粘着してくるんだよなあ。

　単純にサイラスと知り合いだからなのかどうか……。

「はあ……。というか、二日後からはしばらく寮は一年だけね」

　瞬間、レンは輝かしい顔で目を見開く。

「天才！　そうだよ、自由だ！　いいね～、何かしようぜ！」

「何かってなんだよ」

「それはこれから考える！　女子も呼んでさあ……楽しくなってきた！」

　くっ、女子は捨てがたい……。

　ここはレンに乗っかっておくか。何か言われたら全部なすり付ければいいし。

「天才だな。いい感じに考えておいてくれ」

　レンはサムズアップして俺の期待に応こたえる。

「んじゃ俺も部屋戻るわ！　作戦練っておくぜ」

「おう、おやすみ」

　全く、抜け目ない奴だぜ。

「あんた達バカなの……」




　　　　◇　◇　◇




「ふう……」

　ドロシーは全身の集中を解くように息を吐く。

　首筋に滲にじんだ汗が、月明かりに照らされ煌きらめいている。

「どうだった？」

「だいぶ良くなってきたな」

　ドロシーは小さくガッツポーズする。

「よしよし。……でもまだまだね。全然あんたほどじゃないわ」

「いやいや、いきなり俺を基準にしてもしょうが──」

　瞬間、ドロシーのジトーっとした視線を感じる。

「……私程度じゃ全然あんたレベルには到達できないと？」

「いやいやいやいや！　そういうことではなくてだな、なんつーかほら、俺は長年経験積んだうえでこれだから、一朝一夕では身につかないというかなんというか……」

　ドロシーは更にジト目で俺を見る。

　あかーん、完全にご機嫌斜めに……。

　──が、プッと吹き出す。

「あはは、冗談よ。さすがの私も分かってるわよそれくらい。……でも、完かん璧ぺきじゃなくても多少は食らいついていきたいのよ。目標は高い方が良いに決まってるんだから」

　あまりの聞き分けの良さに、俺は一瞬ぽかんとしてしまう。

　以前なら罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせられてそうなものだけど。

「何よその顔」

「あっ、いや別に……。ほんとくそ真面目だな」

「くそは余計よ、バカギル」

　なんだか何がおかしいのかわからないが、笑いがこみ上げてくる。

　仲良くなってきた……ってことでいいんだろうか。

　ユフィみたいな一般人寄りの人間と仲良くなれたことは以前もあった。

　けど、魔術師とのこういう関係性は初めてかもしれない。

　俺の魔術や立場に嫉しつ妬として一方的に嫌ってきた奴や、逆に俺の力を利用しようとごまをすってくる奴。そういう奴らしか今までいないと思っていたけど、こうやって減らず口を叩たたき合って、なおどこかで信頼できるような不思議な関係性は初めてだ。

　もちろん、ドロシーだけじゃなく、レンやベルなんかもそうだ。

　これがクロが俺に経験させたかったことなんだろうか。

　クロが吸血鬼だからこそ、人間に興味がないからこそ成り立っていた関係だと思っていたけど……人間同士でもこういう関係ってあり得るんだな。

　もちろん時代もあるんだろうけど……。

「──で、実際のところどれくらいなのよ、私の探知は。厳しく言ってくれていいわよ」

「そうだな、点数をつけるとするなら……七十五点ってところかな。まだぼんやりとしか探知出来てないだろ？　まあ正直戦闘に使うならそれくらいでもいいんだが……」

　俺の言葉に、ドロシーは呆あきれ気味にため息をつく。

「本当魔術を戦闘に使わせたがるのね、相変わらずネジがぶっ飛んでるわ……。もっと研究とか開発とかいろいろあるでしょうに」

「しょうがねえだろ、そういう生き方しかしてこなかったんだから」

「あーはいはい、またそれね。そりゃ大変な生活でしたね」

　こいつ絶対思ってねえ～……。

　まあ、確かに戦うしかない生き方ってなんだよって感じだけど。俺の時代はそれが当然だったんだよなあ……。

「で、そういう戦闘以外のことにも応用したいんだったらあと二十五点の差を埋める必要がある訳ね」

　俺は頷く。

「まあ、魔術学校に入学できるだけあってさすがの呑のみ込みの早さだと思うよ。俺の村の幼おさな馴な染じみなんか何年教えてもそんなに上達しなかったし……」

　実際、ドロシーの魔術の素養はかなり高い。

　魔力の探知は確かに不得手だったが、特に魔力コントロールに関しては俺に肉薄する勢いだ。

　それは彼女の血筋によるものなのか、努力によるものなのか……どちらにせよ特異魔術に関係はあるんだろう。彼女の魔力操作は、コントロールと持久力に長たけている。

　普段から長時間操作するようなタイプの魔術を多用するのだろう。魔道人形の操縦なんかもきっとドロシーは得意だろう。

　つまりドロシーの特異魔術は長時間の駆動を可能にしつつさらに精密な操作が要求されるような──っと、いやいや、悪い癖だな。すぐに相手の魔術を探ろうとしてしまうのは。

「なんでそんな一般人と比較してるのよ！　仮にもゴート家の次期当主なのよ。レベルが違うでしょ」

「あぁ、悪い。俺が魔術を教えたことがあるのってそいつとドロシーだけだからさ。比較対象がそいつしかいないんだよ」

「まあいいけど……ちなみにその幼馴染みって男の子？」

「あ？　いや、女の子だけど……。結構元気ハツラツなタイプだったな。泣き虫だけど」

　するとドロシーは本日二回目のジト目で俺をねちっこく睨にらむ。

「……んだよその目は」

「へーふーん、あっそ」

「なんなんだよまったく……」

「なんでもないわよ！　さ、早く続きやるわよ」

「まだやんのかよ……結構遅い時間なんだが」

「当たり前でしょ！　明日休みだし、来週までには完璧にするわよ！　そしてロキの奴を見返してやる！」

　ドロシーは腕を組み、自信満々にふんぞり返る。

「はあ……。わかったよ、やりますか。ロキは俺も見返して欲しいからな」




　　　　◇　◇　◇




　翌日、午前。今日は休日だ。

　寮の生徒たちも皆思い思いに過ごしていた。

　レンは何やら先輩を連れて何処かへ行ったし、ミサキは昨日の夜から部屋で用事があると引きこもっている。

　ドロシーはベルベットと街へ買い物に行き、ロキは……知らん。

　そして俺はというと──

「何かお探しですか？」

　小声で図書館の係の人が話しかけてくる。

　これだけキョロキョロ挙動不審なことしてりゃ気になるか。

　俺は何食わぬ顔で係員に向き直る。

「──大丈夫です。ちょっと魔術関連の書を探していて……」

「それでしたら──」

　そう言って係の人は親切にも魔術書の棚へと俺を誘導してくれる。

　俺は以前から気になっていた図書館の周りを調べてみることにした。

　案内で来た時は魔術の痕こん跡せきを感じたわけだが、あの時はあまりじっくりとは調べられなかったからな。それに、今や怪しい人物がいる以上、余計に気になってしょうがない。

　ドロシーには首を突っ込まない方が賢明だ、とは言ったが残念ながら俺は興味津々だ。

　丁度休みな訳だし、単独で調べるには絶好の機会だ。

　カイン先生はほぼ毎日のように、俺とドロシーが訓練をしている遅い時間に図書館を見にやってきていた。

　そしてつい先日会ったキース先生によれば、カイン先生は見回りの担当ではないという。

　……もちろん、キース先生の言葉だけを一方的に信じるつもりもないが、とりあえずはカイン先生にも話を聞いてみる必要があるな。

「やっぱり、少し感じるな……」

　魔術書エリアのＢ５……長方形の図書館の中央からややずれた位置にある棚。

　この近辺のみ、魔術的な痕跡を感じる。もう少ししっかり探ってみよう。

　俺は全神経をこの痕跡に集中させる。やはり方向は真下……足元から感じる。

　どう考えても地下があるな。入り口もないとなればやっぱりビオさんが言っていたみたいに地下に見られちゃまずいものが埋まっているとしか考えられない。

　それにこれは……呪いの類か……？　結界を介しているからそう感じるだけか……？

　いや、そもそもこの結界自体俺でもぱっと見で分からないほどの精巧な作りをしている。

　これだけの結界を張れる魔術師がまだいるのか？

　どちらにせよこれだけ厳重な結界が張られている時点で中のものは相当やばいものだよな……。よし、もう少し地下の構造を具体的に把握してみるか。

　俺はそっと地面に手を当てる。

　──とその時。

「こんなところで何をやっているんだ？」

「!?」

　俺が慌てて振り返ると、そこに立っていたのは──カイン先生……!?

「えーっと……ギルフォード……だったかな？　床に手を当ててどうかしたのか？」

　いつの間に……地下室に夢中で気付かなかったぞ……。

　いや待て待て、落ち着け。これは逆にチャンスだ。

　いずれ話を聞かないとと思っていたんだ。丁度いいじゃねえか。

　ただ、キース先生の話がある。カイン先生は見回りの当番ではないと。キース先生が嘘をついていた可能性もなくはないが……。

　いや、とりあえずはキース先生が真実を述べている前提で動くか。ただ別に夜に図書館周りに現れることが悪というわけでもないし……。

　でも地下に何かあるかもという事実を考えると怪しくはある……。

　どうする……いきなり地下のことを聞くのはリスキー過ぎるか……？

　かといって見回りの話はキース先生関連の話は口外するなと言われているし……。

　直接聞くのは諦あきらめてここは無難にやり過ごすしか──

「時にギルフォード」

「はい？」

「お前、校内案内の時に妙なことを言ったらしいじゃないか」

「……妙なことですか？」

　まさか、そっちから仕掛けてくる気か？

　俺はいつでも動けるように体中の緊張感を高める。

「この図書館で魔術の痕跡がする……そう言ったそうだな」

「そういえばそんなことを言ったかもしれないですね。それがどうかしたんですか？」

「とぼけるな。今も感じているのか？」

「……」

　どう答えるのが正解だ？

　キース先生の言っていたことが正しいのなら、カイン先生が図書館に異様な執着をしていることになる。下手に答えると何されるかわからん……。

　──いや、こういう時はなるようになれだ！　もうバレてるんだ、躊ちゆう躇ちよする必要はねえ。

「──今も感じますね、足元からビンビンと」

「ふむ……」

　カイン先生は顎あごに手を当てて考え込む。

「そうか……まさか生徒でこれに気付く奴がいるとはな。私の結界はそんな低いレベルじゃないんだがな。……いや、でも生徒に看破されるくらいなんだ、練り直しが必要か……」

「──えっ？」

　今なんて言った？

　私の結界って言ったか？

　嘘だろ、ちょっと待て……てことは……。

「どうしたんだそんな顔をして」

「いや……あまりにもあっさり答えを教えられたので動揺して……この結界は先生が？」

「誰にでも教えるわけじゃないさ。既に魔術の痕跡を感じられるほど探知に優れてるなら隠している必要もないだろ。結界は──そう、私が張った。学校長に頼まれてな」

「そうだったんですか……」

　この結界はカイン先生のだったのか。

　だから地下室に興味があった……というより結界の出来について確認してたのか？

「最近張ったんですか、これは」

「それ以上は生徒には言えんな。今答えたのはお前に敬意を表してだ」

「……カイン先生は知ってるんですか？　この下に何があるか」

　するとカイン先生は真剣な顔で俺の目を見る。

「いいか、ギルフォード。あまりこの地下については知ろうとしないことだ。お前の人生に害はあっても利なんてないからな」

　ま、確かにその通りなんだけどな。

　気になってしょうがないんだわ。

「まあ、つまりお前が気にするようなことじゃないって訳だ。それにしてもこの痕跡に気付けるとは……かなりの探知能力の高さだな、驚いたぞ。これでも結界を張ることに関してはエキスパートなんだがな……」

「あはは……それしか取り柄ないんで」

「──ま、そういうことにしておいてやる。とりあえず地下のことはもう忘れることだ。変なことに巻き込まれたくなかったらな」

「ええ。肝に銘じておきます」

　その言葉を信じたのか信じていないのか、カイン先生は軽く微笑むと図書館を後にした。

　ま、もう巻き込まれてる気がするけどな。

「ふぅ……。疲れた……」

　まとめるとこういうことか。

　キース先生たち見回り組には結界を張ったのがカイン先生だと知らされていなかった。そしてカイン先生は自分の結界を確認するために毎晩独自に確認していた。それをキース先生は知らなかったため、何かあるんじゃないかと勘繰って、俺たちに事情を聴いたうえで口外を禁止した……と。

　なんだかこれが一番しっくりくる気がする。

　……けど、何かまだ引っ掛かるんだよなあ。特にあのキース先生の態度。

　見回りと言いつつ見かけたのはあの日だけだし、他の先生は見かけたことがない。

　果たして本当に見回りの担当なんてあるんだろうか……。

　だがそれこそ今考えてもわからないことだ。

　とりあえず、一つ謎が解けたことを喜ぼう。

　カイン先生はキース先生よりはまだ信頼できそうだ。




　　　　◇　◇　◇




　翌日、休日だというのに、全校生徒が演習場に集められた。

　そう、トレース・マギアの選抜メンバーが出発をするのだ。

　代表者たちは俺たちの前に並び、堂々とした雰囲気を醸し出している。

　全十五名。そこにはホムラさんの姿もあった。

　学校長に呼ばれ、ホムラさんがメンバーを代表して俺たちに挨あい拶さつをする。

「我が校は現在『トレース・マギア』において二連覇を達成している！　それはひとえに、この学校の教育の賜たま物もの……と言いたいところではありますが、まあ八割は私のおかげでしょう！」

　その発言に会場から失笑が聞こえてくる。

　あの人の心臓は毛でも生えてるのか。本気で言ってるんじゃないだろうな……。

「今年も有望な魔術師達が選出されました。誰も彼も強つわ者ものばかり！　はっきり言って今年の布陣ならば、負ける気はしない!!」

　会場中がうおーっ!!　と一気に盛り上がる。

「今年は有望な魔術師が学年に関係なく積極的に選出されている。優勝は今年も私達ロンドールだあああ!!」

　歓声のなか、俺はドロシーに耳打ちする。

「トレース・マギアって何やるんだ？」

　その問いを聞いたドロシーはいつもの見慣れた顔でため息をつく。

「あなたの無知は止とどまるところを知らないわね……。いい？　ロンドール、アマルフィス、ノースの三校がそれぞれ代表魔術師を選出して魔術の力を競うのよ」

「なんだよ、結局魔術師も強くなきゃやってけねえーじゃねえか」

「……否定はしないわよ」

「で、残りの二校も有名な学校なのか？」

　ドロシーは頷うなずく。

「ロンドールと違って、アマルフィスなんかは戦闘に特化してるし、ノースも負けず劣らずの優秀な魔術学校よ。だから戦闘が多いトレース・マギアはアマルフィスが勝つことが多いのよ。ただ、近年はホムラさんやカースさんがいるから勝ち越してるの。二連覇って言ってたでしょ」

　そういえばそんなことを言っていた気がする。

　すると横からレンが割って入る。

「もちろん、今回のトレース・マギアも優勝してもらわないとな。そして俺とギルが電撃参戦して、春のトレース・マギアで華々しいデビューを飾るのよ」

「何言ってんだよ。相変わらず夢見すぎだ」

「俺はいつも割と本気で言ってるけどな」

　レンはポリポリと頬を掻かく。

「とにかく！　今日からトレース・マギアなわけ！　楽しみね」

「はあ、一応応援しとくか。ホムラさん後が五月蠅うるさそうだし……」

「ま、俺たちは普通に授業なんだけどな」

　そんなこんなで、トレース・マギアの壮行会は終了した。

　この後トレース・マギアの会場へと向けて生徒達が出発する。

　そうすれば、この学校には数名の講師と一年だけが残ることになる。

　そういえばレンが何かするって言ってたな……他のクラスの女子でも呼ぶのかな。

　なんにせよ、楽しみだ。あとで聞いてみよう。







「さあさあ騒いでくれ！　今夜は無礼講だ!!」

　レンは大量に買い込んだジュースやお菓子を振るまい、上機嫌で踊っている。

　寮一階の談話室に集まり、テーブルを囲む。

　上級生がいない寮はいつにも増して静かだ。

「無礼講ったってよう……いつものメンバーじゃねえか」

　俺にレン、それにミサキとベルとドロシー。

　ただのウルラ一年生組だ。相変わらずロキはいないけど。

「これじゃあいつもと変わらないわね」

　ドロシーは用意されたお菓子を摘つまみながらレンを見る。

「せめてほかのクラスとか呼べなかったのかよ」

　レンははあっとため息をつく。

「それがよう、他のクラスは他のクラスで楽しむっつって全然相手にされなかったんだよ」

「きっとお前の日頃の行いが悪いせいだな。お前についていくとろくなことがないと思われてるんだよ」

「それは言えてるわね」

「てめえらなあ……」

　と、ベルが俺たちの間に入る。

「ま、まあまあ。楽しくやろうよ、ね？　誰もいない訳だし。レン君も頑張ってくれたんだよ！」

「ベルぅ～！　いい奴だなあお前は！　ほれ、くえくえ！」

　レンはベルにどさっと大量のお菓子を渡す。ベルは苦笑いをしながらそれを受け取る。

「ま、それもそうね！　いいじゃん、いつも通りのウルラ一年組で！　もっと親しん睦ぼくを深めるにはいい機会よ」

　ミサキはそう言いながらジュースを美味おいしそうに飲み干す。

　そしてプハーっと一息。

「ま、そういうことよ！」

「わかってるよ、期待してるぜ」

　ま、結局のところ俺たちの仲が固まってきているのもレンによるところが大きい。

　こいつのコミュ強の部分は見習うべきところがあるのも事実だ。

　なんかいじり易くてつい強めに言ってしまうが……。

「ところでロキ君はどこ行ったのかな？」

「さぁ……外に出て行ったのは知ってるけど場所まではわからんな」

「ほんとあいつ協調性ないし自分勝手で嫌いだわ！　放っておきなさいよあんな奴」

　いや、お前もなかなか自分勝手だと思うぞドロシー……。

「まぁまぁ、まだ始まったばかりだしそのうち打ち解けるだろ」

「そうそう！　あいつも実は可愛いところあるかもしれねえだろ～？」

　俺はぼんやりとロキを想像する。

　可愛いところ……可愛いところ……。

「ないわね」

「ないな」

「まあ無いわな。一人で出てったし何かしてるんだろ。俺たちは俺たちで楽しもうぜ～」

「いや、ちょっと私捜してくるよ！　一人は可哀想だし！」

　そう言ってミサキが走って外へ飛び出していく。

「あら……行っちゃった」

「呼びに来られてウザがるのはロキだろうなあ……てか自分でぼっちだと思ってないだろロキは」

「まあでもミサキらしいな。学級委員長タイプというか……。俺たちが四年になったらクラス長はあいつかもな」

「十分にあり得るな」







　それからしばらく、四人で会話が盛り上がる。

「──つう訳で、俺は結構独学なんよねえ」

「それで独学はやばいわね……ギルもそうだけど。私とベルは幼少期からみっちりシゴかれてきたからねえ」

「二人はいつから知り合いなんだ？」

　ドロシーとベルは顔を見合わせていつだっけと声を揃える。

「確かお母さん同士がロンドールの先輩後輩の関係なのよね」

「そうそう」

「へー縁があるなあ。……そういえば、ベルって前に姉ちゃんがこの学校にいるとか言ってなかったか？」

「へえ！　それまたすごいな、姉妹揃ってロンドールか！」

　レンの盛り上がりと裏腹に、ベルは渋い顔をする。

　そう言えば前、姉ちゃんがすべてを持っていったみたいなこと言ってたような……まずったか？

「いる……にはいるよ。仲は良いとは言えないかな……。あはは。あの人はすごいから……」

「へえすげえな。じゃあよ、その姉ちゃんは──」

　と、レンが話を広げようとした時、不意にドロシーが立ち上がる。

「あのっ!!」

「ん……？　どうしたドロシー？」

「えっと……」

　ドロシーはまるで何を言おうとしたのか度忘れした様にキョロキョロと視線を泳がす。

「どうしたんよ？」

「そ、そういえばミサキ遅いわね。何やってるのかしら」

　言われてみれば確かに遅い。

　ロキを捜しに行ってからかれこれ一時間近く経とうとしている。

　何やってんだ……？

「私ちょっと外で様子見てこようかな。外の空気もその……吸いたいし」

　そう言ってベルが席を立つ。

「大丈夫か？」

「うん、平気。ありがとう」

　そのままベルは外へ出ていく。

　ドロシーの様子も少しおかしかったし、俺は何となくベルを放っておけなくて、気付いたら立ち上がっていた。

「どうした、ギル？」

「あ、いや、ちょっと俺も外の空気吸ってこようかなって」

「おぉ、そうか。気を付けてな～」

　寮の外に出ると、すぐ横に備え付けられているベンチにベルが座り、月を眺めていた。

　その横顔はとても綺き麗れいで、白銀の前髪から覗のぞく瞳ひとみに月明かりが反射してより一層輝いて見えた。

　俺はしばらくその場で立ち尽くし、その横顔に見み惚とれる。

　すると、それに気付いたベルが慌てて「あっ……」と声を上げる。

「あ……あぁ悪い驚かせたか？」

「あぁーうん、ちょっとね。えへへ」

　そう言ってベルは前髪をちょこちょこと触り、整える。

　座ってもいいかと尋ねると、ベルはいいよと言いながら少し横にずれる。

　二人の間に沈黙が流れる。

　でも、それがなんだか心地よかった。夜風が軽く吹き、木々が騒めく。

「そういえば」

　そうベルが切り出す。

「ドロシーのこと、ありがとうね」

「いや、そんな礼を言われるようなことは……。俺はなんもしてないし」

　しかし、ベルはううんっと頭かぶりを振る。

「私じゃドロシーをあんな風に元気にはできなかったから。やっぱり、ギル君に話して正解だったよ。……まあ、最初に相談してきたのはギル君だけどね」

「ぐっ……いやまあなんというか気になったんだよ、しょうがないだろ……」

　改めて言われると大分気恥ずかしいな。

「ドロシーのこと、好きなの？」

「はあ!?　いやいや、全然そんなことねえよ！　そう見えるか!?」

「うーんどうかな。気に掛けるっていうのが、あんまり興味ない人にはしないかなって」

　そう言われると、否定しづらくなってしまうな。だが、事実俺は恋愛感情なんていうのはこれっぽっちも持っていない。ただ単純に、ドロシーの力になりたいと思った。ただそれだけなんだ。

　すると、ベルはクスクスと笑いだす。

「な、なんだよ」

「あはは、ごめんね、冗談だよ。ギル君って意外と可愛いところあるっていうか……。凄い接しやすくて。最初は急に手を握ってきて怖かったけど」

「それはすまん……」

　本当にエレナに似ていて、あの時の俺は取り乱していた。今でさえ、ふとした瞬間に覗のぞくエレナの面影にドキッとしてしまう。

「ううん。でも今は印象が全然違うの。意外と仲間思いで、真剣に話を聞いてくれる。今みたいにね。……私のお姉ちゃんの話になって私が外に出たのを気に掛けて来てくれたんでしょ？」

「それは……」

「ふふ、別に言わなくてもいいよ。いつか……いつかギル君にも話す時がくるかもね」

「今話さなくても大丈夫なのか？」

　ベルは静かに頷うなずく。

「今は大丈夫。ちょっと風に当たりたかっただけだから。やっぱりギル君は優しいね」

「あんま言われ慣れないからむず痒がゆいんだが……」

「ふふ、じゃあ私が初めて言ったのかな。ちょっと嬉うれしいかも」

　そう言って無邪気な笑みを浮かべるベルは、本当に綺麗で。

　俺は何となくそのまま見ていたい、そんな気持ちになっていた。

　──と、その時、突然寮からドロシーが出てくる。
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「ド、ドロシー!?」

「いつから!?」

　やべえ、めっちゃ恥ずかしいこと聞かれた気がする！

「はあ？　今だけど……そんなことより、ミサキは？　やっぱり戻ってくる気配ないのね」

　聞かれてなかったことにほっとしつつ、ミサキを心配する気持ちが押し寄せる。

「そんなロキ捜しに血眼にならなくてもいいのに……まだ見つからねえのかね？」

　ドロシーに続いて出てきたレンが答える。

「かもなあ。ミサキは一度決めたら曲げないからな、見つけるまで戻らなそうだ」

　うーん……ロキなんかに……と言っちゃ悪いが自分から参加しないと言ったロキを捜して結局自分が参加出来ないなんて本末転倒だぞ。

「じゃあちょっと俺が──」

　とその時、激しい爆発音が鳴り響く。

「!?」

「んだよ一体!?」

「爆発……!!」

　何だ今の……これは……魔術反応……！

　でも何でこんな夜中に。

「どっかのアホが練習でもしてるんじゃないの？」

「ああ、あり得る。上級生もいなくてはめを外せるか──」

　ドゴーーン!!

　さらに爆発音は続く。しかも、さっきよりかなり大きい。

「何だよ………なんか起こってるのか……？」

　校内だよな……これ。

「おい、あれ！」

　レンが遠くの方を指差す。

　黒い煙と断続的に発光する夜空……魔術の反応だ。

　しかもよく目を凝らすと何かが飛んでいるようにも見える。

「なんかやばい感じかこれ!?」

「何かが起きてるのは間違いないみたいだな……」

　とりあえずあそこに行ってみるしかねえ。

　もし何か事件でも起きてるなら俺が行かねえと！

　こんな生徒も先生も少ない日に騒動だなんて……嫌な予感がする……。

　俺はベンチから立ち上がると、駆け出す。

「おいギル！　待てよ!!」

「私も行くわ！」

　ドロシーは俺に張り合うように走り出す。

「危ないかもしれねえから待ってろよ！」

「舐なめられたもんだなあ……！　俺たちで学校の頂点獲とるんだろうが！」

「私を置いてくとかあり得ないから！」

「もちろん私も行くよ！」

　くそ、時間がない……！　こいつらを説得する時間がもったいねえ！

　つーかこいつらも一応エリート魔術師だしな、心配ないか……特にベルは。

「──さっさと行くぞ！　何かあっても無理はするなよ！」

　俺たちは爆発音と発光のする方へと全速力で走る。

　方向は演習場……ただの魔術師同士の模擬試合にしては激しすぎる。

　加えてこれは……魔術の反応が多い……一人や二人じゃねえ、もっと大勢いる！

　それにこの感じ……千年前を思い出すようなこの感覚……。まさか……。

　嫌な予感が頭をよぎる。

　とその時、前を走るミサキの後ろ姿を捉とらえる。

「ミサキ!!」

　ミサキはドロシーの声に慌てて振り返る。

　その顔には、焦燥の表情が色濃く出ていた。

「何があったんだ!?　演習場で何が起きてんだよ！」

「それが…………魔獣が……!!」

　魔獣……！

「ま、魔獣ですって!?　何言ってんのよ、この時代に、こんな街中に魔獣が出る訳ないじゃない！」

「そ、そうだぜミサキ……流石の俺も魔獣がこんなところに出たなんて信じろと言われても……」

　二人が動揺するのも無理はない。

　俺の時代なら、魔神の影響でそこら中に居たからわかる。でも今はそんな時代じゃねえ。

　俺が見た魔獣だって、あの森でサイラスと見たグリフォンが最後だ……。

　それこそ魔獣が出たら異形狩りが出て行って対処するような時代だろ？

　ドロシーが言うようにこんな街中で魔獣なんて……。

　しかし、演習場の中から聞こえてくる獣のような呻うめき声と、立て続けに発動している魔術に、俺はミサキの言うことを否定しきれなかった。

　森や山ならまだしも、こんな人工的な場所に魔獣が出るなんて……。

　ミサキは額から垂れる汗を拭ぬぐい、息を切らしながら先を続ける。

「今……中で先に駆けつけた他のクラスの子達や残ってた先生が戦ってるの！　……私も行かないと！　校内で抑えないと街に被害が出ちゃう。それにロキ君も中に！」

　事態は一刻を争うという訳か。

　確かに、このまま街へ出て行ったら被害は尋常じゃねえ。

「魔獣は演習場の中だけなのか!?」

「今のところは！　私は辺りを見回ってきたんだけど、他のところに被害はなかったから……！」

「演習場だけか……。仕方ねえ！　魔獣と戦ったことはねえが、俺たちならできる！　天才っぷりを見せつけてやろうぜ！　援護に行くぞ！」

　レンはそう叫ぶと、一目散に演習場へと走り込んで行く。

「おい！　魔獣を舐めてるのか!?　生半可な覚悟で戦える相手じゃないぞ!?　お前らはここで待ってろ！」

　俺は思わず叫ぶ。

　だってそうだろう。千年前、魔神との戦いでもっとも多くの死者を出したのは、その配下だった魔獣達によるものだ。それを何の経験もない奴らに戦わせるわけには……。

「何言ってるのよ！　ここで倒さないともっと被害が拡大する……！　そのために私達は魔術を学んでるんでしょ!?　違う!?　あんた一人でどうにかなると思ってるの!?」

　ドロシーが必死の形相で俺に訴える。

　確かに言ってることは間違いじゃねえけど……。

「それに、入学早々学校を破壊されてたまるもんですか！　私達の学び舎やは私達で守るのよ！」

「そうだぜギル。これは俺達全員の問題だ。お前ひとりで何とかしようとするんじゃねえよ。……それに、俺達を舐めてもらっちゃ困るぜ？　なあベル」

「そうだよ！　皆で力を合わせよう……！　もう他のクラスの人や先生も戦ってるんだし、一人でも多く加勢しないと……！」

「くっ……」

　こいつらの言う通りだ……。また俺は一人で何とかしようと……。

「ギル！」

　ドロシーが、考え込む俺の顔を覗のぞき込む。

「また何か考えてるでしょ？　でも今は時間がないわよ！　本当に魔獣がいるなら、一刻も早く向かわないと！」

　ドロシー……。

「そうだな……今は考えてる場合じゃねえ。悪かった！　皆で何とかして食い止めよう！」

「そうこなくっちゃ！」

　でも本当どうなってる……。魔神はもういないんだぞ……。

　誰かが……もう一度何かをしようとしているのか？







　演習場の中は、混こん沌とんとしていた。

　レンやミサキ、ドロシーたちは中の光景に絶句する。

「んだよこれ……こんなの見たことねえよ……！」

「酷ひどい……どこからこんなに……!?」

　演習場で暴れている魔獣の数、およそ数十。

　現代でこんな惨状を見られる場所なんて、ここ以外ないだろう。

　グリフォンやゴブリン、オークなど、俺が見慣れた魔獣たちが激しく暴れている。

　グリムを始めとした他のクラスの生徒や、先生たちがそれに必死に抵抗していた。

「くそ、加勢しないと！」

「あぁ……！」

　今は実力がどうのこうの言ってる場合じゃねえ……！

　丁度、目の前を飛行していたグリフォンが、下で戦っている生徒の背後を狙っているのが目に入る。

　俺はグリフォンに狙いを定めると、魔力を練り込む。

「〝雷らい槍そう〟……！」

　激しい稲妻と共に俺の手に生成された雷の槍やりが、勢いよくグリフォン目掛け発射される。そのあまりの勢いに、周りにいた仲間たちは顔を覆い、激しい衝撃に身体を仰のけ反らせる。

「ギエアアアアア!!」

　命中した〝雷槍〟が深々と脇腹を抉えぐり、グリフォンは悲鳴を上げる。

　感電し、自身の身体の制御を失ったグリフォンは力なく地面へと落ちていく。

　その先に更に二体のオークが視界に入る。俺は小型の〝ファイアボール〟を複数個生成すると、それらを連射しオークの顔面を的確に捉える。

　爆炎と爆音を立てながら、オークは断末魔の叫びを上げ、その巨体は地面に横たわる。

　俺は自分の両手を見つめる。確実に、汎はん用よう魔術の力が上がっている……。

　クロとの生活の間、騒ぎを起こさないために使う魔術を汎用魔術に限っていた。そのおかげか、基礎が圧倒的に身に付いた。その結果、まさか一撃でオークやグリフォンを倒せるとは……。試験の時も思ったが、どうやら俺は全盛期から劣化しているばかりではないらしい。

　その余りの手際の良さに、ベルたちは唖あ然ぜんとした表情を浮かべる。

「ギ、ギル君……！」

「本当なんなのよあんた……今まで力抑えてたって訳？」

「おいおい、なんだよ今の威力……特異魔術か!?　授業で見たことねえぞ!?　つーか魔獣と戦ったことあんのかよ、落ち着きすぎだろ！」

「た、ただの汎用魔術の応用だよ！　──それより早く他にも加勢しねえと！」

「わかってるっての……！　俺たちも負けてられねえ！」

　レンに続き、ベルが魔獣を鎮圧するために演習場へと降りていく。

　この二人ならなんとか戦えるか。俺たちも後を追う。

「どうなってますか?!」

　俺の声に気付いたのは、魔術基礎のフロイト先生だった。

「君たちもきたのか！　見ての通りだ！　騎士団に既に連絡したがまだ時間が掛かる！」

　その隣で戦う生徒が声を張り上げる。

「くそ、魔獣なんて殆ほとんど見た事もない……！　先生や上級生がみんなトレース・マギアに出てしまってるのが完全に裏目に出ていますよ！」

　確かに、生徒達が戦う姿を見てみると決して慣れているという感じではなかった。

　当たり前だ……。魔獣との戦闘が日常にあったのは遠い昔の話だ。

　魔獣と戦うこと自体初めての奴が殆どだろう。

　だが、それでもこれだけ対抗出来ているのは流石としか言えない。

　ロンドールが名門と言われるだけはある。

　それにしてもこんな人の手薄な日を狙うなんて、この混乱を狙ったとしか考えられねえ。

「どこかにこの混乱を狙った魔術師がいるはず……何か知りませんか!?」

「くっ……わからん！　今はコイツ達の相手で手一杯だ！」

　くそっ……！

　魔獣がこんな街中に自然に湧くわけがない。絶対にこの騒ぎを意図的に起こした奴がいるはずなんだ……。

　俺は注意深く辺りを見回す。

　どこかに……どこかにヒントが……。

　みんな一生懸命戦っている。生徒も他の先生たちも──先生……？

　その時俺は、ハッとする。

「いない……」

「えっ!?」

　俺の後ろにいたドロシーが反応する。

「カイン先生とキース先生！　二人は学校に残る側だったはずなのにこの場にいない！」

「本当……いない、二人とも！」

「フロイト先生、二人は!?」

「ここでは見ていない！」

　まさか……図書館か?!

　まだ来てないだけという可能性も……いや、もうそれしか考えらんねえ！

「くそっ！　そっちが狙いか！」

　俺は踵きびすを返し一気に駆け出す。

「どこに行くんだよギル！」

「ここは任せた！　街に出ないようになんとか凌しのいでくれ！」

「おいおい、それじゃあ手が回んねえよ！」

　くそ、確かにこのままじゃ……。

「いや、行ってこい。ここは俺たちだけで十分だ」

「グリム！」

　グリムはその鮮やかな動きでグリフォンを沈めると、落ち着いた声でそう俺に言う。

　戦い慣れているとは思っていたがここまでとは……。こいつなら任せられる。

「……任せたぞ！」

「待って！　私も行くわ！」

　俺に続きドロシーも走り出す。

「はあ!?　おい、冗談はやめろ！　危険だぞ!?　こっちにいた方がまだ……」

「何言ってるのよ、図書館の可能性があるんでしょ？　私も当事者なんだから連れて行きなさい！　あんた一人に背負わせるつもりはないわよ」

「相手はとんでもない魔術師かもしれねえんだぞ!?　そんな危険なところに──」

　しかし、ドロシーの目は揺るぎ無く、じっと俺の目を見つめる。

「──ったく、言って聞く奴じゃねえもんな……」

　ドロシーの顔は、決意に満ちている。

「さっさと行くぞ！　この騒動の狙いを打ち砕く！」

「そうこなくっちゃ！」

　すると、それを聞いていたベルが鎖で敵を撃破し、振り返る。

「ギル君……気を付けて！　ここは私達が……私達が守るから！」

「──あぁ！　ベルも！　後で会おう！」

　俺の予感が正しければ、今回の狙いは地下に封印されている何かだ。

　ただ徒いたずらに学校を混乱させるだけならわざわざ演習場で騒ぎを起こす必要はない。

　それよりもっと広範囲で起こせばいいだけだ。

　つまり、演習場に全員を足止めしたいということ。

　魔獣達は陽動だ……！

　そしてあの場にいない二人に共通するのは……図書館の地下──！

　とその時、図書館の方から何かが崩壊するような激しい地鳴りと爆音が響く。

「何今の……図書館の方よね!?」

「あぁ……でも少し遅かったか……！」

「やっぱり地下に何かが……！」

　俺とドロシーは一心不乱に駆け抜け、やっと図書館へと到達する。

　一見して図書館の外観に異変はないが──

「魔術の痕こん跡せきだ。それに、地下の痕跡も強まってる……」

「え？」

「図書館の結界が弱まって……いや、これまさか結界が破壊された……!?」

「何を言っ──ッ!?　ちょっ、なにこれ……私にも感じる。凄すごい……嫌な感じ……」

　まずい、先に地下の何かに接触、あるいは回収されたら、相手の思うつぼだ。

　できれば犯人をそのまま捕らえたい。急がねえと……！

　俺とドロシーは、図書館の中へと入る。

「ゲホッゲホッ……くっ……あっつ！」

　ドアを開けた瞬間、中から熱風が流れ出る。

　嫌な暑さと、煙。そして地下とは別の激しい魔術の痕跡を感じる。

「これ、確実に何か魔術をぶっ放したわよね……」

　焦げくさい臭いが、辺りに充満している。

　俺たちはゆっくりとその発生源へと近づいていく。

「何だこれ……」

　そこには、地下に向けてポッカリと穴が開いていた。

　熱で溶かしたような、気味の悪い開き方をしている。

「穴……やっぱり地下があったのね……」

「犯人は下か」

　するとドロシーが慌てて声を掛ける。

「ギル！　ちょっとこっち来て！」

「どうし──……カイン先生!?」

　そこに居たのは、全身に火傷やけどを負ったカイン先生だった。

　ドロシーが声を掛けるが、一向に意識は回復しない。

「だめ……意識が戻らないわ」

「くそ……。カイン先生がここで攻撃を受けているということは……」

　結界を張った本人は意識を失って倒れている。つまり、下に居るのは……。

「俺は奴を追う……恐らくキース先生だ」

「私も行くわ」

「カイン先生を見ただろ？　タダじゃすまないかもしれないぞ」

　それでも、ドロシーは引こうとしない。

「あんたに任せてたら、また最初に会ったときみたいに殺そうとするかもしれないでしょ」

「──はぁ。分かった。頑固なお前を説得する時間の方が勿もつ体たいねえ。どうせ置いて行っても付いてきそうだしな……俺から離れるなよ」

「私のことわかってきたじゃない。さっさと行くわよ！」

　俺たちは地下へと降り立つ。

　地下はまるで神殿の様になっており、キースがつけたのか松明たいまつに火がともっている。広さはそれほど広大ではなく、俺たちが降りた十メートル四方のスペースの他に、細い通路と思おぼしき入り口が一つ。その先から、ぼんやりと光が漏れている。

「この奥だな……」

　俺たちはゆっくりと細道を進む。

　向こうは俺たちが来たことを把握しているだろう。不意打ちにだけは気を付けなければ。

　カイン先生の傷や上の様子を見るにどう考えても炎系の魔術師だ。

　今回は氷主体で攻めるべきか……。威力の高い炎に水はそれこそ焼け石に水ってもんだ。

　水蒸気爆発でも起こったらたまったもんじゃねえ……。一瞬で凍らせてやる。

　数メートル程歩くと、開けたスペースに出る。さっきよりはかなり広い。

　石で作られた……まるで棺かん桶おけだ。

「あそこ……誰かいる」

　部屋の中央辺りに、なにやら本の様なものをペラペラと捲めくる一人の男が立っている。

　あれは……キース？

「早かったな」

「「！」」

　その男は、背後の俺たちの存在を察すると振り返らず背中を向けたままそう声を上げる。

「キース……だよな？」

「何を言っているんだ……？　どう見ても私じゃないか」

　男はゆっくりとこちらを振り返り、両手を広げて見せる。

　その顔はどう見てもキースだ。キースは本を閉じると、中央にある台に戻す。

「やっぱりあんただったか。カイン先生をあんなにしたのも……！」

「わかってて来たのではないのか？　今更何を聞くことがある」

　そうだな……。もうすべてわかっている。

　どういう経緯があるとか、どういう理由があるとか、そんなこと今はどうでもいい。

　魔獣を演習場に放ち、カイン先生を攻撃し、地下へ侵入した。重要なのはそれだけだ。

　俺は戦闘態勢に入る。

「止めるか？　この私を」

「その本が何なのか知らねえけど、カイン先生が必死で守っていたものをみすみす渡すわけにはいかねえな」

「そうね……。というかちょっと待って……あの本どこかで見たことが……」

「出来るもんならやってみてくれよ……学生風情が!!」

　キースは叫び声を上げると、両手を広げ、低く構える。

　両手に魔力が──

「避よけろドロシー!!」

「え!?」

　ちっ……間に合わねえ！

　両手から放たれた炎の弾が、ドロシーを襲う。俺は咄とつ嗟さにドロシーの前に飛び出す。

「何が──ッ!?　ギル！」

　俺はキースが放った炎を、すんでのところで一瞬にして凍らせる。

　凍った火球は俺たちの目の前で地面へと落ち、粉々に砕け散る。

「反応が早いな……」

「教師っつってもそんなもんか？」

　俺の挑発に、キースは全く乗る様子がない。

　まるで意思のない人形みたいだ。

「来いよ……炎の相手なんて腐る程戦い慣れてんだよ！」

「足手まといはごめんよ……！　おいで、パピヨン！　アルフレド!!」

　ドロシーが地面に手を触れた瞬間、地面に魔法陣が浮かび上がる。

　そこから何かがせり上がり、少しずつ形を成していく。

　そこに現れたのは、二体のゴーレムだった。

「フシュー……」

「ブルアアアア!!」

　ドロシーの奴、ゴーレムマスターだったのか……！

　パピヨンと呼んだ方は全体的に丸いフォルムで、二メートルはあろう大きさだ。フシューと不気味な音を立てながら悠然と立っている。

　一方のアルフレドは、狼の形をしたゴーレムだ。大きさはそれほどではないが、俊敏性の高そうなフォルムをしている。

　恐らく、攻撃主体のアルフレドと防御主体のパピヨン……といったところか。

　これがドロシーの特異魔術。

「そこで見てなさい、ギル！　私のゴーレムがさくっと終わらせてあげるわ！」

「先手は任せた。サポートは任せろ！」

　ドロシーはにっと笑うと、指を二本立てキースの方へとさし向ける。

「ＧＯ!!」

　すると、それに呼応するようにアルフレドが四足で勢いよく駆け出す。

　すごいスピードで間合いを詰めたアルフレドは、一心不乱にキースに飛び掛かる。

「ふん……ゴーレムか……。少しばかり厄介ではあるが……造作もない」

　キースは小さい火球を弾幕のようにアルフレド目掛けて飛ばす。

　──火球の弾幕……！　俊敏性を見越した上での広範囲攻撃か！　ここは俺が……！

　俺は氷の足場をアルフレドの目の前へと生成する。

　アルフレドはそれを踏み台に高くジャンプすると、弾幕を回避してキースへと迫る。

「ナイスアシスト！　そのまま行っちゃいなさい、アル！」

「ブルアアアア!!」

　獣のような獰どう猛もうさで猛たけり声を上げながら、アルフレドはキースの首へと噛かみつくように飛び掛かる。

　おいおい、俺に殺すなと言っておいて殺意高すぎだろ……！

　しかし、キースは最小限の動きで回避すると、アルフレドの脇腹に掌底を食らわそうと腰をひねる。

「させるか……！」

　俺は氷の盾をアルフレドとキースの間に生成する。

「甘いな」

　キースは手のひらに浮かび上がった魔法陣から炎の柱を繰り出すと、氷ごとアルフレドを貫く。アルフレドはそのまま後方へ吹き飛ばされ、壁に叩たたきつけられる。

　ぐったりとした様子で、アルフレドは地面へとずり落ちる。

「アル！」

　ドロシーの問いかけに、ぴくりとも動く様子はない。

　──が、ドロシーからのアイコンタクトに俺は気付いていた。

「くそ……！」

　パピヨンが、ドロシーを守るように前に出る。

「甘いんだよ、学生風情が……私の炎は決して止められない……地獄の業火だからなあ」

「教師になってまで厨二病ですか……。舐なめてたら足をすくわれます──よっ!!」

　俺は氷をキースの足元へと生成すると、地面と固定する。

　──溶かされる前に仕留める……!!

　俺は雷の槍やりを思い切りキースへと射出する。

「お前の氷は温ぬるいなあ、ギルフォード。ドロシー、貴様のゴーレムもあの程度であそこでのびているとは、情けない」

　キースは炎であっさりと俺の足元の氷を溶かすと、次は俺の雷の槍を見据える。

「……攻撃が単調すぎるぞギルフォード」

　キースは軽々と俺の槍を回避して見せる。壁に突き刺さった〝雷らい槍そう〟がバチバチと弾はじける。

　魔術だけじゃなくて、体術もそれなりってわけか。

「こんなので私を止めようなどと、芸がなさすぎ────なっ!?」

　瞬間、キースの左腕にアルフレドが噛みつく。

「ブルアアアアア[image: かんたんふ]」

「行けアル！　そのまま食いちぎれ……!!」

　深々と刺さったアルフレドの牙きばは、キースの左腕、肘ひじから先を強引に噛み千切る。

「があああ……!!　何故……貴様の犬はあそこでのびて──」

　キースが視線をやると、そこにはアルフレドが……いや、氷で作られたアルフレドが横たわっていた。

「フェイクだと……！」

「そういうこと！　俺たちの連携を甘く見てくれちゃ困るんだよなあ！」

「私達、一緒に特訓した仲なのよね。もしかして、もうそんなことも忘れてた？」

　趨すう勢せいは決まった！　片腕をなくしたキースにもはや勝ち目はない。

　さっさと終わらせて──

「舐なめられたものだ……」

　キースは苦しそうにしていたかと思いきや、何事もなかったかのように体勢を立て直す。

　なんだ……腕を噛み千切られてなおあの余裕……。

　最初に気付いたのは、ドロシーだった。

「ちょ、ちょっとギル……あれどういうことなのよ」

「何が？」

「あの腕……血が出てないじゃない……」

「はっ……？」

　そんな馬鹿な……確かにアルフレドが噛み千切ったはず……。

　けれど確かに、キースの腕の切断面からは一滴の血も垂れていない。それどころか、顔色一つ変えていない。最初から、青白い、死人の様な顔。

　回復魔術か……？　いや、そんな素振りはなかった……。

　じゃあなんだ……奴の身体はどうなっているんだ……!?

「どうした、ギルフォード、ドロシー。顔が引きつっているぞ」

　キースは落ちている自分の腕を拾い上げると、それを切断面へと押し付ける。

　そして、自身の魔術でそれを焼き付ける。

「な、何やってるの、気持ち悪い……。そんなことしたって腕が元に戻る訳が──」

「これのことか？」

　キースはさっきまで切り落とされていたはずの左腕を、俺たちへ見せつける。指の先まで、まるで噛み千切ったことすら幻覚だったのではと思う程、正確に動いている。

「な、なんなのよあいつ……本当に人間なの!?」

　どうなっているんだ……。あの身体は……まるで、人形みたいだ……。

　だけど、キースは確かにあそこでああやって喋しやべって、動いている……自分の意思で。

　──いや、待て……俺はこんな魔術をどこかで見たぞ……思い出せあの頃を。

「そうか……そういうことか」

「何かわかったの？」

　俺は頷うなずく。

　どうして気付かなかったんだ。油断……か？　でも、もうほぼ確実だろう。

　土気色をした肌、血の出ない肉体。試験の時に人が変わったと噂していた生徒たち……。

「──死霊魔術だ」

　ドロシーの顔が、一気に強こわ張ばる。

「えっ……!?　でもそれって今はもう完全に廃れた魔術じゃ……」

「知らねえよ……でも目の前であれを見せられたらそう考えるのが妥当じゃねえか。というか、そう考えるしかねえよ」

「死霊……」

　キースが不敵に笑う。

「……その発想に至る君の思考……興味深いな」

「そりゃどうも」

　あれだけ色んな奴と戦えばな。俺の経験値は伊達だてじゃない。

　死霊魔術……基本的に操作対象の死霊と術師は別だ。自分の死んだ肉体を操って蘇そ生せいするような類の魔術じゃない。

　死霊魔術には二種類ある。一つは低級の魂を死体に入れて操る死霊魔術。もう一つは死んだ本人の魂を呼び戻して生きる屍しかばねとして動かす高等死霊魔術。

　キースのこれは……高等死霊魔術だろうな。自分の意思はハッキリしている。

　ただ、恐らく性格や思考の部分で術師の影響を相当受けている。

　自分の考えで動いていると本人は思っているんだろうが、根っこのところで術師に忠誠を誓ってしまう。──死んだ奴隷。殺された上、奴隷としてそいつの手足として動く……これ以上の屈辱はねえよなあ。

　俺は強く拳こぶしを握りしめる。

　自由を奪われる……それだけはあってはならない。どの時代でも。

　一体……誰がこんなことを……。

　キースだってこんなことを本心から望んでいる訳がないんだ。

　もしかしたら、今も心のどこかで──

「キース……あんたは……」

「──余計な詮せん索さくは無用だ。……私は君たちを殺し、この書を奪う。君たちは私を殺してでもそれを阻止する。それだけだ」

「そうだな。死人なら、あんたを殺しても罪悪感はない」

「ギル…………。そうね、全力で止めましょう。──で、今言うのもどうかと思うんだけど気になったことが……」

「どうした？」

　ドロシーはゆっくりとキースの後ろにある書を指さす。

「死霊魔術でぴんと来たんだけど多分あの本……『闇と深しん淵えん』……暗黒時代以前の禁書よ」

「！」

　魔神に傾倒しすぎた闇魔術師が書いた禁術の研究書か……!!

　そんなものを狙う奴がいるだと……？　魔神……。

「誰が欲しがっているか知らねえが、それは絶対に世に出しちゃ駄目な代物だな」

　ドロシーがコクリと頷く。

　きな臭くなってきたな……嫌な予感がする。

　それにキースが死霊魔術の庇ひ護ご下にいるということは、演習場の魔獣は誰が……。

「何を呑のん気きに考え事しているんだ？」

「ッ！」

　一瞬の隙を衝つかれ、キースの炎が俺とドロシーを囲むように渦を巻く。

　三百六十度、炎の壁が俺たちを外界と遮断する。

　このままここに居たら、蒸し焼きにされちまう……！

「ちょ、あっつ！　私は先に出るわよ！　あんたは……自分で何とかなるでしょ！」

　そう言ってドロシーはパピヨンの腕の中に潜り込むと、そのまま炎の渦を突破する。

　凄すごいなゴーレム……炎も怖いものなしかよ。

　俺は炎の渦を一瞬で凍らすと、〝ファイアボール〟で氷の壁を溶かし脱出口を開ける。

　しかし、俺たちがそうして脱出に気を取られている隙に、キースは次の大技の準備を完了していた。一気にキースの練り上げる魔力が膨れ上がっていく。

　その異常に、ドロシーも気付く。

「待って……なんか来るでしょこれ……!!」

　これはちょっとシャレにならねえ……！

「パピヨン、ドロシーを守れ!!」

　主の危機をゴーレムも察知したのか、パピヨンはドロシーを覆いつくす。

「地獄の業火を受け切れるか？　──〝インフェルノ〟」

　瞬間、キースを中心に溢あふれ出した炎が、まるで津波のように勢いよく俺たちへと襲いかかる。それは無差別に全範囲に広がり、炎の海を形成する。

「ちっ……！　〝ブリザード〟！」

　俺は咄とつ嗟さに氷壁を築き、〝インフェルノ〟の波を堰せき止める。──が、キースの〝インフェルノ〟の熱にあっという間に溶かされ、勢いの増した炎が一気になだれ込む。

　次々と溶けていく氷壁を、俺は補充するように繰り返し魔術を発動し続ける。

　──でもこの勢い……これじゃあギリギリ……っ!!

　くそっ俺は大丈夫だがドロシーは……パピヨンは!?

「ギ……ル……」

　キースの炎はドロシー側に生成した氷壁をも破壊する。しかし、その広範囲の攻撃にドロシー側の生成が間に合わず、貫通した炎がパピヨンに直撃し、パピヨンが砕け散る。

　その衝撃で後方に吹き飛ばされたドロシーは、勢いよく後方の壁に衝突する。

「ぐは……っ!!」

「ドロシー！」

　ドロシーは頭を打ったのか、額から血を流し気を失っている。

　ぐったりとした様子で、起き上がる気配がない。瞬間、俺の中で何かが弾けた。

「……終しまいだな。このままこの部屋一帯を炎で包んで終わらせる。早くあの人にこの書を渡さなくては」

　その時、俺でも制御できない感情が沸き上がってくる。腹の底からグツグツと煮えあがるような、圧倒的な不快感。

　戦場では隣で共に戦う魔術師が死ぬなんて日常茶飯事で……。それにいちいち構う心の余裕なんてなかった。

　──だがまさか、今、ドロシーに心を揺さぶられるとは予想外だった。

　初めは嫌われて、一緒のクラスになって、共に修行して……そうした日々を経て俺はいつの間にかドロシーを掛け替えのない戦友だと、友達だと認識していたのかもしれない。

　……こいつだけは、許さねえ……許せねえよなあ。

　俺は勝ち誇るキースの顔を睨にらみつける。

「終いだ……だと？　てめえはもう終わった気でいるのか？」

　キースは無表情に俺を見る。

「なんだその目は……終わりだよ。私の〝インフェルノ〟はお前たちを消し炭にするまで止まらない……。汎はん用よう程度の氷じゃ私の魔術は防ぎきれまい」

　確かに無理だ────今のままじゃ。

「てめえは今、最後の引き金を引いたんだぜ？」

　初めて、キースの……死霊の額がピクリと動く。

「何を言っ────ッ!?　貴様、何だそれは……!!」

　俺は抑えていた魔力を一気に解放する。

　不幸中の幸いか、ドロシーは見ていない。今なら、抑える必要はもうねえ。

　辺り一面が火の海と化している。これ以上は、俺もドロシーも持たない。

　──一瞬で終わらせる。

「千年ぶりだよ、本気を出すのは」

「千……貴様一体──」

　俺の前に現れる複数の魔法陣。その強大さに、キースも驚きよう愕がくし目を見開く。

「もう黙っていろ──〝アイスエイジ〟」

「特異魔術か……!?」

「違うさ。これは、ただの真似事だよ」

　俺がパチンと指を鳴らした瞬間、まるで時を止めたかのように、部屋が一瞬にして静まり返る。轟ごう轟ごうと猛威を振るい、部屋全体を覆い尽くしていた炎が一瞬にして凍りつく。

　灼しやく熱ねつ地獄が一転、まるで氷山のような環境に早変わりする。

　俺の吐いた息が、白く色づく。

　ドロシーと、俺の周り以外、完全に真っ白な景色が広がる。

　キンとした空気は肌に刺さり、寒さで手がかじかむ。

　魔術とは恐ろしいものだと、改めて実感する。

　まあ、さっきまでの灼熱地獄に比べれば可愛いものだ。

　──久しぶりの全力の魔術。

　本家の〝アイスエイジ〟に威力は劣るだろうが、キースの〝インフェルノ〟を破るには十分な威力だった。

　キースのあの魔術……本当に本人の実力だったのか、それとも、死霊魔術の副作用のようなものだったのか。結局キースの口からは聞くことが出来なくなってしまった。

　部屋の中央にいた当の本人は全身が凍り付き、まるで彫刻のように動かない。

　もう、凍死しているだろう。

　……いや、既に死んでいるのだから、純粋な死とは違うか。

　術の効果が切れた、と言ったほうが正しいかもしれない。

　氷漬けになったキースの表情は、どこか驚愕していながらも、微かすかに笑みが見える……ような気がした。それは俺の希望的観測かもしれない。

　これで……キースの苦痛が終わったと思いたい。

　仮にもこの学校の教師だったキースが、こんなことをしたくてしていた訳がない。

　せめて、安らかに眠って欲しい。

「──ふぅ」

　終わった──。

　予想外に魔術を行使してしまったが、ドロシーが気絶していてよかった。発動の瞬間を見られようものならいろいろと面めん倒どくさいことになるのは目に見えていたからな。……けど本当に大丈夫か!?　結構がっつり頭打ってたけど……。急に不安になる。

　と、その時後方でくしゃみの音が。

　噂をすれば、というやつだ。俺は安あん堵どで笑みが零こぼれる。

「クシュン！　……痛たた……頭が……。というか寒っ！」

　ドロシーは虚うつろな目で辺りを見回し、身体を縮こませてブルブルと震える。

「な、何で急に真冬みたいに……どこなのここ!?　キースは……!?」

　余りのギャップに、混乱するドロシー。

　ドロシーは立ち上がろうとするが、足元の氷に滑り「わわわっ」と慌てながら足をバタバタさせ、お尻しりから地面に倒れこむ。

「痛っ……！　あーもうなんなのよ！」

　思うようにいかずご機嫌斜めのようだ。

「ドロシー！」

　俺は急いでドロシーの下に駆け寄る。

「な、なによ急に……」

　俺はドロシーに手を差し伸べる。

「心配したぞ」

「し、心配してくれてたの……？」

　ドロシーは少し恥ずかしそうに俺を見る。

「当たり前だろ。でも良かったよ。──頭打ってたけど、大丈夫か？　あと尻も」

　ドロシーはキッと睨みつけると、尻って言うなっ！　と俺の手をはねのける。

「まったく……というか、頭？」

　ドロシーは額に手を触れる。

　まだ乾いていない血が微かに残っている。

「──あー、あはは、これくらい大丈夫よ。……それより本当にこれは一体……」

　改めて辺りを見回して、その激変ぶりに唖あ然ぜんとした表情を浮かべる。

「何なのよこれ……何がどうなったらこんなことになるのよ。まさかあんたが……」

「激しい戦いだったってことだよ」

「全然説明になってな──」

　とその時、ドロシーの口が止まる。
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　その視線の先のものを目にし、自然とドロシーの表情が悲しさに満ちる。

「……そっか。そうよね。ここがこれだけ激変してるってことは、そういうことよね」

　ドロシーは氷漬けになったキースを見て、何かを察すると、そっと俺の肩にポンポンと二度触れる。

「まあしょうがないわよ。今回ばかりはね……。誰も悪くないわ」

「あぁ……わかってるさ」

　ドロシーはニコっと微笑む。

「──ま、あんたは気にしないんでしょうけど」

　ドロシーはニヤニヤと俺の顔を見つめる。

　こいつ、まだ最初の頃のことを……。

「ふぅ、それより、上の方はどうなったかしら。魔獣の数がすごかったけど……」

「そっちも気になるな。まあ、あの時すでに拮きつ抗こうしていたし、騎士団を呼んだのなら制圧出来てるだろう」

「そうね。それにしても、キースの狙いはあの本……だったのよね？」

　そうだ。あの本。

　何故キースが……いや、キースを操っていた奴が、あの本を狙ったのか。

　俺は台座に近づく。上手うまく避けたつもりが、下の方が少し凍り付いている。

　俺は力を込めて本を台座から引き剥はがし、残った氷を払うと、改めて表紙を見る。

「『闇と深しん淵えん』……か」

　瞬間、膨大な量の魔力が一気に流れ込み、俺は目がぐるぐると回り何も感じられなくなる。

　魔力の奔流に直接あてられ、感覚が混乱する。

「ぐっ……!?」

　本にまだこんな魔力が残ってるのか……！　まずい……魔力の探知が利かねえ──。

　とその時、ドロシーの叫ぶ声が聞こえる。

「ギル!!　四時方向三メートルから魔力反応……!!」

「あぁ!?」

　ドロシーの声に咄嗟に反応し、俺は無我夢中でその本で体を庇かばうように身を捻ひねる。

　刹せつ那な、手に衝撃が走る。どこから現れたのか二本のダガーが俺の手にあった本に命中する。

　その力に押し負け、俺は本を手放してしまう。

「くっ……何だってんだ!!」

　ダガーの飛んできた方向を見たとき、俺は一瞬何が何だか分からなくなった。

　そこにはただ、黒い空間が宙に漂っていた。

　俺の目の前に現れたその黒い空間は、異常なほどの魔力を内包していたが、それ自体からは敵意は感じられなかった。

「なんだよこれ……」

　その時、その黒い空間の中から一人の女性の声が聞こえてくる。

「ちょっと……私聞いてないんだけどこの状況」

　次の瞬間、その空間から一人の女性が現れる。

　白い髪をした若い女性。二十代といったところだろうか。

　黒いドレスのようなものを身に纏まとい、どこか妖あやしげな雰囲気を放っている。

　女は足元に落ちている本を拾い上げると、うんうんと頷うなずく。

　まさかこいつがキースを操っていた……。

「あんたが死霊魔術師か……？」

　女はチラとこちらを見る。

「は？　あんな奴と一緒にしないでくれない？　……というかあんた誰？　てかなにここ、寒いんだけど」

　女は寒そうに身を震わせる。両手で二の腕をさすり、細い目をしてう～っと唸うなっている。

「──で、そういえばキース人形は？　あんたなんか知ってるの？」

　俺は氷漬けのキースの方へ視線を向ける。

「あ──……、回収は無理ね。本だけでいいか」

　なんだこいつ……何でこんな余裕たっぷりなんだ……？

　俺たちに攻撃されようが返り討ちに出来るという自信があるのか？

　いや、そんなことよりも、この女──どこから現れた？

　ずっとここにいたのか？　──いや、それにしては気配も魔力も何も感じなかった。

　……まさかあの空間から転移してきたのか……？

　転移魔術……なのか？　冗談だろ……？　俺でも見たことねえぞ。

　と、俺があれこれと思考を巡らせていると、その女は「あっ」と口にして俺の顔をまじまじと見つめる。

「──ちょっと待ってあんた…………へぇ、なるほどね。彼の言っていた通りね」

　女はニヤリと笑みを浮かべる。

「は？　彼？　訳わかんねえこと言ってんじゃねえよ」

「わからなくていいわよ、まあいずれわかるかもね……。それじゃあ私はこれで。ちょっとここ寒すぎるわ」

　女はブルブルと身体を震わせながら黒い空間の方へと戻ろうとする。

　まずい、本を持っていかれる訳には！

　少なくともキースについては何か知っているはず……！

　──つまり、逃がせねえ!!

　俺は女に掴つかみかかろうと手を伸ばす。

「逃がすかよ！」

「やる気？　まあいいけど」

　刹那、目の前に強力な魔力反応を感じる。

　さっきのやつか……！

　俺はすんでの所でその手を止め、急ブレーキを掛ける。

　直後、眼前にあの黒い空間が現れる。

　危ねえ……未知数な以上、触れるのは危険だ。

　俺のその様子を見て、その女は初めて少し動揺した顔をする。

「あんた……そう、流石と言うべきかしら。驚いたわ……感じ取れるのね。その速さで」

　くそ、ここで即死級の魔術はドロシーを巻き込みかねねえ。

　汎はん用よう魔術で様子を見るしか……！

「お前が弱いんじゃねえのか！」

　燃え上がる火球が女目掛けて一直線に突き進む。

　すると、女は指を鳴らし、また目の前に黒い空間を出現させる。そこに吸い込まれるように、俺の火球は闇へと消えていく。

　それとほぼ同時に、俺の背後に魔力反応。これは……！

　俺は咄とつ嗟さに横に飛びのく。

　直後、俺の居た場所に俺が放ったはずの火球が激突し、氷を溶かしていく。

　まさかとは思ったが、完全に転移魔術で確定か……！　冗談だろこいつ……！

「やっぱりねえ。……ちょっと面倒だわ、あんた。どうしてくれようかしら」

　この未知数の転移魔術……。いくら発動タイミングと場所を把握できるからと言って、確実にトドメを刺し切れるとは限らねえ。

　長期戦は必至か。汎用魔術じゃ分が悪いかもしれない。

　ドロシーを連れてきてしまったのは止められなかった俺の責任だ。

　何としても守り切る。頭をフル回転させろ……。

　しかし、あれこれ俺が思考を巡らせていると、女は不意に手を横に薙なぎ払う。

　俺の前後にあった黒い空間はその手の動きに合わせて、吸い込まれるように消える。

「──やっぱやめたわ。あんたとここでやり合うのは骨が折れそうだし、今は面倒」

　そう言いながら、女は最初に現れた空間へと半身を滑り込ませる。

「お、おい！　待て！」

「じゃあ～ね～」

　女は投げキッスをして手を振ると、黒い空間へと完全に消える。

　それは渦を巻くように凄すごい勢いで回転すると、どんどん収縮し、あっという間に消えた。

　一瞬の出来事に、為なす術すべはなかった。

　禁書は誰とも知らない女にまんまと横から掻かっ攫さらわれた。

　それと同時に、ふとため息が漏れる。それは敵との戦いで久々に感じた安堵だった。

　もしかすると、あのまま戦っていれば勝つことは出来なかったかもしれない……。

　それだけ、相手の未知の魔術を前に力量を測り切ることができなかったのだ。

　──と、丁度その時、地下への入り口付近から声がする。

「こっちだ！　……奥まで続いている……！」

　カシャカシャと金属が擦れ合う音が響く。

　ドロシーは茫ぼう然ぜんとした表情で言う。

「ちょっと頭が追い付かないけど……どうやら騎士団のご到着のようね。……今の女、なんだったのかしら」

「俺にもわからねえよ……とりあえずお互い無事で良かった」

「そうね……」

　転移魔術師……まさか千年後にそんな奴と出会うとは、俺は思ってもみなかった。

　そうこうしているうちに通路の方からカツンカツンと足音が聞こえる。

　振り返ると、そこに現れたのは騎士──ではなく、一人の老人だった。

「マーリン学校長……？」

「なんでここに!?」

「はっはっは。派手にやったのう」

　マーリン学校長は俺たちの問いかけに答えず、俺たちの下へ近づくとそっと耳打ちする。

「ここであったことは深くは語るな。特にあの本に関してはの。理由は後で説明する」

「は？　えっ……いや……」

　しかし、マーリン学校長は俺たちの反応を待つことなく、その場を離れると騎士を招き入れる。

「こりゃまたすごいですな……」

「さながら氷の山……ですね」

　四人ほどの騎士たちがぞろぞろと中に入ってくる。

　その中の一人、リーダー格のような男が俺の下へとやってくる。

「私は一般騎士第二師団師団長のヘーゲルだ。魔術学校からの救難要請により助けにきた」

「あの、魔獣の方はどうなりました……？」

「それならつい先ほど私の部下達が鎮圧したよ。魔術師じゃなくてもそれくらいはね」

　少しトゲのある言い方だが、とりあえずは良かった。

　俺とドロシーはほっと胸をなでおろす。

「ところでこれは一体……氷……か？」

　ヘーゲルはまじまじと部屋を見回す。

「相手の男は相当な魔術の使い手とみたよ……。よくこんな攻撃を掻い潜くぐって生き残ったものだ。さすがはロンドールの魔術師の卵、といったところか」

　ヘーゲルは氷の魔術を犯人によるものだと勘違いしたまま、その中を生き残った俺たちを称賛する。まあ、その方が都合がいい。

　ドロシーは何か言いたそうだが、ここは抑えてもらおう。

「それにしてもこれが魔術とは……信じられんな……ん？　これは……!?」

　ヘーゲルはキースの氷漬け死体を見つけ慌てて駆け寄る。

「死んでいる!?　まさか犯人に……。君たち、この人は？」

　後ろからついてきたマーリン学校長がその氷の彫像を見て声を漏らす。

「うちの教師のキース・クリフトじゃな。ここで散ったか……」

「!?　そうか、犠牲者が出ていたか……。私達がもう少し早く着いていればこんなことにはならなかったのに……」

　ヘーゲルは悔しそうに拳こぶしを握りしめる。

「君たち……ここで何が起こったか、少し話を聞かせてもらえるかな？」

　それから数十分間、騎士団のヘーゲルによる尋問が始まった。

　俺たちはある程度正直に話した。

　キースがこの地下を狙っていたこと、魔獣の騒ぎがあったこと、カイン先生が重傷だったこと。ただ一つ、マーリン学校長に言われた本のことだけは口外しなかった。

「ふむ……概おおむね理解はした。ただ君たちがここに向かった理由がわからない……。何故ほかの仲間を放っておいてまでこの図書館へ？　なんの根拠があってここへ？」

「えっと……」

　くそ、なんて言う……？

　地下の噂……なんて言っても納得してもらえないだろうし、キース、カイン先生が地下に興味を持っていてその二人がいなかったから──なんて言うと本の話の方へ行かざるを得なくなるか……。

　魔力反応があって……いや、それなら生徒二人で来た意味が……。

　と、そこでマーリン学校長が口をはさむ。

「彼ら二人には有事の際に図書館を見るように言ってあったのじゃよ。ここは暗黒時代前の貴重な本も数多く所蔵されているのでな。そう簡単に見捨てるわけにはいかんのじゃ。──まぁ、この惨状を見ればわかるじゃろうが半数近くは燃え尽きてしまったがな」

　ヘーゲルはふむと渋い顔をする。

「なるほど……それはご苦労だったな。その結果実行犯のキースを倒せたんだ、大金星じゃないか」

「あ、ありがとうございます」

　死霊魔術を掛けられていたとはいえ、キースを実行犯とするのは何だか気が引けた。

　とその時、赤い鎧よろいを着た騎士が二人、地下へと現れる。

「こりゃ酷ひどいな……。相当魔力の痕こん跡せきが強い」

「あっちでもこっちでも事件……やんなるっスねえ」

　ヘーゲルが初めて動揺した表情を見せる。

「お前たち……王直属の……！」

　なんだ……王直属？　騎士団とは違うのか……？

　するとドロシーもヘーゲル同様、唖あ然ぜんとした表情を見せる。

「ゾディアック!?　何故ここに……？」

　俺はこそっとドロシーに話しかける。

「なあ、ゾディアックってなんだよ」

　ドロシーはお決まりの呆あきれ顔でため息をつく。

「はぁ、でたでた、古代人アピール。──いい、ゾディアックっていうのは、王直属の特殊騎士達のことよ。全部で十二名。……だけど、まさかここに現れるなんて……。一種の噂話程度の存在なんだけど……実在したのね」

「……なるほど」

　ゾディアック……。

　要はこの事件の犯人は国が秘密裏に追っている奴だったってわけか。納得は出来る。

　あの禁書を狙うのもそうだし、転移魔術師に死霊魔術師。ただのこそ泥ってわけじゃなさそうだ。

「ここからは私達が引き受ける。一般騎士の皆さんは引き揚げてください」

　ヘーゲルは「そんなこと許せるか！　私達が調査するんだ！」と息巻く。

　──かと思ったが、予想外にもあっさり引いた。

「……そうか。あんたらが出てきたという事は私達の手に余るということだな。……あとは任せた。お前たち、撤収するぞ。演習場の方の連中も呼んでこい」

「はっ！」

　ヘーゲルの部下は駆け足で演習場の方へと向かう。

　ヘーゲルは俺の視線を感じたのか、軽くため息をつく。

「……彼らに任せた方がいい事件というものもあるのだよ。気になる点が多いのは事実だが……私たちはお役御免という事だ。……君たちは上に戻って療養してくれ。被害があれ以上拡大しなかったのは君たちのおかげもあるだろう。ご苦労だった」

　そう言ってポンと肩を叩たたかれると、俺たちは地下を追い出された。

「二人とも、ご苦労じゃったな」

　マーリン学校長が俺たちに追いつくと後ろから声を掛ける。

　ドロシーはたまらず質問する。

「マーリン学校長……あなたは何でここにいるんですか？　トレース・マギアは……？　それにキース先生が死霊だと知っていたんですか？　──というか何でこんなところに禁書が……そもそもなんで騎士団の人たちには口外禁止に？　彼らはどうしてここへ？」

　すると学校長は杖つえを取り出し、ぐるっと回すと、俺たちの周りに防音の結界を張る。

「はっはっは。質問は一つずつするもんじゃよ」

「す、すいません。つい……」

　うんうんと頷うなずきながら、マーリン学校長は髭ひげを撫なでる。

「疑問を持つのはいいことじゃ。簡潔に答えよう……。お主たちが相対したのは『アビス』の連中じゃ。そしてアビスは騎士団の専門の部隊が追っておる……さっきのゾディアックたちじゃ。ヘーゲルたちのような一般の騎士は知る権利がないからのう。だから彼らには口外禁止だったというわけじゃ」

「じゃあ……そのアビスが全ての原因……カイン先生を殺し、キース先生を殺し、そして禁書をも奪ったと」

　しかし、そこでマーリン学校長は首を振る。

「一つ訂正じゃ。カイン先生は生きておる。彼はワシの学校に欠かせない優秀な魔術師だからのう。国随一の回復魔術師を呼んである。じき目を覚ますじゃろう」

　ドロシーの顔がパーっと明るくなる。

「まぁ、とにかくそういうわけじゃ。次はこっちの番じゃな。事の顛てん末まつを聞かせておくれ」

　俺たちはあったことを全て話した。

　本の行方、転移魔術を使う女、キース先生の様子……。

「ふむ……。粗方わかった。細かい話は後日ゾディアックの方たちも含めて話すとしよう。今は……ほれ、友が待ってるんじゃないかね？」

「あっ！」

　そうだ！　レンにベルにミサキ！　それについでにロキも！

　あいつらは無事なのか……？　簡単にやられる玉じゃないが……。

　すると、演習場の方からこちらへ歩いてくる人影が見える。

「行って来なさい。話はまた明日に」

　そう言ってマーリン学校長は俺たちの前から姿を消した。

「おーい、ギル、ドロシー!!」

　レンがミサキに肩を組んでもらいながらこちらに歩いてくる。

「良かった二人とも……私心配で……!!」

　ミサキの目が少し潤んでいる。

　本当に優しい子だな。

　──いや、今はそんなことより。

「おまえ……なにミサキにセクハラしてんだ！」

　肩に手を回すとは何事か!!　吊つり橋効果か？　そうなのか?!

「は、確かに……！　そうよこのバカ！　少しは時と場合を考えなさいよ！」

　するとミサキが慌てて訂正する。

「違う違う！　レン君頑張りすぎちゃって足挫くじいたのよ。かなり活躍してたんだから！」

「信用ならねえなあ……」

「ほんとだって～！　疑い深いなあ、ギルは」

「お前の日頃の行いを見てればな……」

　が、確かに足を引きずってはいるようだ。

　俺たちが抜けた穴を一生懸命埋めてくれたわけだ。

「まあ、よくやったとは思うぜ」

「ははは、いいってことよ！　ったく、お前にも見せたかったぜ～俺の活躍をよ！」

　レンの表情は明るい。

　被害はほとんどなかったのかもしれない。

「他のみんなは？」

「ベルは先生たちについて状況報告だな。ロキは……そういや見てないな」

「まぁロキに限って死んでるってことはねえだろ」

　ミサキはうんうんと頷うなずく。

「私が見たときはヘラヘラと笑いながら魔獣を殺してたよ……怖かった～」

「うげっ……どっちが魔獣なんだか」

「悪かったな魔獣で」

　と、いつの間にかドロシーの後ろに立っていたロキが声を掛ける。

「ロ、ロキ！　いつからいたんだよ！」

「今来たところだが……」

　不意に現れたロキに驚いてしまう──というのもあるが、もっと驚いたのは、あのロキが俺たちの会話に入ってきたことだ。

　いつもどこ吹く風で俺たちに全く興味を持たないロキがこんなに積極的だなんて。

　戦闘でアドレナリンが出まくって興奮状態なのか……？

　確かに火照って顔が少し赤みがかっている。余程暴れまわったのか。

　まぁともあれ、全員無事でなによりだ。

「それで、キース先生とカイン先生はどうした？　無事なのか？」

「それが……」

　俺たちはあったことを全て話した。

　もちろん学校長に口外禁止された本のこと、そしてゾディアックのことを除いて。

「そっか……たしかに入試の時から様子がおかしかったもんな、あの先生」

「何それ、私聞いてないんだけど」

「俺とギルの試験監督官がキース先生だったのよ。なんだかその時から妙な感じがあってな。その時にはもう操られてたのか……」

「かもな……。死霊魔術に掛かる前のキース先生と会いたかったよ」

　死んでしまってはもう会えない……。

　前から知っていた上級生たちのショックは相当デカいかもしれないな。

「ふん、自分の身も守れない奴が教師なんか務まるかよ。そんな奴に教わることもない」

「おいロキてめえ！」

　レンが今にも殴りかかりそうになるが、足首の痛みに顔を歪ゆがめる。

「そうよ、レンの言うとおり。言っていいことと悪いことがあるわよ」

「知るかよ。俺は俺のためになることにしか興味ない。その点で言えば今回の騒動は俺のレベルアップに役立った……そういう意味じゃあキースの死も無駄じゃなかったな」

　こいつ……!!

「流石にそれ以上は俺もブチ切れるぞ、ロキ」

「……ふん。お前がブチ切れたところを見てみたいものだがな」

　そう言ってロキは寮の方へと帰っていく。

「ったく、嫌みな野郎だぜ」

　しかし、ミサキだけは未いまだにロキを見捨ててはいないようだ。

「ロキ君なりの優しさなのよ……無駄死にじゃないって言いたかったんじゃないかな」

「んな訳ねえだろ！　どう考えてもただ嫌みを言っただけだぜあれは。──はぁ、まあいいわ。今日は疲れたし帰ろうぜ。どうせ明日には事情聴取とかあんだろ？　今日はゆっくり休もうぜ。俺の武勇伝とかもギル達に聞かせてえしよ」

「いや、流石に寝かせてくれ……」

「あはは。まあそうだわな。んじゃ俺たちは先行くぜ～」

　レンはミサキに連行されて寮へと戻っていく。

　俺とドロシーが二人取り残されてしまった。

「……私達だけ、変なこと知っちゃったわね」

「あぁ……まあしょうがねえよ。それにしても──」

　俺はドロシーを見る。

　ドロシーは少し恥ずかしそうに「何よ」とぶっきら棒に返す。

「あの時お前……俺に声を掛けたよな？」

「え？」

「ほら、あの女が最初に現れた時……」

　そう、俺が禁書で混乱しているときに……。

「あっ、あの時ね。でもあれくらいは──」

「いやいや、すげえって。あんなに魔力探知が苦手だったのに……あの土壇場であれが出来るのはしっかり努力した証拠だよ」

「あの時は無我夢中で──」

「いつになく謙けん遜そんするなあ」

　俺は軽く笑う。

「笑うな！　ま、まあ私は努力して天才を超える女ですからね！　自分で私を特訓したことを後悔するといいわ」

「まったくだ。厄介な奴を育てちまったもんだ。……でも実際、ドロシーが気付いてくれなかったら、もしかしたら俺は今頃あの世だったかもな」

「そんな大げさなことじゃないでしょ」

「そんなことねえよ。やっぱすげえよ、ドロシーは」

「おだててもなにもでないわよ」

「あはは。──ま、これからも期待してるぜ、未来の大魔術師！」

「ちょ、それは止めてよ！　からかってるつもり!?」

　ドロシーは怒って俺の肩を叩たたく。

　それが何だか日常に帰ってきた合図の様な気がして、俺は急に肩の力が抜ける。

　こうして長い夜が終わった。

　キース先生を操っていた人物、転移魔術の使い手、禁書を欲しがった理由、謎の組織『アビス』……謎は尽きることがないが、ゾディアックとの話で何かわかるだろう。

　そんなことをあれこれ考えるつもりでベッドに横になったが、千年ぶりの全力が祟たたったのか、あまりの疲労に俺はあっという間に夢の世界へと落ちていった。

　今日は本当に疲れた。
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　翌日、俺とドロシーは、マーリン学校長に円卓の間に呼ばれた。

「「失礼します」」

　俺たちが中に入ると、既に全員が席へ着いていた。

「遅いぞ君たち」

「いいんじゃよ、ワシが呼んだ時間ぴったりじゃ。そこにかけとくれ」

　俺たちは学校長が言う通りにそれぞれ席へと着いた。

　これから、アビスという組織についてある程度知ることが出来るのだろうか。

　正面に座っているのは昨日地下へ現れたゾディアックの二人……。

　他にはマーリン学校長だけだ。

　すると初めに声を上げたのは赤い鎧よろいを着た茶髪の男だった。

「私はキャンサー。そしてこっちの少し間抜けそうな男がサジタリウス。昨日学校長から話があったと思うが、二人ともゾディアックと呼ばれる組織のメンバーだ」

「ちょっと、間抜けはひどくないっスか？　まあいいっスけど」

　サジタリウスはさほど気にしてもいない様子でキャンサーに食って掛かる。

　いつもの絡みって感じか……？

　俺はドロシーに耳打ちする。

「キャンサー？　サジタリウス？　コードネーム……だよな？」

「当たり前でしょ。名前は秘匿されてるんでしょ」

「君たちのことはすでに聞いている。ゴート家ご息女、ドロシー・ゴート。そして、サイラス・グレイスの援助で学校に入学しているギルフォード・エウラ。合っているかな？」

「ちょ、は？　サイラスさんの援助!?　どういうこと!?」

　ドロシーが鬼のような形相でこちらを見る。

「今は良いだろ別に……。それで合ってます」

「ドロシーさんの方は名家だ、下調べはそれほど苦ではなかった。逆にギルフォード君。君の周りは田舎で調査に苦労したぞ」

「はあ……」

　キャンサーは資料を捲めくる。

「ツクモ村……交友関係はユフィ・シュトローム、クローディア・エウラ……ほぼこの二人で完結している。あとはサイラス・グレイスくらいか」

「はい」

「それにしても、クローディア……か」

　キャンサーはなにやら言いたそうな顔だ。

　クロの奴……まさか何か余計なことしてねえだろうな。

「クロがどうかしましたか？」

「あぁ、いや、なんでもないんだ。ただ、美人だな──と」

「!?」

　な、なんだと!?

「な、なんだあんた、いきなり人の保護者を美人だと!?　ナンパでもする気か！」

「そんな失敬な、私は節度を持ってお知り合いにだな──」

「職権乱用だよ変態騎士！　紳士じゃねえのか！」

「まあまあ、先輩は一見すると紳士っスけど、根はただのナンパやろうっスから。気を付けてください」

「あんたがしっかり手綱握ってろ！」

「俺にもコントロールは難しいんスよ！」

　はぁ、はぁ、はぁ……。

　なんかムキになってしまった。

　ドロシーも、何となくキャンサーに不快感を覚えたようで嫌な顔をしている。

「あーゴホン。──では、単刀直入に、昨日の夜の実際の出来事を聞かせてもらおうか。隅々まで、包み隠さず……ね」

「あー先輩、またそんな高圧的だと女の子泣かせちゃいますよ」

「うるさい、任務だこれも。……では頼む」

「はあ……」

　俺たちは昨日のことをその前後関係を含めて詳細に包み隠さず語った。

　ただ、転移魔術を使う女が俺を知っていた可能性があるところだけは伏せた。もし千年前の何かが関係しているのなら、彼らに教えたところでどうしようもない。それに、余計話をこじらせることにもなる。

　俺をよく知る人物などクロとユフィを除けばサイラスくらいだ。彼らに何かあるとは到底思えない。

　そうして一通り語り終わったところで、キャンサーから質問が来る。

「ふむ……。それで、君たちはどうやってその転移魔術を使う女魔術師から逃げたんだ？」

「逃げた？」

　俺たちは顔を見合わせる。

「逃げたも何も、勝手に帰っていったのは向こうの方ですよ」

　キャンサーの眉まゆがピクリと動く。

「妙だな」

　キャンサーが困惑した表情で宙を睨にらむ。

「あの、何が妙なんですか？」

「その転移を使う女魔術師は、実は素性がもう割れているんスよ。しかも、相当極悪」

「え……？」

　サジタリウスが手に持っている資料を渡してくる。

　そこには人相書きと名前、大まかな犯罪歴が記されていた。

「〝運び屋〟エリー・ドルドリス……。魔術師刑務所侵入、国家図書館侵入……強盗数十に殺人数十……！　とんでもないド悪党じゃない!!」

　ドロシーは呆あきれた顔で額に手をやる。

「そんな奴と私達遭遇していたっていうの……」

「今まで見たことも聞いたこともない彼女の転移魔術のせいで対応が後手に回っているんだ。今は対策を立てて結界を張ることが可能になったから、大分被害は抑えられているんだが……今回みたいなケースは初めてなんだよ」

　恐らくゲートの出現はほんの一瞬……即座に反応できるのは俺くらいだろう。これは傲おごりじゃない。彼女の言いっぷりからも、おそらく避よけられたのは初めてなのだろう。

　従来の転移と違う点……無制限のジャンプか。触媒なんかもあったようには見えないし、魔道具の類じゃない。となれば、自前の特異魔術か。……はっ、千年の間に進化してる魔術もあるって訳ね。それが敵の手にあるというのは解せないが……。

　原理はどうあれ、もとからある魔術の派生だ。種は必ずある。確か、千年前、闇系統の魔術師で亜空間へのゲートを開く魔術を使う奴が居た。もしかするとその応用なのかもしれない。

　──だが、それをここで下手に言うわけには……。

　ここは大人しく彼らの言い分を聞くにとどめよう。

「そういう訳で、そんな彼女が君たちを生かしておくというのが気になってね。彼女が現れた場所では全員身体の一部、あるいは大部分を千切り飛ばされるようにして死んでいる。そしてその部位は殆ど見つかっていない……見つかったとしても現場から遠く離れた場所だ」

「ちぎ……──」

　ドロシーの顔が青ざめる。

「その方法は、まあお察しの通りだ」

　あの転移の黒い空間……あれを自在に使うことが出来るなら容易だろう。

　恐ろしい殺人魔術の出来上がりだ。

「でだ。そんな残虐な彼女が君たちを生かした……何か心当たりは？」

「私は……特に彼女とは会話していないので……」

「ふむ。そっちの君……ギルフォード君は？」

「いいえ、特に……。本を回収するのが先決だったとかでは？」

　あいつが撤退したのは恐らく俺との戦闘が長引くのを避けるという目的もあったはずだ。言っていることに間違いはない。

「そうか……確かに、今回の事件は全てがその書、『闇と深しん淵えん』の為に行われたものだしな。私達が到着する前に終わらせたかったという事か……。──まあ、とりあえず聞きたいことは大体聞けた。何か質問はあるか？」

　そうだ、一つ聞いておかなければいけないことがある。

　昨日マーリン学校長が言っていたあれだ。

「あの、『アビス』……ってなんですか？　今回の件に関わっているって話ですけど」

　俺のその質問に、キャンサーは学校長を睨みつける。

　学校長はわかりやすく肩を竦すくめる。

「もう当事者じゃからな。言っても構わんかったじゃろ？」

「ジジイ……。はぁ。アビス……彼らは正直、正体不明、神出鬼没の盗賊団みたいなものだ」

「盗賊団？」

　キャンサーは頷うなずく。

「これまでにも数多くの禁書や暗黒時代以前の書物が盗まれている。しかもほとんどが闇魔術や魔神関連の書だ。書だけじゃなく、遺物や絵画なんかもな」

「魔神関連の……」

「これだけで彼らの異常性がわかるだろ？　つまり、何をしようとしているのか、何となくは察しがついているという訳だ。この時代に魔神信仰なんざ流行はやらないっていうのにな」

　魔神……奴を復活させようとしているってのか……？

　復活に限らなくても、それに近い何かをしようというのなら、それは絶対に許せねえ。

　俺たちが命を懸けて守った世界だぞ……。

「ギ、ギル……大丈夫？」

　拳こぶしを強く握っていた俺に気付き、ドロシーが声を掛ける。

「──悪い、無性にムカついてな。そんなのでカイン先生やキース先生が犠牲になったと思うとさ」

「その通りだ。実際多くの犠牲者が出ている。だから我々が秘密裏に追っているのだ。千年前の先人達が築き上げたこの平和を壊そうという輩やからがいるなら、私たちは決してそれを許しはしない。──とまあざっと話はこんなところだ。私たちは引き続きアビスの調査を続ける。もし何かあったら連絡をくれ。もうこの学校に狙うものはないだろうが……」

「まあ何かあったら学校長に言いますよ」

　学校長はにこやかに頷く。

「君たち二人は一度彼らに接触し、生き延びている。何があるか分からないんだ、用心しておいてくれ。私達に護衛なんて出す余力はないからな」

　俺たちは二人そろって頷く。

　少なくとも、俺の事を知っている可能性がある以上、俺に対して何らかの接触はあるかもしれない。もし、再び遭遇することがあればきっと俺だろう。

　キャンサーとサジタリウスはマーリン学校長と話があるからとそのまま残り、俺達は部屋を追い出される。

　こうして秘密の会談は終わった。




　　　　◇　◇　◇




　ロンドール魔術学校の魔獣襲撃事件……。

　犯人はキース・クリフト。私的に学校に恨みのあった容疑者は校内に魔獣を放ち、図書館を焼き払った。犠牲者はなく、自責の念に駆られた容疑者は図書館にて自死──。

　それが騎士団が発表した事件の全容だった。

　校内のほとんどの者がそんなものを信じてはおらず、キース先生の死をただ嘆いた。

「私たちだけが真相を知っているというのも酷なものよね。いっそのことすべて教えてあげたいわ」

「……キース先生って結構好かれてたんだよな」

「え？」

　些さ細さいな異変に気付くほど、生徒から愛されていた先生の死──。

　それも自死という惨むごい偽の真相。本当のところはアビスの連中……おそらくはあの女──エリー・ドルドリスの手による殺人なのだろう。

　何の根拠もありはしないが。

　アビスの存在を一般に知らせるわけにはいかないという配慮はわかるが──。

「ただ暴れて自分で死を選んだのと、学校の地下にある禁書を盗み出すために、利用されて殺されたのと……どっちの方がキース先生の名誉は守られるのかな」

「そんなの、後者に決まってるでしょ。自死なんて……」

「そうだよな……。俺はもう二度と会いたくねえよ、あんな奴らとは」

「私もよ。……でももし、次会うことがあるとすれば、私は絶対今より強くならなきゃ」

　ドロシーの決意は固い。

　あの魔力探知を自分のものにしたんだ、彼女ならやってのけるだろう。

　アビス……キース先生の件もあるが、もっと気になるのは魔神……。

　俺たちが死ぬ思いで封印したあの最強最悪の存在を再び信仰しようとしているのなら、絶対に止める。止めなくてはならない。

　千年前、俺と仲間たちが繋つないだ思いは絶対に途切れさせない。

　エリー・ドルドリスは実行犯ではあったが、奴以外にリーダーは確実にいる。

　そいつが魔神に執着している以上、俺は見過ごせない。それに、一体どこで繋がりがあったのか……。さっぱり分からないが、少なくとも向こうは確実に俺の事を知っている。

　もしまた奴らと出会う時があれば、その時は──。

　今回の事件が俺達に与えた影響は大きい。今も昔も、俺は結局魔神という存在に振り回される運命にあるのかもしれないと悲観してしまう程に。

　千年も経てば、人々の恐怖や悲劇は忘れられるのだろう。だからこそ明日を生きることが出来る……だが皮肉なことに、それがまた歴史を繰り返させる。

　──だが、彼らの好きなようにはさせない。千年前を知っているのは俺だけなんだから。

　とりあえず今は、この第二の人生で青春を謳おう歌かしよう。

　死んでいった仲間たちの分まで。千年越しのこの生を、精一杯。
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　ロンドール郊外の森の中にある廃はい墟きよに、穏やかな声が響く。

「終わったか？　エリー」

　暗闇から聞こえるその声は、黒い空間から突如現れたエリーにそう問いかける。

「終わりましたよ。これが『闇と深淵』……ま、どう使うかはあなた任せですけど」

「──確かに。それで、彼には会ったかい？」

　会ったかい。その言葉に、エリーはピクリと鼻先を引きつらせる。

「もっと前情報が欲しかったですね。あれだけの魔術師とは思いませんでしたよ」

　呆あきれ気味にエリーは肩を竦める。不意を衝ついたハズが、彼には見抜かれていた。

　エリーにとって、それは初めての出来事であった。

「何度も言ったはずだ。千年前の英雄だと。甘く見たのは君の失態だろ？　違うか？」

「そりゃそうですけど……」

　エリーは納得がいかない様子で頬を膨らませる。

「──まあいい。彼の下から五体満足で帰ってこられただけでも十分さ。私たちアビスの目的は彼と戦うことじゃない。始まるのさ、新しい時代が。栄光の時代への回帰が」

「……仰せのままに」

　エリーは黒いスカートをその手でたくし上げ、お辞儀をする。

「六英雄の一角──ギルフォード・リーブス。いずれは奴もこちら側へ……」

　そう言い残し、男の気配は闇へと消える。

　いつも突然現れ、そしてことが終われば元の生活へと帰っていく。

　それが『アビス』のリーダーのあり方だった。

「次は港町ね。一人目は無事終わったけど……彼、今頃上手うまくやっているかしら」

　そう、エリーは呟つぶやいた。




　　　　◇　◇　◇




「二百九十、二百九十一、二百九十二──」

　光る汗が、上半身裸の男の額や全身から噴き出て、床に軽く水たまりを作る。

　お下げの道化師もとい魔術師、レン・アウシュタットは腕立てに励んでいた。

　先日の魔獣との戦いで理解した自分の弱点を克服するため、レンは必死だった。

　周りの魔術師たちの魔術に、自分の肉体強化で付いていくことが出来るのかという不安に押し潰つぶされそうだった。特に──

「グリム……リオル……！」

　間近で見たグリムの魔術に、レンは焦燥感を覚えていた。

　その思いを払ふつ拭しよくするように、一心不乱に体を鍛える。

　ホムラさんから聞いた、一大イベント……ロンドール新人戦。

　魔術界からも多くの観客が見に来る、大注目のイベントだ。

　レンはその大会でどうしても勝ちたかった。目立つこと、それこそが魔術師の神髄と考えるレンにとって、優勝は至上命令であった。

　しかし、戦いの中で見えた自身の限界にもがき苦しんでいた。

　そうレンが思考を巡らせていると、コンコンと戸が鳴る。

　レンは近くにあるタオルで体の汗を拭ふき、ノックの音に応じる。

「はい？」

　扉を開けた先にいたのは、角刈りの金髪、そして見事な体たい躯くをした大男。ウルラクラス四年の先輩。ホムラさんが呼んでくれた助すけっ人とだ。

「アレックスさん！」

　アレックスは、レンの身体を見るとなるほどと短く呟く。

「ホムラの言う通り、見込みがありそうだな」

「へ……？」

　アレックスはそのまま踵きびすを返す。

「ついてこい。〝リミットバースト〟をお前に伝授するにはもうあまり時間がないぞ」

「〝リミットバースト〟……」

　聞きなれない魔術に、レンは眉まゆを顰ひそめる。

「新人戦、勝ちたいんだろ？」

　その質問に、レンはノータイムで首を縦に振る。

　この男に、迷いなどなかった。

「〝リミットバースト〟……それで新人戦で優勝できるなら……」

「少なくとも、お前のレベルは数段上がるだろうな」

　レンの口角がニヤリと上がり、やる気に満ちた目が燃えている。

「ぜってえグリムに勝ってやる！　そしてギル……あいつとは決勝で……！」




　ロンドール新人戦──。

　それは、三クラスの新入生の中で誰が最強かを決める魔術による戦い。

　その激しくも名誉ある大会の開催は、もう目前に迫っていた。
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　この本を手に取って頂いた皆みな様。どうも初めまして、五月さつき蒼あおと申します。

　この作品はウェブ小説として公開していたものを、スニーカー文庫さんからお声がけ頂き、書しよ籍せき化させて頂くことになったものです。

　ウェブに公開すれば半永久的に残るとはいえ、やはり紙の本になるというのは非常に感かん慨がい深いものがあります。この本を手に取って頂いた方の本ほん棚だなの端はしっこにでも本作品を加えて頂けると思うと嬉うれしい気持ちで一いつ杯ぱいです（もちろん電子の本棚にも！）。

　書籍化にあたり作品を振ふり返かえると、意外といろいろ見えてくるもので、細かな設定やらセリフやらストーリーやら、至る所に加筆・修正が入っています。ウェブで読んでたよって方も新たな気持ちで楽しんで頂けるかと思います。




　さて、本作は王道魔ま術じゆつ学校ファンタジーになります。千年の眠ねむりから目覚めた伝説の魔術師である主人公ギルが、紆う余よ曲きよく折せつを経て魔術学校に通い、失った青春を取とり戻もどしていく、そんな物語です。

　現代人と価値観のずれた、言うなれば古代人のギルが、時には楽しい学校生活を送り、またある時は降りかかる大小様々な事件や問題を魔術を使い正面から解決していきます。

　……ですが、このあとがきを本作品の読後に読まれている方なら、いくら完全無欠の魔術師であるギルとはいえ、それが一ひと筋すじ縄なわでは行かないような雰ふん囲い気きがあることは察して頂けているのではないでしょうか。

　とはいえ、血ち生なま臭ぐさい話もありますが、楽しい楽しい魔術学校ライフの始まりです。皆様もギルと一いつ緒しよにこのロンドール魔術学校での魔術学校生活を楽しんで頂ければ幸いです。




　この作品を執しつ筆ぴつするにあたり、多くの方々にご助力頂きました。スニーカー文庫編集部の皆様に校正様、デザイナー様。うっとりするほどめちゃくちゃ素す敵てきなイラストを描えがいて下さったnauribon先生、そして僕の作品をウェブの海から拾い上げて下さり、多方面でフォローして頂いた担当編集Ｏ様。本当にありがとうございます。

　そして何より、ウェブ公開時から応おう援えんして下さっていた皆様。皆様のおかげでこの本が誕生したと言っても過言ではないでしょう！　本当にありがとうございます。

　最後に、この本を手に取って読んで頂いたすべての皆様に特大の感謝を！




　次回があれば、次回もまたあとがきでお会いしましょう。それまで、さようなら。


五月 蒼　
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